
内
 
 

第
一
章
 
 

1
 
 

2
 
 

3
 
 

4
 
 
 

第
二
章
 
 
 

第
一
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

容
 
目
 
次
 
 

序
 
 
 
説
 
 

租
税
に
お
け
る
多
数
当
事
者
の
債
権
関
係
 
 

連
帯
納
税
義
務
の
一
般
的
な
意
義
 
 

連
帯
納
税
義
務
の
特
質
 
 

問
題
の
症
起
 
 

連
帯
納
税
義
務
の
現
状
と
沿
革
 
 

連
帯
納
税
義
務
の
現
状
 
 

1
 
 

2
 
 

第
二
 
 

1
 
 

2
 
 

3
 
 
 

第
三
章
 
 
 

第
一
 
 

1
 
 

2
 
 
 

連
帯
納
税
義
務
の
塀
型
 
 

相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
の
現
状
 
 

連
帯
納
税
義
務
制
度
の
沿
革
 
 

連
帯
納
税
義
務
の
創
設
 

相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
の
創
設
 
 

相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
の
そ
の
彼
の
経
緯
 
 

連
帯
納
税
義
務
の
機
能
と
根
拠
 
 

連
帯
納
税
義
務
の
機
能
 
 

租
税
債
権
の
効
力
強
化
機
能
 
 

租
税
債
権
の
担
保
的
機
能
 
 

二
王
一
 
 
 

夫
 
 
 

飛
 
周
 
邦
 
 

（
関
知
祈
軸
辞
蛸
）
 
 



5
 
 
 

第
四
章
 
 
 

第
一
 
 
 

第
二
 
 

1
 
 

2
 
 

第
三
 
 

1
 
 

2
 
 

第
四
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

第
二
 
連
帯
納
税
義
務
の
根
拠
 
 

4
 
 

序
 
 

相
続
税
に
つ
い
て
の
共
同
相
続
人
相
互
間
に
お
け
る
連
帯
 
 

納
税
義
務
 
 

相
続
税
・
贈
与
税
に
つ
い
て
の
相
続
に
よ
る
承
継
に
伴
う
 
 

共
同
相
続
人
相
互
間
の
連
帯
納
戯
義
務
 
 

相
続
税
・
贈
与
税
に
つ
い
て
の
相
続
財
産
等
の
受
贈
者
等
 
 

の
連
帯
納
税
義
務
 
 

贈
与
税
に
つ
い
て
の
贈
与
者
の
連
帯
納
税
義
務
 
 

連
帯
納
税
義
務
の
法
的
性
質
と
効
力
 
 

序
 
 

成
立
お
よ
び
機
能
に
お
け
る
連
帯
債
務
と
の
差
異
 
 

成
立
に
お
け
る
差
異
 
 

機
能
に
お
け
る
差
異
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
の
法
的
性
質
 
 

違
背
債
務
と
の
此
軟
か
ら
み
た
法
的
性
質
 
 

連
帯
保
証
債
務
と
の
此
家
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
の
形
態
と
効
力
の
一
考
察
 
 

第
五
章
 
 
 

第
一
 
 

1
 
 

2
 
 

3
 
 

第
二
 
相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
（
相
法
三
四
㊥
）
と
租
税
債
務
 
 

承
継
の
納
付
責
任
（
適
法
五
㊥
）
 
 
 

二
五
二
 
 

道
帯
納
税
義
務
の
効
力
一
般
 
 
 

相
続
税
浩
三
四
条
一
項
・
二
項
の
連
帯
納
税
義
務
の
形
態
 
 
 

と
効
力
 
 

じ
 
連
帯
納
税
義
務
の
形
態
 
 

国
 
連
帯
納
税
義
務
の
効
力
（
一
人
に
つ
き
生
じ
た
事
由
の
 
 

効
力
）
 
 
 

相
続
税
浩
三
四
条
三
項
・
四
項
の
連
帯
納
税
義
務
の
形
態
 
 
 

と
効
力
 
 

山
 
連
帯
納
覇
義
務
の
形
態
 
 

㈹
 
連
帯
納
税
義
務
の
効
力
（
一
人
に
つ
き
生
じ
た
事
由
の
 
 
 

効
力
）
 
 
 

連
帯
納
税
義
務
の
適
用
お
よ
び
執
行
上
の
諸
問
題
 
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
の
確
定
手
続
 
 
 

租
税
債
務
の
成
立
お
よ
び
確
定
の
概
念
 
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
の
成
立
 
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
の
確
定
手
続
 
 



第
六
章
 
む
 
す
 
び
 
 

参
考
文
献
目
録
 
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

1
 
 

2
 
 

3
 
 

4
 
 

5
 
 

3
 
 

4
 
 

5
 
 

6
 
 
 

連
帯
納
税
義
務
と
納
付
責
任
と
の
概
観
 
 
 

連
帯
納
税
義
務
と
納
付
責
任
と
の
共
通
性
 
 
 

義
務
者
の
差
異
 
 
 

責
任
範
囲
の
差
異
 
 
 

効
力
（
一
人
に
つ
き
生
じ
た
事
由
の
効
力
）
に
お
け
る
差
 
 

異
 
 
 

統
合
は
可
能
か
 
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
（
相
法
三
四
⑨
）
と
第
二
次
納
 
 
 

税
義
務
（
教
法
三
九
）
 
 
 

連
帯
納
税
義
務
と
第
二
次
納
税
義
務
と
の
概
観
 
 
 

連
帯
納
税
義
務
と
第
二
次
納
税
義
務
と
の
法
的
保
護
の
共
 
 

通
性
 
 
 

要
件
の
差
異
 
 
 

責
任
範
囲
の
差
異
 
 
 

効
力
（
一
人
に
つ
き
生
じ
た
事
由
の
効
力
）
の
差
異
 
 
 

統
合
は
可
能
か
 
 

説
 
 

第
一
章
 
序
 
 

1
 
租
税
に
お
け
る
多
数
当
事
者
の
債
権
関
係
 
 
 

川
 
租
税
債
権
関
係
に
お
い
て
も
、
私
法
上
の
多
数
当
事
者
の
債
権
関
係
 
 

に
塀
似
す
る
債
権
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
連
帯
納
税
義
務
、
担
 
 

税
保
証
債
務
、
第
二
次
納
税
義
務
お
よ
び
租
税
債
務
承
継
の
場
合
の
納
付
責
 
 

任
（
以
下
、
「
納
付
責
任
」
と
い
う
。
）
の
よ
う
な
特
殊
な
債
権
関
係
が
こ
れ
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

イ
 
こ
の
う
ち
、
連
帯
納
税
義
務
お
よ
び
租
税
保
証
債
務
と
同
様
の
債
権
 
 

関
係
は
、
私
法
上
、
連
帯
債
務
お
よ
び
保
証
債
務
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

ロ
 
第
二
次
納
税
義
務
お
よ
び
納
付
責
任
は
、
租
税
法
上
の
特
殊
な
債
権
 
 

関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
次
納
税
義
務
は
、
本
来
の
納
税
義
務
者
の
 
 

財
産
に
つ
き
滞
納
処
分
を
し
て
も
徴
収
す
べ
き
国
税
に
不
足
す
る
と
認
め
ら
 
 

れ
る
場
合
に
、
そ
の
者
と
一
定
の
関
係
が
あ
る
者
に
限
り
、
一
定
の
要
件
に
 
 

該
当
し
た
と
き
は
、
一
定
の
額
を
限
度
と
し
て
、
補
充
的
に
納
税
義
務
を
負
 
 

（
l
）
 
 

担
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
納
付
責
任
は
、
相
続
に
よ
る
租
税
債
務
の
 
 

承
継
が
あ
っ
た
場
合
に
、
被
相
続
人
の
租
税
債
務
の
徴
収
が
困
難
と
な
る
こ
 
 

と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
相
続
人
に
対
し
他
の
相
続
人
が
承
継
し
た
租
税
債
 
 

二
五
三
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
（
2
）
 
 

務
に
つ
い
て
納
付
義
務
（
責
任
）
を
負
担
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

ハ
 
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
債
権
関
係
の
内
容
等
は
異
な
っ
て
い
る
 
 

が
、
い
ず
れ
も
本
来
の
納
税
義
務
者
以
外
の
第
三
者
に
租
税
債
務
の
履
行
義
 
 

務
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
租
税
債
権
の
徴
収
を
確
保
す
る
制
度
で
 
 

あ
る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

夙
 
と
こ
ろ
で
、
近
代
市
民
社
会
で
は
、
「
自
己
の
租
税
以
外
に
隣
人
の
 
 

租
税
を
も
支
私
う
よ
う
な
事
は
、
市
民
社
会
の
個
人
に
と
っ
て
正
に
超
人
的
 
 

な
、
犠
性
的
精
神
を
必
要
と
す
る
。
市
民
的
納
税
倫
理
か
ら
す
れ
ば
、
社
会
 
 

は
個
人
に
割
り
切
れ
る
も
の
で
あ
り
、
結
局
個
人
が
自
己
に
対
し
て
の
義
務
 
 

（
3
）
 
 

を
負
う
だ
け
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
ご
と
い
わ
れ
る
。
 
 
 

肯
く
は
、
原
始
共
同
社
会
あ
る
い
は
封
建
制
社
会
で
は
、
貢
納
義
務
や
夫
役
 
 

義
務
は
、
村
落
そ
の
他
の
自
治
団
体
に
謝
当
て
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
共
同
体
が
 
 

全
体
と
し
て
負
担
を
引
受
け
、
そ
の
後
共
同
体
の
成
員
の
連
帯
責
任
に
お
い
 
 

（
4
）
 
 

て
義
務
の
履
行
が
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
封
建
制
社
会
が
崩
壊
し
、
資
本
 
 

制
経
済
の
も
と
に
お
け
る
市
民
社
会
で
は
、
個
人
の
人
格
の
尊
重
、
契
約
自
 
 

由
の
原
則
、
自
由
な
る
所
有
権
が
近
代
市
民
法
の
根
本
原
理
と
さ
個
人
 
 

主
義
的
思
想
に
基
づ
い
て
、
上
述
の
よ
う
な
自
己
だ
け
が
義
務
を
負
う
と
い
 
 

ぅ
市
民
的
納
税
倫
理
が
生
じ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 

二
五
四
 
 

囲
 
こ
の
よ
う
な
市
民
的
納
税
倫
理
か
ら
現
行
租
税
法
を
な
が
め
て
み
る
 
 

と
、
前
述
し
た
連
帯
納
税
義
務
等
の
特
殊
な
債
権
関
係
は
、
他
人
の
租
税
債
 
 

務
を
負
担
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
見
、
こ
の
市
民
的
納
税
倫
理
 
 

に
反
す
る
債
権
関
係
の
よ
う
に
も
み
え
る
。
 
 
 

㈲
 
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
国
家
は
、
公
的
欲
求
の
充
足
の
た
め
の
制
度
 
 

と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
国
家
が
こ
の
た
め
の
財
政
需
要
を
賄
う
た
め
に
 
 

は
、
収
入
を
必
要
と
す
麓
は
、
こ
の
公
的
贋
の
充
足
の
た
め
の
需
 
 

要
を
賄
う
収
入
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
徴
収
の
確
保
が
当
然
の
前
 
 

提
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
か
ら
、
前
述
し
た
納
税
義
務
者
 
 

と
一
定
の
関
係
が
あ
る
第
三
者
に
租
税
債
務
を
負
担
さ
せ
る
よ
う
な
特
殊
な
 
 

租
税
債
権
関
係
は
、
徴
収
を
確
保
す
る
制
度
と
し
て
肯
定
さ
れ
る
も
の
と
思
 
 

わ
れ
る
。
 
 
 

も
っ
と
も
」
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
租
税
債
権
関
係
は
、
他
人
の
租
税
債
務
 
 

を
免
租
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
の
租
税
債
務
に
も
増
し
て
合
理
的
 
 

な
根
拠
を
要
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
昭
三
六
「
国
税
通
則
法
制
定
に
関
す
る
答
申
」
説
明
 
六
五
頁
参
照
。
 
 

（
2
）
 
志
場
喜
徳
郎
編
「
国
税
通
則
法
精
解
」
昭
三
八
一
五
三
頁
参
照
。
 
 
 



2
 
連
帯
納
税
義
務
の
一
般
的
な
意
義
 
 
 

田
 
連
帯
納
税
義
務
に
は
、
①
共
有
物
・
共
同
事
業
等
に
か
か
る
国
税
、
 
 

㊥
登
録
免
許
税
、
⑨
印
紙
税
、
④
輸
入
品
に
か
か
る
内
国
消
費
税
、
①
無
限
 
 

責
任
社
員
の
第
二
次
納
税
義
務
、
①
相
綻
祝
お
よ
び
⑦
贈
与
税
に
つ
い
て
の
 
 

も
の
が
あ
る
（
通
則
法
九
条
・
登
録
免
許
税
法
三
条
・
印
釈
税
法
三
条
二
項
 
 

（
1
）
 
 

・
輸
徽
浩
二
〇
条
・
徴
収
浩
三
三
条
・
相
続
税
法
三
四
条
）
。
 
 
 

拗
 
こ
れ
ら
の
租
税
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
「
租
税
債
務
関
係
を
特
定
の
 
 

場
合
に
、
民
法
に
お
け
る
連
帯
債
務
の
関
係
と
同
趣
旨
の
立
場
に
立
た
せ
よ
 
 

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
ご
と
い
わ
れ
て
い
沿
革
か
ら
み
て
も
、
後
述
 
 

（
第
二
章
・
第
二
）
す
る
よ
う
に
、
租
税
法
に
「
連
帯
納
税
義
務
」
が
規
定
 
 

さ
れ
た
の
は
、
明
治
三
五
年
で
あ
っ
て
、
当
時
す
で
に
民
法
に
規
定
さ
れ
て
 
 

い
た
「
連
帯
債
務
」
の
概
念
を
導
入
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
租
税
 
 

法
独
自
の
「
連
帯
義
務
」
を
創
設
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

回
 
し
た
が
っ
て
、
．
租
税
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
私
法
上
の
連
帯
債
務
と
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

一｛＼ ．′‾ヽ ．‾ヽ  一‾■ヽ  

6 5 4 3   
）    ）  ＼＿ノ   ）  

島
恭
彦
「
近
世
租
税
思
想
史
」
昭
⊇
：
 
四
二
貢
。
 
 

島
恭
彦
「
前
掲
書
」
八
一
二
〓
t
衰
以
下
参
照
。
 
 

我
妻
栄
「
近
代
法
に
お
け
る
債
権
の
優
越
的
地
位
」
二
六
〇
頁
。
 
 

金
子
宏
「
市
民
と
租
税
」
現
代
法
と
市
民
所
収
昭
四
一
三
〇
九
頁
。
 
 

同
じ
様
に
、
数
人
の
納
税
者
が
同
一
内
容
の
給
付
に
つ
い
て
、
各
自
が
独
立
 
 

に
全
部
の
給
付
を
な
す
べ
き
納
税
義
務
を
負
担
し
、
し
か
も
、
そ
の
う
ち
の
 
 

一
人
の
給
付
が
あ
れ
ば
、
他
の
納
税
者
も
納
税
義
務
を
免
れ
る
多
数
当
事
者
 
 

（
3
）
 
 

の
納
税
義
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
義
務
の
う
 
 

ち
で
、
相
続
税
・
贈
与
税
に
つ
い
て
の
も
の
は
、
義
務
麗
が
一
定
の
額
の
範
 
 

囲
に
制
限
さ
れ
て
お
り
（
相
続
税
法
三
四
条
）
、
他
の
も
の
と
い
さ
さ
か
異
な
 
 

る
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
こ
の
ほ
か
に
再
評
価
税
の
連
帯
納
税
義
務
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
相
 
 

続
税
、
贈
与
税
に
つ
い
て
の
も
の
と
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
相
続
税
、
贈
 
 

与
税
に
つ
い
て
の
も
の
は
、
「
徴
収
法
基
本
通
達
」
 
（
昭
三
六
二
二
）
 
 

で
は
、
「
連
帯
納
付
責
任
」
と
い
う
文
言
を
用
い
て
い
る
。
 
 

（
2
）
 
前
尾
繁
≡
郎
「
国
税
徴
収
法
の
話
」
昭
二
五
 
四
五
頁
等
。
 
 

（
3
）
 
金
子
一
平
「
租
税
法
の
理
論
」
昭
二
八
 
四
七
頁
、
杉
村
章
三
郎
「
行
 
 

政
法
各
論
」
昭
二
四
一
〇
九
頁
等
。
 
 

3
 
連
帯
納
税
義
務
の
特
質
 
 
 

租
税
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
私
法
上
の
連
帯
債
務
と
 
 

同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
補
充
性
の
あ
る
と
さ
れ
る
租
税
保
証
 
 

債
務
お
よ
び
第
二
次
納
税
義
務
に
比
べ
て
、
租
税
債
権
が
強
化
さ
れ
、
納
税
 
 

二
五
五
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

者
に
と
っ
て
は
責
任
が
過
重
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
弁
済
を
し
た
者
は
、
求
 
 

償
権
を
も
つ
か
ら
そ
の
負
担
は
回
復
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
が
、
も
と
も
と
国
 
 

は
徴
収
し
や
す
い
方
か
ら
徴
収
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
求
償
権
の
行
使
に
よ
 
 

っ
て
満
足
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
絶
対
的
な
保
証
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
 
 

弁
済
を
し
た
者
に
と
っ
て
は
、
結
果
的
に
阻
税
負
担
が
増
加
し
た
こ
と
と
な
 
 

る
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 

4
 
問
題
の
提
起
 
 
 

山
 
道
帯
納
税
義
務
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
租
税
債
権
を
強
化
す
る
反
 
 

面
、
納
税
者
に
と
っ
て
は
、
責
任
が
過
重
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
強
い
制
度
 
 

で
あ
る
。
こ
の
連
帯
納
税
義
務
の
う
ち
で
、
相
続
税
・
贈
与
税
に
つ
い
て
の
 
 

も
の
は
、
相
続
税
・
贈
与
税
が
、
相
続
・
贈
与
に
よ
り
帝
得
し
た
財
産
に
か
 
 

か
る
租
税
で
あ
る
と
い
う
特
殊
性
か
ら
、
連
帯
納
税
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
 
 

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
 

と
規
定
し
て
い
る
こ
と
、
義
務
額
が
一
定
の
籠
に
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
 
 

ど
か
ら
、
こ
の
義
務
の
内
容
・
効
力
そ
の
他
執
行
上
の
手
続
等
に
、
次
の
よ
 
 

ぅ
な
問
題
が
あ
る
。
 
 
 

出
 
違
帯
納
税
義
務
の
内
容
・
効
力
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
四
年
国
税
徴
 
 

二
五
六
 
 
 

収
法
の
改
正
以
来
、
民
浩
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
通
則
法
八
 
 

条
）
の
で
あ
る
が
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
つ
い
て
は
、
そ
 
 

の
義
務
額
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
負
担
部
分
も
な
い
。
し
か
も
納
付
す
べ
き
 
 

ヽ
ヽ
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

籠
に
つ
い
て
「
互
に
連
帯
納
付
の
責
に
任
ず
る
」
な
ど
と
規
定
さ
れ
て
い
る
 
 

と
こ
ろ
か
ら
、
責
任
だ
け
を
負
う
の
か
ま
た
は
債
務
を
伴
う
義
務
な
の
か
、
 
 

民
法
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
の
か
さ
れ
な
い
の
か
、
準
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
 
 

（
1
）
 
 

ど
の
よ
う
に
準
用
さ
れ
る
の
か
に
つ
き
問
題
が
あ
る
。
 
 
 

拗
 
次
に
、
執
行
上
の
問
題
と
し
て
、
 
 
 

イ
 
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
つ
い
て
は
、
実
務
上
の
取
扱
 
 

（
2
）
 
 

い
と
し
て
、
「
納
税
の
告
知
」
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
国
税
 
 

通
則
法
（
以
下
、
「
通
則
法
」
と
称
す
。
）
は
納
税
の
告
知
を
す
べ
き
場
合
を
 
 

列
挙
し
て
お
り
（
通
則
浩
三
六
条
）
、
こ
の
義
務
に
つ
い
て
は
適
用
が
な
い
。
 
 

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
手
続
に
よ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

ロ
 
相
続
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
相
続
人
等
は
被
相
続
人
の
国
税
の
納
付
 
 

義
務
を
承
継
す
る
（
通
則
法
五
条
一
項
）
が
、
相
続
人
等
が
二
人
以
上
あ
る
と
 
 

き
は
、
そ
れ
ら
の
老
は
相
続
税
・
贈
与
税
に
つ
い
て
は
連
帯
納
税
義
務
を
負
 
 

い
（
相
続
税
浩
三
四
条
二
項
）
、
そ
の
他
の
国
税
に
つ
い
て
は
納
付
責
任
を
負
 
 

う
（
通
則
法
五
条
≡
項
）
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
相
続
人
等
 
 
 



が
承
継
し
た
国
税
に
つ
き
、
阻
税
の
種
塀
に
よ
り
、
義
務
者
お
よ
び
義
務
の
 
 

範
囲
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
納
税
者
に
と
っ
て
も
国
に
と
っ
て
も
、
 
 

ま
ぎ
ら
わ
し
い
取
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

ハ
 
相
続
税
・
贈
与
税
の
課
税
財
産
を
無
償
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
譲
受
 
 

人
は
l
定
の
限
度
で
連
帯
納
税
義
務
を
負
う
（
相
続
税
浩
三
四
条
三
項
）
。
一
 
 

方
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
二
次
納
税
義
務
を
負
う
（
徴
収
 
 

浩
三
九
条
）
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
譲
受
人
は
そ
れ
ぞ
れ
要
 
 

件
お
よ
び
義
務
の
範
囲
は
異
な
る
が
、
一
つ
の
譲
受
行
為
に
つ
い
て
、
連
帯
 
 

納
税
義
務
と
第
二
次
納
税
義
務
と
を
負
う
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
義
務
は
 
 

そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
適
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
徴
収
手
続
が
別
々
に
 
 

行
な
わ
れ
る
こ
と
は
、
納
税
者
に
与
え
る
感
触
も
よ
く
な
い
し
、
国
の
徴
収
 
 

手
続
も
ま
た
不
便
で
あ
る
。
 
 
 

因
 
以
下
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
と
り
あ
げ
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
 
 

納
税
義
務
を
中
心
と
し
て
、
ま
ず
、
①
こ
の
義
務
に
関
連
あ
る
制
度
の
現
状
 
 

お
よ
び
沿
革
を
み
、
⑨
こ
の
義
務
の
機
能
お
よ
び
根
拠
を
明
ら
か
に
し
た
う
 
 

え
で
、
③
連
帯
債
務
お
よ
び
保
証
債
務
と
此
放
し
て
、
こ
の
義
務
の
形
態
お
 
 

よ
び
効
力
を
解
明
し
、
最
後
に
、
④
こ
れ
を
基
と
し
て
、
租
税
法
の
体
系
か
 
 

ら
、
こ
の
義
務
の
執
行
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
準
用
さ
れ
る
と
す
る
見
解
（
杉
村
章
三
郎
「
行
政
法
要
義
下
」
昭
三
 
 

六
 
四
八
頁
、
平
尾
照
夫
「
新
国
税
徴
収
法
の
体
系
胃
」
自
治
研
究
三
六
 
 

巻
三
号
昭
三
五
 
六
五
頁
な
ど
）
と
準
用
さ
れ
な
い
と
す
る
見
解
（
志
場
 
 

善
徳
郎
編
「
前
掲
書
」
一
六
七
貢
）
と
が
あ
る
。
 
 

（
2
）
 
「
徴
収
法
基
本
通
達
」
≡
○
条
関
係
〓
二
。
 
 
 

第
二
章
連
帯
納
税
義
務
の
現
状
と
沿
革
 
 
 

第
一
連
帯
納
税
義
務
の
現
状
 
 

1
 
連
帯
納
税
義
務
の
塀
型
 
 
 

出
 
国
税
の
連
帯
納
税
義
務
を
大
別
す
れ
ば
、
①
連
帯
納
税
義
務
者
が
全
 
 

部
給
付
の
義
務
を
負
う
形
態
を
と
る
典
型
的
な
も
の
と
、
④
連
帯
納
税
義
務
 
 

者
の
義
務
額
が
租
税
の
特
殊
性
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
範
囲
に
制
限
さ
れ
 
 

て
い
る
形
態
で
あ
る
も
の
と
に
区
分
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
考
察
す
る
相
続
税
 
 

・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
後
者
の
輝
型
に
属
す
る
。
 
 
 

㈹
 
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
さ
ら
に
、
①
連
帯
納
税
義
務
 
 

者
が
本
来
の
納
税
義
務
親
を
超
え
て
こ
の
義
務
を
負
う
も
の
（
相
続
税
法
三
 
 

四
条
一
撃
一
項
）
と
、
㊤
本
来
、
納
税
義
務
の
な
い
者
が
第
三
者
の
租
税
債
務
 
 

（
1
）
 
 

に
加
入
し
て
こ
の
義
務
を
負
う
も
．
の
（
同
法
三
四
条
三
項
四
項
）
と
が
あ
る
。
 
 

二
五
七
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
宋
川
博
「
民
法
に
お
け
る
特
殊
問
題
の
研
究
二
巻
」
昭
二
一
－
二
貢
 
 

は
、
「
債
務
加
入
と
い
う
概
念
は
、
広
く
他
人
の
債
務
の
存
在
を
前
提
と
 
 

し
て
、
之
に
第
≡
老
が
加
入
す
る
場
合
を
総
称
し
た
も
の
」
と
さ
れ
、
 
 

「
連
帯
債
務
者
と
し
て
併
存
的
に
他
人
の
債
務
に
加
わ
る
場
合
」
も
そ
の
 
 

例
と
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
相
続
税
法
三
四
条
三
項
四
項
の
も
の
は
、
 
 

債
務
加
入
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

．
2
 
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
の
現
状
 
 

（
l
）
 
 
 

相
続
税
・
贈
与
税
の
課
税
状
況
を
み
る
と
、
昭
和
四
〇
年
度
で
は
、
相
続
 
 

税
三
万
六
千
件
∵
贈
与
税
六
万
七
千
件
の
課
税
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
 
 

の
少
な
か
ら
ざ
る
も
の
に
は
、
一
応
連
帯
納
税
義
務
が
随
伴
し
て
い
る
は
ず
 
 

（
2
）
 
 

で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
の
適
用
状
況
を
T
居
0
署
の
例
で
み
る
と
、
僅
か
二
 
 

件
（
課
税
件
数
九
〇
八
件
）
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
滞
納
処
分
の
記
録
に
 
 

ょ
る
と
、
こ
の
義
務
を
負
う
者
に
事
実
上
の
請
求
を
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
 
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
納
税
者
の
自
主
納
付
の
も
の
の
う
ち
に
、
相
続
税
に
つ
い
 
 

て
共
同
相
続
人
の
う
ち
の
一
人
が
、
ま
た
、
贈
与
税
に
つ
い
て
贈
与
者
が
、
 
 

そ
れ
ぞ
れ
納
付
し
て
い
る
例
、
す
な
わ
ち
、
連
帯
納
税
義
務
の
履
行
が
か
な
 
 

り
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 
 

（
注
）
 
 

二
五
八
 
 

（
1
）
 
昭
和
四
〇
年
度
国
税
庁
税
務
統
計
年
報
書
 
 

（
2
）
 
T
局
0
署
の
昭
和
四
〇
年
度
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
に
よ
る
。
 
 

第
二
こ
連
帯
納
税
義
務
制
度
の
沿
革
 
 

1
 
連
帯
納
税
義
務
の
創
設
 
 
 

国
税
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
明
治
三
五
年
に
国
税
徴
収
法
（
以
下
「
徴
収
 
 

法
」
と
称
す
。
）
の
改
正
（
法
律
三
大
号
）
に
よ
り
、
共
有
物
・
共
同
事
業
等
 
 

に
か
か
る
国
税
に
つ
い
て
と
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
れ
よ
り
前
 
 

は
、
こ
れ
ら
の
国
税
に
つ
い
て
も
分
割
原
則
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
分
割
に
 
 

ょ
り
生
ず
る
徴
収
上
の
不
利
不
便
を
避
け
、
徴
収
を
確
保
す
る
た
め
に
連
帯
 
 

納
慧
務
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
こ
れ
は
、
明
治
二
九
年
制
誉
れ
た
民
 
 

法
の
連
帯
債
務
の
概
念
を
導
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 

（
荘
）
 
 

∧
1
）
 
「
明
治
財
政
史
」
五
巻
一
五
八
貢
、
北
村
三
郎
「
実
例
判
例
国
税
徴
収
 
 

手
続
」
大
〓
二
 
五
〇
貢
、
杉
山
宗
六
「
国
税
徴
収
法
精
解
」
昭
二
八
 
 

八
四
頁
。
 
 

2
 
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
の
創
設
 
 
 

田
 
我
国
の
相
続
税
は
、
日
露
戟
役
の
財
政
負
担
の
増
加
に
対
す
る
財
源
 
 

醤
と
し
て
、
明
治
三
八
年
に
創
讐
れ
℃
 
 
 



囲
 
当
時
の
相
続
税
の
課
税
体
系
は
、
遺
産
税
体
系
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
 
 

た
が
、
遺
産
管
理
制
度
の
な
い
我
国
で
は
、
納
税
義
務
者
ほ
相
続
人
と
さ
れ
、
 
 

相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
つ
き
、
相
続
財
産
の
分
封
を
し
て
も
、
相
 
 

続
税
は
、
各
相
続
人
が
連
帯
し
て
納
付
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
相
続
 
 

税
法
規
則
一
四
条
）
。
 
 
 

こ
れ
ほ
、
相
続
財
産
の
分
塾
糾
償
お
い
て
は
、
連
帯
で
あ
る
こ
と
を
当
然
 
 

の
前
苧
窃
碍
雷
産
の
分
割
後
に
お
い
て
も
、
相
続
税
は
分
割
債
務
と
 
 

な
ら
ず
、
連
帯
と
な
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

囲
 
こ
の
は
か
．
に
、
相
続
人
が
課
税
標
準
の
申
告
を
怠
っ
た
と
き
は
、
催
 
 

告
に
関
す
る
費
用
お
よ
び
税
額
の
一
〇
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
徴
収
す
 
 

る
こ
と
七
さ
れ
て
い
た
が
、
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
相
 
 

続
人
は
、
こ
の
徴
収
金
に
つ
き
連
帯
債
務
を
負
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
の
で
 
 

あ
る
（
相
続
税
法
二
二
条
四
項
）
。
 
 

（
江
）
 
 

（
1
）
 
「
明
治
大
正
財
政
史
」
七
巻
二
〇
五
－
二
〓
二
貢
、
桜
井
四
郎
「
相
続
 
 

税
」
昭
三
四
一
七
頁
、
白
崎
浅
蕾
「
最
新
相
続
税
法
解
説
」
昭
四
〇
 
 

九
頁
、
昭
三
二
二
二
「
相
続
税
制
度
改
正
に
関
す
る
税
制
特
別
調
査
会
 
 

答
申
」
二
部
一
五
貫
参
照
。
 
 

（
2
）
 
北
村
三
郎
「
前
掲
書
」
五
〇
貢
は
、
「
共
同
納
税
義
務
は
連
帯
な
り
」
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

3
 
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
の
そ
の
彼
の
経
緯
 
 
 

因
 
北
支
事
変
に
よ
る
増
税
に
基
づ
く
相
続
税
法
の
改
正
 
 
 

イ
 
北
支
事
変
に
よ
る
歳
出
の
膨
脹
に
伴
っ
て
、
昭
和
〓
二
年
に
相
続
税
 
 

（
1
）
 
淡
に
つ
い
て
も
増
税
を
中
心
と
す
る
改
正
が
行
な
わ
れ
た
（
法
律
四
七
号
）
。
 
 
 

ロ
 
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
相
続
人
・
受
贈
者
等
の
納
税
義
務
者
は
、
相
続
 
 

税
祝
を
分
割
し
て
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
相
続
税
法
一
〇
条
 
 

の
三
本
文
）
が
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
相
続
人
は
、
各
納
税
義
務
者
の
納
付
す
べ
 
 

き
相
続
税
旗
に
つ
い
て
連
帯
納
付
の
茸
に
任
ず
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
 
 

（
同
法
一
〇
条
の
三
た
だ
し
書
）
。
 
 
 

ハ
 
こ
れ
は
、
①
相
続
税
は
通
常
相
続
人
が
納
付
し
て
い
る
の
が
実
情
で
 
 

あ
っ
て
、
納
税
義
務
を
分
封
し
て
し
ま
う
こ
と
は
実
情
に
そ
わ
な
い
こ
と
、
 
 

㊥
納
税
義
務
を
分
割
し
て
し
ま
う
と
徴
収
が
不
能
と
な
る
場
合
が
生
ず
る
こ
 
 

と
、
⑨
そ
の
結
果
、
同
一
条
件
の
相
続
人
群
間
の
負
担
の
公
平
を
も
破
る
こ
 
 

（
2
）
 
 

と
に
な
る
こ
と
和
ら
で
あ
っ
て
、
結
局
は
連
帯
納
税
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
 
 

二
五
九
 
 
 

と
さ
れ
、
ま
た
、
杉
村
章
三
郎
「
行
政
法
各
論
」
昭
二
四
一
〇
九
頁
 
 

は
、
「
相
続
財
産
は
共
有
と
な
る
結
果
、
相
続
磯
は
当
然
連
帯
と
な
る
」
 
 

と
さ
れ
て
お
り
、
本
文
の
よ
う
な
考
え
方
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
 
 

る
。
 
 



た
。
 
 

S
 
相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
つ
い
て
ほ
、
納
税
義
務
者
全
員
に
負
わ
 
 

や
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
範
囲
を
拡
張
し
（
そ
の
反
面
、
①
相
続
税
は
相
続
財
 
 

産
を
課
税
物
件
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
④
相
続
税
ほ
相
続
財
産
か
ら
の
 
 

（
4
）
 
 

納
付
を
予
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
財
産
の
価
額
を
こ
え
て
他
人
 
 

へ
5
）
 
 

の
租
税
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
こ
と
、
と
い
う
事
由
で
、
義
務
 
 

額
を
無
限
責
任
か
ら
相
続
に
よ
り
受
け
た
利
益
の
価
額
を
限
度
と
す
る
有
限
 
 

責
任
に
軽
減
し
た
（
相
続
税
法
四
三
条
）
。
 
 
 

回
 
相
続
税
の
補
完
税
と
し
て
贈
与
税
が
創
設
さ
れ
、
贈
与
者
が
納
税
義
 
 

務
者
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
贈
与
税
の
引
当
財
産
の
所
有
者
で
あ
る
受
贈
者
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

に
よ
り
、
相
続
人
の
責
任
を
改
正
前
と
同
一
に
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
 
 

る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

夙
 
民
法
の
改
正
に
基
づ
く
相
続
税
法
の
改
正
 
 
 

イ
 
新
憲
法
の
制
定
に
基
づ
き
民
法
典
の
親
族
編
、
相
続
編
が
改
正
さ
 
 

れ
、
個
人
的
、
共
同
的
、
均
分
的
な
相
続
制
度
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
 
 

の
改
正
に
伴
い
、
相
続
税
法
は
昭
和
二
二
年
に
全
文
改
正
さ
れ
た
（
法
律
八
 
 
 

（
3
）
 
 

七
号
）
。
 
 

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
連
帯
納
税
義
務
も
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
 
 

二
六
〇
 
 

に
対
し
、
贈
与
に
よ
り
受
け
た
利
益
の
価
額
を
限
度
と
し
て
連
帯
納
付
の
責
 
 

を
負
わ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
同
法
四
四
条
）
。
 
 
 

㈲
 
シ
ャ
ー
プ
勧
告
に
基
づ
く
相
続
税
法
の
改
正
 
 
 

イ
 
昭
和
二
四
年
来
日
し
た
シ
ャ
ー
プ
博
士
を
団
長
と
す
る
日
本
税
制
調
 
 

査
の
使
節
団
が
公
表
し
た
「
日
本
税
制
報
告
書
」
に
基
づ
き
、
昭
和
二
五
年
 
 

に
相
続
税
法
の
全
文
改
正
が
行
わ
れ
た
（
法
律
七
三
号
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
 
 

従
来
の
遺
産
税
体
系
の
相
続
税
か
ら
、
遺
産
額
得
税
体
系
か
つ
累
積
課
税
制
 
 

（
6
）
 
度
の
相
続
税
へ
と
一
大
変
革
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

ロ
 
 こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
連
帯
納
税
義
務
も
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
 
 

た
。
 
 
 

S
 
相
続
税
の
課
税
価
額
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
財
産
を
贈
与
、
遺
贈
ま
 
 

た
は
寄
附
行
為
に
よ
っ
て
取
得
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
財
産
に
か
か
る
相
続
 
 

税
に
つ
い
て
、
そ
の
受
け
た
利
益
の
価
礁
に
相
当
す
る
金
籠
を
限
度
と
し
て
、
 
 

連
帯
納
付
の
責
を
負
わ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
相
続
税
準
二
四
条
三
項
）
。
こ
 
 

れ
ほ
、
財
産
が
転
々
移
転
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
相
続
税
が
遺
脱
さ
れ
る
こ
と
 
 

（
7
）
 
 

の
な
い
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
が
と
ら
れ
た
 
 

背
景
に
は
戦
後
に
お
け
る
過
憂
な
税
負
担
か
ら
、
贈
与
形
式
に
よ
る
徴
収
の
 
 

回
避
が
、
か
な
り
潜
在
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
へ
の
反
省
が
あ
る
。
こ
 
 
 



の
こ
と
は
、
翌
年
徴
収
接
が
改
正
さ
れ
、
単
に
相
続
税
だ
け
で
な
く
、
す
べ
 
 

て
の
国
税
に
つ
い
て
、
滞
納
者
の
財
産
を
無
償
に
ま
た
は
著
し
い
低
碩
に
よ
 
 

り
譲
受
け
た
者
に
対
し
て
、
第
二
次
納
税
義
務
を
課
す
る
制
度
が
と
り
入
れ
 
 

ら
れ
た
（
旧
徴
収
法
四
条
ノ
七
）
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

回
 
贈
与
税
（
財
産
の
贈
与
に
か
か
る
相
続
税
）
に
つ
い
て
は
、
受
贈
者
 
 

が
納
税
義
務
者
と
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
財
産
を
贈
与
し
た
者
に
対
し
、
そ
 
 

の
贈
与
財
産
の
価
籠
に
相
当
す
る
金
硯
を
限
度
と
し
て
連
帯
納
付
の
責
を
負
 
 

わ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
相
続
税
浩
三
四
条
四
項
）
。
こ
れ
は
、
シ
ャ
ー
プ
税
 
 

制
報
告
書
に
よ
り
勧
告
さ
れ
た
こ
従
来
璧
者
が
納
税
者
で
あ
っ
て
、
 
 

も
と
も
と
担
税
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
贈
与
者
に
義
務
を
負
 
 

わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

い
 
以
上
の
ほ
か
、
納
税
義
務
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
の
連
帯
納
税
義
 
 

務
は
、
遺
産
額
得
税
体
系
を
と
っ
た
後
も
維
持
し
（
相
続
税
浩
三
四
条
一
 
 

（
9
）
 
 

項
）
、
さ
ら
に
、
納
税
義
務
者
に
つ
き
相
続
が
あ
っ
た
場
合
の
連
帯
納
税
義
務
 
 

が
整
備
さ
れ
た
（
相
続
税
浩
三
四
条
二
項
）
。
 
 
 

回
 
そ
の
後
の
税
制
改
正
に
基
づ
く
相
続
税
法
の
改
正
 
 
 

昭
年
二
八
年
お
よ
び
同
三
三
年
に
相
続
税
法
の
大
幅
な
改
正
が
行
な
わ
れ
 
 

た
が
、
連
帯
納
税
義
務
に
つ
い
て
は
、
変
革
は
さ
れ
ず
単
に
所
要
の
表
現
の
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

改
正
が
さ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
 
 

（
住
）
 
 

（
1
）
 
桜
井
四
郎
「
前
掲
書
」
三
〇
貫
、
白
峰
浅
書
「
前
掲
書
」
一
〇
－
一
一
 
 

貫
。
 
 

（
2
）
 
平
田
敬
一
郎
「
相
続
税
法
講
義
案
」
昭
一
七
 
七
五
頁
。
 
 

（
2
）
 
桜
井
四
郎
「
前
掲
書
」
三
六
貢
、
白
峰
浅
書
「
前
掲
書
」
一
二
頁
、
井
 
 

藤
半
弥
「
地
方
財
政
租
税
の
原
理
」
昭
四
〇
 
四
〇
貫
等
。
 
 

（
4
）
 
白
幡
浅
書
「
前
掲
書
」
一
文
、
泉
莫
之
松
「
相
続
税
・
富
裕
税
の
実
 
 

務
」
昭
二
六
一
貫
。
 
 

人
5
）
．
泉
英
之
松
「
前
掲
書
」
一
八
五
頁
。
 
 

（
6
）
 
桜
井
四
郎
「
前
掲
書
」
四
七
－
五
一
貫
、
白
峰
浅
書
「
前
掲
書
」
 
〓
二
 
 

1
一
四
貢
、
泉
美
之
松
「
前
掲
書
」
二
一
、
二
二
貢
。
 
 

（
7
）
 
泉
美
之
松
「
前
掲
書
」
一
八
五
頁
。
 
 

（
且
 
「
シ
ャ
ー
プ
日
本
税
制
報
告
書
」
第
八
草
・
G
の
十
一
一
五
五
頁
。
 
 

（
9
）
 
泉
美
之
松
「
前
掲
書
」
一
八
五
頁
は
、
「
取
得
課
税
と
な
っ
た
の
で
、
 
 

各
取
得
者
ご
と
に
納
税
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
が
、
相
続
人
又
は
受
遺
著
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
改
正
前
の
相
続
税
の
場
合
と
同
様
に
連
帯
納
 
 

税
義
務
を
負
担
せ
し
め
、
こ
れ
ら
の
者
が
通
謀
し
て
逼
脱
を
図
る
余
地
を
 
 

な
く
せ
し
め
、
租
税
の
確
保
を
因
っ
て
い
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

第
三
章
連
帯
納
税
義
務
の
機
能
と
根
拠
 
 

第
一
連
帯
納
税
義
務
の
棟
能
 
 

二
六
一
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

1
 
租
税
債
権
の
効
力
強
化
機
能
 
 

連
帯
納
税
義
務
は
、
各
自
が
独
立
に
全
部
の
給
付
を
な
す
べ
き
納
税
義
務
 
 

（
1
）
 
 

を
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
多
数
の
納
税
者
の
う
ち
一
人
で
も
資
力
が
 
 

あ
れ
は
、
国
は
、
そ
の
着
か
ら
全
部
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
 
 

ま
た
、
そ
の
者
に
対
し
て
強
制
履
行
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
 
 

こ
と
か
ら
、
租
税
債
権
の
効
力
を
強
化
す
る
機
能
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
。
 
 

（
江
）
 
 

（
1
）
 
前
世
欝
〓
早
2
参
照
。
 
 
 

2
 
租
税
債
権
の
担
保
的
機
能
 
 
 

Ⅲ
 
租
税
は
、
い
わ
ゆ
る
応
能
負
担
の
原
則
に
よ
っ
て
課
す
べ
き
で
あ
る
 
 

と
い
わ
れ
す
な
わ
ち
、
国
民
の
租
税
負
担
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
の
担
 
 

税
能
力
に
相
応
じ
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
 
 

り
、
租
税
債
権
に
個
別
性
が
強
調
さ
れ
る
理
由
も
、
ま
た
こ
こ
に
あ
る
。
 
 
 

出
 
し
た
が
っ
て
、
一
個
の
租
税
浩
律
関
係
か
ら
生
じ
た
多
数
納
税
義
務
 
 

者
の
租
税
債
務
も
、
各
納
税
義
務
者
の
担
税
力
に
応
じ
て
分
翻
さ
れ
る
こ
と
 
 

が
原
則
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
連
帯
納
税
義
務
は
、
こ
の
よ
デ
な
分
割
原
則
 
 

を
破
っ
て
、
連
帯
納
税
義
務
者
に
第
三
者
（
本
来
の
納
税
義
務
者
）
の
租
税
 
 

（
2
）
 
 

債
務
の
履
行
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
、
そ
の
履
行
を
促
が
し
、
 
 

二
六
二
 
 
 

不
履
行
に
そ
な
え
て
、
債
権
の
満
足
を
確
保
す
る
手
段
と
な
る
も
の
で
、
粗
 
 

税
保
証
債
務
と
同
じ
く
担
保
的
機
能
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
。
 
 

（
住
）
 
 

（
1
）
 
須
貝
備
一
「
税
法
講
義
」
昭
二
八
 
六
頁
、
渡
辺
喜
久
造
「
税
の
理
論
 
 

と
実
際
」
昭
三
〇
 
六
五
頁
、
新
井
隆
一
「
財
政
に
お
け
る
憲
法
問
題
」
 
 

昭
四
〇
 
四
〇
頁
。
 
 

（
2
）
 
連
帯
納
税
義
務
者
の
義
務
額
の
う
ち
、
負
担
部
分
を
超
え
る
部
分
が
、
 
 

こ
れ
に
あ
た
る
。
 
 
 

第
二
 
連
帯
納
税
義
務
の
根
拠
 
 

l
 
序
 
 
 

じ
 
連
帯
納
税
義
務
は
、
第
一
で
述
べ
た
よ
う
な
機
能
を
も
つ
か
ら
、
国
 
 

に
と
っ
て
は
、
租
税
債
権
の
確
保
が
図
ら
れ
る
。
そ
の
反
面
、
納
税
者
に
と
 
 

っ
て
は
、
そ
の
負
担
が
過
重
さ
れ
る
。
 
 

（
1
）
 
 
 

囲
 
租
税
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
公
的
欲
求
の
充
足
の
た
め
の
需
要
を
 
 

賄
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
徴
収
の
確
保
が
当
然
の
前
提
と
さ
れ
、
し
た
 
 

が
っ
て
、
連
帯
納
税
義
務
は
、
租
税
の
徴
収
を
確
保
す
る
制
度
と
し
て
肯
定
 
 

さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
租
税
債
権
に
は
優
先
権
（
徴
収
法
八
条
）
と
自
力
執
 
 

行
権
と
が
付
与
さ
れ
、
債
権
自
体
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
連
帯
納
 
 

（
2
）
 
税
義
務
は
、
無
制
限
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 



そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
し
ば
っ
て
、
そ
の
根
 
 

拠
を
み
て
み
ょ
う
。
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
前
出
第
一
章
1
の
囲
。
 
 

（
2
）
 
租
税
法
研
究
会
「
租
税
徴
収
法
研
究
上
」
昭
≡
四
 
〓
二
七
、
〓
二
八
 
 

頁
 
渡
辺
発
言
参
照
。
 
 

2
 
相
続
税
に
つ
い
て
の
共
同
相
続
人
相
互
間
に
お
け
る
連
帯
納
税
義
務
 
 
 

（
相
続
税
涜
三
四
条
一
項
）
 
 
 

吊
 
こ
の
義
務
は
、
相
続
・
遺
贈
に
よ
り
財
産
を
砺
得
し
た
者
に
つ
い
 
 

て
、
共
同
相
続
人
等
が
負
う
も
の
で
あ
り
、
租
税
法
に
裏
い
て
、
多
数
当
事
 
 

者
の
債
権
関
係
を
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

（
1
し
 
 
 

出
 
現
行
相
続
税
の
課
税
体
系
は
、
遺
産
額
得
税
体
系
を
と
っ
て
い
る
か
 
 

ら
、
相
続
税
は
、
課
税
の
面
が
ら
は
、
各
相
続
人
等
に
、
そ
の
担
税
力
に
応
 
 

じ
た
阻
税
の
納
税
義
務
を
負
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
遺
産
額
と
相
 
 

続
人
等
の
数
と
に
よ
守
、
ま
ず
「
相
続
税
の
総
額
」
を
算
出
す
る
と
い
う
方
式
 
 

を
と
っ
て
い
る
の
で
、
各
相
続
人
間
も
同
一
条
件
の
共
同
相
続
人
群
間
も
、
と
 
 

（
2
）
 
 

も
に
公
平
な
負
担
が
因
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
．
徴
収
の
面
か
 
 

ら
ほ
、
各
相
続
人
等
に
各
別
に
納
税
義
務
を
負
わ
せ
る
と
、
共
同
相
続
人
中
 
 

、
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

に
無
資
力
者
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
に
は
、
相
続
税
債
権
の
満
足
が
え
ら
れ
な
 
 

く
な
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
結
果
的
に
遺
産
の
う
ち
、
相
 
 

続
税
と
し
て
徴
収
す
る
部
分
が
少
な
く
な
る
か
ら
、
課
税
の
面
で
は
、
公
平
 
 

な
負
担
が
図
ら
れ
て
も
、
徴
収
（
実
質
的
税
負
担
）
の
面
で
は
、
共
同
相
続
 
 

（
3
）
 
 

人
群
間
の
公
平
が
保
て
な
い
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
相
続
税
の
も
つ
、
富
 
 

（
4
）
 
 

の
偏
在
を
抑
制
す
る
と
い
う
社
会
政
策
的
意
義
が
滅
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
 
 

る
。
 
 

囲
 
遺
産
税
体
系
を
と
る
か
、
遺
産
額
得
税
体
系
を
と
る
か
は
、
ど
ち
ら
 
 

が
社
会
お
よ
び
経
済
の
実
情
に
最
も
適
合
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
 
 

（
5
）
 
 

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
を
と
る
に
し
て
も
、
相
続
税
は
、
相
続
財
産
 
 

、
6
）
 
 

に
対
す
る
課
税
で
あ
り
、
ま
た
、
納
税
義
務
者
も
遺
産
管
理
制
度
の
な
い
我
 
 

国
で
は
、
相
続
人
等
で
あ
る
の
で
、
納
税
義
務
の
形
態
は
同
じ
で
あ
る
と
い
 
 

え
る
。
加
え
て
、
相
続
税
は
、
相
続
財
産
を
税
源
と
し
、
そ
の
財
産
か
ら
の
 
 

納
付
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
引
当
財
産
か
ら
の
納
付
 
 

ま
た
そ
れ
に
対
す
る
執
行
が
で
き
る
と
い
う
形
態
を
と
る
こ
と
が
、
相
続
税
 
 

の
納
税
義
務
の
基
本
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

（
7
）
 
 
 

相
 
次
に
、
相
続
の
実
態
か
ら
み
て
み
る
と
、
そ
の
大
部
分
が
事
実
上
の
 
 

単
独
相
続
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
共
同
相
統
人
の
う
ち
、
実
際
に
財
産
を
取
 
 

二
六
三
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

得
し
た
者
以
外
の
者
は
、
財
産
を
取
得
し
て
い
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 
 

相
続
税
法
五
五
条
等
に
よ
り
、
相
続
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
 
 

よ
う
な
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
大
部
分
は
財
産
を
敢
得
し
た
者
が
一
括
納
 
 

（
8
）
 
 

付
す
る
の
が
実
態
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
者
が
納
付
し
な
い
と
き
に
 
 

は
、
租
税
債
権
の
満
足
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
お
き
る
わ
け
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

囲
 
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
①
相
続
税
を
各
相
続
人
に
分
割
負
担
さ
せ
る
 
 

こ
と
に
よ
っ
て
、
同
一
条
件
の
被
相
続
人
か
ら
財
産
を
軍
得
し
た
共
同
相
続
 
 

人
群
間
の
負
担
の
公
平
が
保
て
な
い
場
合
が
生
ず
る
の
で
、
こ
れ
に
対
す
る
 
 

措
置
を
す
る
要
が
あ
る
こ
と
。
㊥
相
続
税
は
、
相
続
財
産
か
ら
の
納
付
が
予
 
 

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
相
続
財
産
が
そ
の
引
当
財
産
と
み
ら
れ
る
こ
 
 

と
。
◎
現
在
の
相
続
の
実
態
に
合
わ
せ
て
、
相
続
税
を
適
用
す
る
要
が
あ
る
 
 

こ
と
の
諸
点
か
ら
、
共
同
相
続
人
等
に
連
帯
納
税
義
務
を
負
わ
せ
て
い
る
根
 
 

拠
が
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
桜
井
四
郎
「
前
掲
書
」
一
二
頁
、
井
藤
半
弥
「
前
掲
書
」
四
一
貫
参
 
 

照
。
 
 

（
2
）
 
桜
井
四
郎
「
前
掲
書
」
ニ
ー
七
貢
。
 
 

（
3
）
 
鼻
糞
之
松
「
前
掲
書
」
一
八
五
頁
、
青
田
富
士
夫
「
相
続
税
法
」
昭
四
 
 

3
 
相
続
税
・
贈
与
税
に
つ
い
て
の
相
続
に
よ
る
承
継
に
伴
う
共
同
相
続
人
 
 
 

相
互
間
の
連
帯
納
税
義
務
（
相
続
税
浩
三
四
条
二
項
）
 
 
 

如
 
こ
の
義
務
は
、
相
続
の
開
始
が
あ
っ
た
場
合
に
、
被
相
続
人
の
相
続
税
 
 

・
贈
与
税
に
つ
い
て
、
そ
の
共
同
相
続
人
等
が
負
う
も
の
で
あ
り
、
2
と
同
様
 
 

租
税
涜
に
お
い
て
、
多
数
当
事
者
の
債
権
関
係
を
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

夙
 
相
続
の
開
始
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
被
相
続
人
の
租
税
債
務
は
、
相
 
 

続
人
の
相
続
分
に
応
じ
て
分
割
承
継
さ
れ
る
（
通
則
法
五
条
二
項
）
。
相
続
碗
 
 
 

二
六
四
 
 

〇
 
二
〇
三
頁
、
白
崎
浅
書
「
前
掲
書
」
二
〇
二
、
二
二
二
頁
参
照
。
 

（
4
）
 
島
恭
彦
・
林
宗
夫
「
財
政
学
講
座
2
」
昭
三
九
一
≡
五
－
一
四
四
 
 
 

頁
、
木
下
明
「
相
続
」
法
曹
学
講
座
8
 
所
収
 
昭
二
二
 
〓
四
頁
参
 
 

照
。
 
 

（
5
）
 
桜
井
四
郎
「
相
続
税
制
度
に
関
す
る
諸
問
題
」
財
経
詳
報
一
三
二
号
 
 
 

昭
≡
二
 
二
四
貢
。
 
 

（
6
）
 
昭
≡
二
二
二
「
前
掲
答
申
」
第
二
部
 
二
頁
。
 
 

（
7
）
 
川
島
武
宜
編
「
農
家
相
続
と
農
地
」
昭
四
〇
、
私
法
学
会
「
新
法
下
に
 
 
 

お
け
る
相
続
の
実
態
調
査
」
私
法
一
五
号
昭
三
一
四
頁
、
民
商
≡
四
巻
 
 
 

三
号
昭
三
一
二
二
五
貢
以
下
、
同
三
四
巻
五
号
一
五
五
貢
以
下
参
照
。
 
 

（
8
）
 
昭
三
三
二
二
・
八
「
租
税
徴
収
制
度
調
査
会
四
七
回
速
記
録
」
一
五
 
 
 

真
書
国
発
言
、
「
同
」
二
五
頁
我
妻
発
言
、
川
島
武
宜
編
「
前
掲
書
」
≡
 
 
 

七
頁
参
照
。
 
 



・
贈
与
税
は
、
相
続
財
産
ま
た
は
贈
与
財
産
か
ら
の
納
付
を
予
定
さ
れ
る
も
 
 

の
で
あ
る
か
ら
、
相
続
財
産
ま
た
は
贈
与
財
産
が
そ
の
引
き
当
て
と
な
っ
て
 
 

い
る
。
相
続
の
開
始
に
よ
っ
て
こ
の
引
当
財
産
が
、
各
相
続
人
に
分
散
さ
れ
 
 

る
結
果
、
租
税
債
権
の
満
足
が
得
ら
れ
な
い
場
合
が
生
ず
る
。
こ
れ
で
は
、
 
 

共
同
相
続
人
群
間
の
公
平
が
保
て
な
く
な
り
、
ま
た
、
相
続
税
の
も
つ
社
会
 
 

政
策
的
意
義
も
滅
訳
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
債
権
の
徴
収
が
困
難
と
な
る
こ
と
を
 
 

防
止
し
、
租
税
の
公
平
な
負
担
を
図
る
と
い
う
点
に
、
相
続
人
等
に
連
帯
納
 
 

税
義
務
を
負
わ
せ
て
い
る
根
拠
が
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

㈱
 
こ
の
点
に
お
い
て
、
通
則
法
五
条
三
項
に
規
定
す
る
納
付
責
任
と
、
 
 

そ
の
根
拠
を
一
に
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
 
 

4
 
相
続
税
・
贈
与
税
に
つ
い
て
の
相
続
財
産
等
の
受
贈
薯
等
の
連
帯
納
税
 
 
 

義
務
（
相
続
税
浩
三
四
条
三
項
）
 
 
 

U
 
こ
の
義
務
は
、
相
続
・
遺
贈
ま
た
は
贈
与
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
 
 

老
に
か
か
る
相
続
税
・
贈
与
税
に
つ
い
て
、
そ
の
課
税
さ
れ
た
財
産
の
受
贈
 
 

者
・
受
遺
著
等
が
負
う
も
の
で
あ
る
。
本
来
の
納
税
義
務
者
以
外
の
第
三
者
 
 

に
義
務
を
負
わ
せ
る
と
い
う
点
で
、
2
お
よ
び
3
の
義
務
と
異
な
っ
て
い
る
。
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

榊
 
納
税
義
務
者
が
、
相
続
・
遺
贈
ま
た
は
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
 
 

を
、
贈
与
・
遺
贈
等
の
無
償
行
為
に
よ
り
移
転
し
た
場
合
に
は
、
租
税
債
権
 
 

実
現
の
た
め
の
執
行
は
、
納
覗
義
務
者
の
財
産
に
限
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
以
外
 
 

に
財
産
が
な
け
れ
ほ
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
債
権
の
満
足
は
得
ら
れ
な
い
。
 
 

そ
こ
で
、
こ
の
規
定
ほ
、
受
贈
者
等
が
納
税
義
務
者
か
ら
受
け
た
利
益
の
価
 
 

旗
の
一
部
を
返
還
さ
せ
て
、
蘭
税
債
権
の
満
足
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
 
 

（
l
）
 
 

る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
納
税
義
務
者
の
処
分
行
為
に
上
る
執
行
可
能
 
 

財
産
の
減
少
に
伴
い
、
国
が
受
け
る
こ
と
と
な
る
不
利
益
を
回
避
し
ょ
う
と
 
 

す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

囲
 
こ
の
点
に
お
い
て
、
無
償
ま
た
は
著
し
い
低
額
の
財
産
の
譲
受
人
等
 
 

の
第
二
次
納
税
義
務
（
徴
収
浩
三
九
条
）
と
、
そ
の
根
拠
を
一
に
す
る
も
の
 
 

と
い
え
よ
う
。
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
泉
英
之
松
「
前
掲
書
」
一
八
五
頁
、
松
村
富
之
助
「
相
続
税
法
」
昭
≡
 
 

四
 
二
四
五
頁
も
本
文
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

5
 
贈
与
税
に
つ
い
て
の
贈
与
者
の
連
帯
納
税
義
務
（
相
続
税
浩
三
四
条
四
 
 
 

項
）
 
 
 

如
 
こ
の
義
務
は
、
贈
与
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
者
に
か
か
る
贈
与
税
 
 

二
六
五
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

に
つ
い
て
、
そ
の
財
産
の
贈
与
者
が
負
う
も
の
で
あ
る
。
本
来
の
納
税
義
務
者
 
 

以
外
の
第
三
者
に
義
務
を
負
わ
せ
る
と
い
う
点
で
、
4
の
義
務
と
似
て
い
る
。
 
 
 

倒
 
沿
革
か
ら
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
の
改
正
前
は
、
贈
与
者
を
納
税
義
 
 

務
者
と
し
、
受
贈
者
に
ほ
連
帯
納
税
義
務
を
負
わ
せ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
 
 

贈
与
者
を
納
税
義
務
者
と
し
た
の
は
、
遺
産
税
体
系
に
よ
る
課
税
を
前
提
と
 
 

し
、
贈
与
に
つ
い
て
の
担
税
力
の
測
定
は
、
遺
産
に
つ
い
て
求
め
る
べ
き
で
 
 

へ
1
）
 
 

あ
る
と
の
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
面
か
ら
み
れ
ば
贈
与
 
 

者
も
担
税
力
が
為
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
贈
 
 

与
税
は
、
贈
与
者
と
受
贈
者
と
の
共
同
納
税
義
務
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
 
 

（
2
）
 
 

で
き
る
。
 
 

囲
 
贈
与
税
は
、
贈
与
形
式
に
よ
る
相
続
税
負
担
の
回
避
の
防
止
を
図
る
 
 

（
3
）
 
 

補
完
税
で
あ
る
。
受
贈
者
が
無
資
力
等
た
め
に
受
贈
財
産
を
費
消
し
た
り
す
 
 

る
と
、
贈
与
税
の
満
足
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
補
完
税
 
 

と
し
て
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
ず
、
公
平
な
負
担
が
保
て
な
い
こ
と
と
な
る
。
 
 

（
4
）
 
 
 

何
 
次
に
、
贈
与
の
実
態
か
ら
み
る
と
、
子
と
か
妻
と
い
う
よ
う
な
無
資
 
 

力
老
へ
の
贈
与
が
大
部
分
（
六
〇
・
三
％
）
を
占
め
、
何
で
述
べ
た
よ
う
な
 
 

可
能
性
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

囲
 
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
①
贈
与
税
は
、
贈
与
者
・
受
贈
者
の
共
同
納
 
 

二
六
六
 
 

税
義
務
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
④
贈
与
税
の
満
足
が
得
ら
れ
な
い
の
 
 

で
は
、
補
完
税
と
し
て
の
意
義
が
失
わ
れ
る
こ
と
。
③
贈
与
の
実
態
か
ら
み
 
 

て
、
受
贈
者
だ
け
を
納
税
義
務
者
と
し
た
の
で
は
、
債
権
の
満
足
が
得
ら
れ
 
 

な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
、
の
諸
点
か
ら
、
贈
与
者
に
連
帯
納
税
義
務
を
色
ぁ
 
 

せ
て
い
る
根
拠
が
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
桜
井
四
郎
「
前
掲
書
」
′
八
六
頁
。
 
 

（
2
）
 
現
行
租
税
法
は
、
こ
の
場
合
の
実
質
的
な
税
負
担
者
を
受
贈
者
に
し
た
 
 

も
の
と
い
え
る
。
な
お
、
昭
三
二
二
二
「
前
掲
答
申
」
第
二
部
七
一
貢
 
 

参
照
。
 
 

（
3
）
 
井
藤
半
弥
「
前
掲
書
」
一
≡
三
頁
。
 
 

（
4
）
 
T
局
0
署
に
お
け
る
昭
和
四
〇
年
度
の
贈
与
税
申
告
書
に
基
づ
く
実
態
 
 

調
査
に
よ
る
。
 
 

第
四
章
 
連
宙
納
税
義
務
の
法
的
性
質
 
 

と
効
力
 
 

第
一
序
 
 
 

租
税
は
、
こ
れ
を
納
め
る
着
か
ら
み
る
と
、
一
定
額
の
金
銭
を
給
付
す
る
 
 

義
務
で
あ
り
、
徴
収
す
る
着
か
ら
み
る
と
、
一
定
碩
の
金
銭
を
給
付
さ
せ
る
 
 
 



（
1
）
 
 

権
利
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
金
銭
債
権
債
務
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
 
 

私
法
上
の
債
権
債
務
と
共
通
性
を
有
し
て
い
る
が
、
租
税
関
係
は
、
公
綾
上
 
 

の
法
律
関
係
で
あ
る
か
ら
、
公
法
上
の
債
権
債
務
と
し
て
の
特
殊
性
を
も
っ
 
 

（
2
）
 
 

て
い
る
。
 
 
 

多
数
当
事
者
の
債
権
関
係
を
規
律
す
る
民
法
の
規
定
は
、
債
権
を
通
ず
る
 
 

（
3
）
 
 

一
般
原
理
を
規
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
一
般
原
理
を
 
 

（
4
）
 
 

定
め
た
規
定
は
、
公
法
関
係
に
も
あ
て
は
ま
る
が
、
－
こ
れ
ら
の
私
法
規
定
が
 
 

そ
の
ま
ゝ
の
内
容
で
あ
て
は
ま
る
か
は
問
題
で
あ
っ
て
、
公
法
関
係
の
特
殊
 
 

性
を
考
慮
し
て
、
そ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
限
界
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

（
5
）
 
 

い
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

連
帯
納
税
義
務
は
、
前
途
（
第
二
章
・
第
二
）
し
た
よ
う
に
、
沿
革
的
に
 
 

は
、
私
法
上
の
「
連
帯
債
務
」
の
概
念
を
導
入
し
た
も
の
と
考
ら
れ
る
点
か
 
 

ら
み
て
、
そ
の
基
盤
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
 
 

一
般
的
に
は
、
連
帯
債
務
に
関
す
る
幾
層
は
、
連
帯
納
税
義
務
に
も
あ
て
は
 
 

ま
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
は
 
 

前
述
（
第
三
章
）
し
た
よ
う
に
、
そ
の
存
在
に
つ
き
、
合
理
的
根
拠
を
も
っ
 
 

て
い
る
が
、
各
義
務
者
の
義
務
碩
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
「
互
に
連
帯
」
、
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
「
連
帯
納
付
の
責
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
法
的
性
質
・
形
 
 

相
統
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
閲
す
一
る
一
考
察
 
 

態
（
内
容
）
・
効
力
（
特
竺
人
に
つ
い
て
生
じ
た
事
由
の
効
力
）
が
ど
の
 
 

よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
こ
の
「
連
帯
」
 
 

の
法
的
性
質
を
連
帯
債
務
と
の
比
較
に
お
い
て
み
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
保
 
 

証
債
務
と
も
比
放
し
た
う
え
、
「
違
背
納
付
の
貴
」
の
形
態
（
内
容
）
・
効
 
 

力
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

（
注
）
 
 

（
l
）
 
杉
村
章
三
郎
「
行
政
法
要
義
下
」
昭
三
六
 
三
七
頁
、
平
尾
照
夫
「
新
 
 

国
税
徴
収
法
体
系
」
自
治
研
究
≡
六
巻
三
号
昭
三
五
 
五
九
、
六
〇
頁
 
 

須
貝
傭
一
「
税
法
講
義
」
昭
；
八
 
六
、
五
五
頁
等
。
 
 

（
2
）
 
田
中
二
郎
「
行
政
法
総
論
」
昭
三
1
一
二
三
三
貫
、
須
貝
修
一
「
前
掲
 
 

書
」
五
五
支
、
川
西
誠
「
公
法
に
お
け
る
私
法
規
定
の
適
用
」
公
法
研
究
 
 

忘
号
昭
三
二
一
〇
七
、
一
〇
八
頁
、
田
中
二
郎
「
租
税
法
」
 
〓
二
 
 

四
、
一
三
五
頁
等
。
 
 

（
3
）
 
大
正
三
・
一
〇
二
元
大
審
院
判
（
民
録
二
〇
輯
八
三
四
頁
）
参
照
。
 
 

（
4
）
 
田
中
二
郎
「
行
政
法
総
論
」
二
≡
○
、
二
三
一
考
 
 

（
5
）
 
原
竜
之
助
「
公
法
関
係
に
お
け
る
私
法
規
定
の
適
用
」
恒
藤
先
生
古
稀
 
 

記
念
論
文
集
所
収
二
五
九
－
二
六
六
頁
、
川
西
誠
「
前
掲
」
一
〇
九
、
一
 
 

一
〇
頁
、
遠
藤
誠
「
公
法
の
私
法
化
に
つ
い
て
」
判
例
タ
イ
ム
ス
一
〇
三
 
 

号
昭
三
五
 
l
五
貫
以
下
、
須
貝
條
一
「
租
税
法
律
関
係
の
特
色
」
別
冊
 
 

ジ
ュ
リ
ス
ト
法
学
教
皇
六
号
昭
三
八
 
六
九
葛
 
 
 

第
二
 
成
立
お
よ
び
機
能
に
お
け
る
連
帯
債
務
と
の
差
異
 
 

1
 
成
立
に
お
け
る
差
異
 
 

二
六
七
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

川
 
連
帯
債
務
の
成
立
 
 
 

連
帯
債
務
は
、
法
律
行
為
ま
た
は
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
こ
 
 

の
う
ち
、
法
律
の
親
定
に
よ
る
連
帯
債
務
は
、
民
法
・
商
法
に
規
定
さ
れ
て
 
 

（
l
）
 
 

い
る
と
こ
ろ
で
、
次
の
三
つ
の
類
型
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

①
共
同
の
責
任
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
行
動
を
慎
重
に
さ
せ
 
 

る
と
ょ
も
に
、
債
権
者
の
保
護
を
図
る
た
め
に
連
帯
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
も
 
 

の
り
㊥
本
来
の
債
務
者
の
意
思
を
推
定
し
て
連
帯
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
・
。
 
 

③
本
来
の
債
務
者
の
履
行
ま
た
は
資
力
を
担
保
す
る
た
め
に
連
帯
を
生
じ
さ
 
 

せ
て
い
る
も
の
。
 
 

出
 
違
滞
納
税
義
務
の
成
立
 
 
 

連
帯
納
税
義
務
は
、
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
そ
し
て
、
租
税
 
 

法
律
主
義
は
、
租
税
の
根
拠
を
法
律
で
定
め
る
こ
と
の
は
か
、
課
税
要
件
の
 
 

（
2
）
 
 

す
べ
て
を
租
税
法
で
定
め
る
と
い
う
原
則
で
あ
る
か
ら
、
私
的
自
治
の
原
則
 
 

に
基
づ
く
契
約
に
よ
る
連
帯
納
税
義
務
が
成
立
す
る
余
地
は
な
い
。
 
 
 

刷
 
こ
の
よ
う
に
、
連
帯
納
税
義
務
は
、
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
成
立
す
 
 

る
点
に
お
い
て
、
法
律
の
規
定
に
よ
る
連
帯
債
務
と
共
通
性
を
も
っ
て
い
 
 

る
。
そ
し
て
、
後
述
す
る
機
能
か
ら
み
て
、
前
途
し
た
塀
型
に
し
た
が
え
 
 

ば
、
餌
の
③
の
担
保
の
た
め
の
連
帯
に
属
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
 
 

二
六
八
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
横
田
秀
雄
「
多
数
当
事
者
の
債
権
に
つ
い
て
」
日
本
法
改
新
誌
二
〇
巻
 
 

六
号
大
一
二
 
〓
四
頁
、
「
現
代
外
国
沃
典
叢
書
フ
ラ
ソ
ス
民
法
（
Ⅲ
）
」
 
 

昭
三
一
一
五
「
一
五
二
貢
。
 
 

（
2
）
 
忠
佐
市
「
全
訂
租
税
法
入
門
」
昭
≡
三
一
八
草
租
税
法
研
究
会
 
 

「
租
税
法
総
論
」
三
〇
真
田
中
墾
一
一
口
、
法
学
協
会
「
注
釈
日
本
国
憲
法
 
 

（
下
2
）
」
昭
二
八
一
二
六
八
頁
等
。
 
 
 

2
 
機
能
に
お
け
る
差
異
 
 
 

出
 
違
帯
債
務
の
機
能
 
 
 

イ
 
連
帯
債
務
は
、
債
権
者
が
各
債
務
者
に
対
し
て
、
給
付
の
全
部
を
請
 
 

求
す
る
権
利
を
有
し
て
．
い
る
か
ら
、
多
数
の
債
務
者
の
う
ち
の
一
人
に
資
力
 
 

が
あ
れ
ば
、
債
権
者
は
そ
の
着
か
ら
全
部
の
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
 
 

（
l
）
 
 

る
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
の
効
力
を
強
化
す
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
 
 
 

ロ
 
こ
れ
を
分
割
債
務
に
比
べ
る
と
、
各
人
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
全
員
 
 

（
2
）
 
 

が
担
保
し
た
よ
う
な
形
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
連
帯
債
務
に
よ
っ
て
、
 
 

債
権
の
弁
済
の
引
き
当
て
と
な
る
責
任
財
産
の
範
囲
は
、
す
べ
て
の
債
務
者
 
 

に
帰
属
す
る
一
般
財
産
に
拡
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
債
権
担
保
の
作
 
 

用
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
。
 
 
 

出
 
違
帯
納
税
義
務
の
機
能
 
 
 



イ
 
連
帯
納
税
義
務
は
、
ム
別
途
し
た
よ
う
に
、
租
税
債
権
の
効
力
を
強
化
 
 

す
る
機
能
を
も
ち
、
他
人
の
租
税
債
務
の
履
行
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
と
な
 
 

る
と
い
う
意
味
で
、
担
保
的
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
 
 
 

ロ
 
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
契
約
に
よ
る
連
帯
債
務
に
 
 

お
い
て
、
た
と
え
ば
、
乙
が
甲
に
対
し
て
債
務
を
負
担
し
た
後
に
、
丙
が
別
 
 

の
契
約
に
よ
り
乙
と
連
帯
債
務
を
免
租
す
る
場
合
に
嬢
似
し
て
い
る
。
そ
の
 
 

理
由
は
、
本
来
の
納
税
義
務
者
は
、
相
続
税
浩
一
〇
条
か
ら
二
〇
条
ま
で
の
 
 

規
定
に
よ
り
計
算
し
た
領
の
納
税
義
務
を
各
自
が
負
担
す
る
。
そ
し
て
、
こ
 
 

の
納
税
義
務
に
つ
い
て
、
相
続
人
等
が
、
相
続
税
浩
三
四
条
の
規
定
に
よ
り
 
 

連
帯
納
税
義
務
を
負
担
す
る
と
い
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
こ
の
関
係
は
、
前
 
 

記
の
例
に
額
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
連
帯
納
税
義
務
は
、
本
来
の
納
税
義
務
者
の
租
税
債
務
の
存
 
 

在
を
前
提
と
し
て
成
立
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
本
来
の
納
税
義
務
 
 

者
の
租
税
債
務
と
同
一
（
も
っ
と
も
、
義
務
硯
が
制
限
さ
れ
て
は
い
る
。
）
の
 
 

租
税
債
務
を
負
担
し
、
本
来
の
納
税
義
務
者
の
租
税
債
務
が
履
行
さ
れ
な
い
 
 

場
合
に
、
こ
れ
に
代
っ
て
履
行
す
る
義
務
を
負
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
 
 

（
3
）
 
 

点
で
「
保
証
」
と
し
て
の
実
質
を
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

囲
 
こ
の
よ
う
に
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
担
保
的
磯
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

第
三
 
相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
の
法
的
性
質
 
 

1
 
連
帯
債
務
と
の
比
軟
か
ら
み
た
法
的
性
質
 
 
 

旧
 
道
市
債
務
の
浩
的
性
質
 
 

能
が
強
く
「
保
証
責
任
」
の
実
質
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
 
 

て
、
こ
の
義
務
は
、
実
質
は
「
保
証
」
で
あ
る
が
、
法
形
式
と
し
て
は
「
連
 
 

帯
」
を
と
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
 
 
 

（  √‾＼  （  ．′‾ヽ  

3 2 1注   
）   ＼＿′ ＼ノ   ）   

我
妻
栄
「
新
訂
債
権
総
論
」
昭
四
〇
 
三
七
七
貫
。
 
 
 

加
藤
一
郎
「
連
帯
債
務
」
時
の
法
令
二
五
五
号
五
九
貢
。
 
 
 

法
律
の
洗
定
に
よ
る
連
帯
債
務
の
う
ち
、
本
来
の
債
務
者
の
履
行
ま
た
 
 

ほ
資
力
を
担
保
す
る
目
的
を
有
す
る
も
の
は
、
保
証
責
任
の
実
質
を
有
す
 
 

る
と
さ
れ
て
い
る
（
我
妻
栄
「
前
掲
書
」
四
五
四
頁
）
。
ま
た
、
昭
一
二
・
 
 

一
一
二
大
審
院
判
決
は
、
「
他
人
の
金
借
に
付
人
的
担
保
を
為
す
方
法
 
 

は
必
ら
ず
し
も
保
証
契
約
を
締
結
す
る
一
途
に
限
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
真
 
 

実
の
借
主
と
連
帯
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
て
も
亦
同
一
の
目
的
を
 
 

達
す
る
こ
と
を
得
べ
し
」
と
判
示
し
て
お
り
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
な
連
 
 

帯
債
務
の
場
合
や
、
銀
行
取
引
で
、
担
保
と
し
て
連
帯
債
務
を
負
担
さ
せ
 
 

る
場
合
（
「
連
帯
債
務
か
連
帯
保
証
か
」
金
融
法
務
事
情
二
〇
二
号
昭
三
 
 

讐
は
、
「
保
証
」
と
し
て
の
実
質
を
有
し
て
い
る
と
小
え
よ
う
。
な
 
 

お
、
我
妻
栄
「
前
掲
書
」
四
〇
五
頁
等
は
、
「
保
証
の
意
味
で
連
帯
債
務
 
 

者
と
な
る
者
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
 
 

二
六
九
 
 
 



三
 
億
務
礁
の
異
な
る
連
帯
債
務
の
例
 
 
 

上
告
人
Ⅹ
が
金
額
二
千
円
、
利
率
月
一
分
五
厘
の
消
費
貸
借
に
つ
い
て
、
 
 

連
帯
債
務
者
と
な
る
こ
と
を
承
諾
し
て
い
た
の
に
、
他
の
連
帯
債
務
者
（
実
 
 

質
上
の
借
主
）
A
が
二
千
六
雷
門
を
月
二
分
で
被
上
告
人
Y
か
ら
借
り
入
れ
 
 

た
例
で
あ
る
。
大
審
院
は
、
「
…
債
務
の
目
的
が
金
銭
な
る
と
き
は
其
債
務
 
 

は
可
分
的
の
も
の
な
る
が
故
に
債
務
は
単
一
な
り
と
す
る
も
連
帯
債
務
の
責
 
 

任
の
限
度
は
債
務
者
に
依
り
異
な
る
こ
と
あ
り
得
べ
き
は
当
然
と
す
…
」
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

へ
1
）
 
 
 

連
帯
債
務
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
ほ
、
学
説
ぶ
区
々
に
わ
た
っ
て
い
る
 
 

が
、
通
説
に
し
た
が
い
、
連
帯
納
税
義
務
と
対
比
し
て
み
よ
う
。
 
 

（
2
）
 
 
 

イ
 
独
立
し
た
複
琴
の
債
務
で
あ
る
。
現
在
で
は
通
説
で
あ
り
、
判
例
も
 
 

（
3
）
 
 

こ
の
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
各
債
務
者
の
債
務
は
態
様
を
異
に
す
る
こ
せ
が
 
 

（
4
）
 
で
き
る
。
そ
し
て
、
各
債
務
の
間
に
は
主
従
の
別
が
な
い
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
連
帯
債
務
者
の
債
務
額
が
不
同
で
あ
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
 
 

か
。
こ
の
疑
問
は
、
義
務
額
の
制
限
さ
れ
た
形
態
の
連
帯
納
税
義
務
に
閑
適
 
 

す
る
。
旧
民
法
債
権
担
保
編
虹
は
、
不
均
一
の
負
担
で
も
成
立
す
る
と
す
る
 
 

（
5
）
 
 

規
定
が
あ
っ
た
が
、
現
行
民
法
に
は
こ
の
よ
う
な
規
定
は
な
い
。
連
帯
債
務
 
 

は
、
各
債
務
者
が
庶
務
全
硯
に
つ
き
負
担
す
る
の
が
通
常
で
 
 

額
が
不
同
と
な
る
連
帯
債
務
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
 
 

るっあ（し  
7
）
 
 

6
）
 
 
 

る
が
、
債
務
 
 

二
七
〇
 
 

へ
8
）
 
 

（
片
か
な
を
平
か
な
に
な
お
し
た
。
以
下
同
じ
。
）
と
判
示
し
た
。
こ
の
判
 
 

例
は
、
債
務
額
が
異
な
っ
て
も
連
帯
債
務
の
成
立
を
妨
げ
な
い
と
し
た
も
の
 
 

（
9
）
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

伺
 
連
帯
債
務
の
共
同
相
続
の
例
 
 
 

連
帯
債
務
者
の
一
人
が
死
亡
し
そ
の
相
続
人
が
数
人
あ
る
場
合
に
、
最
高
 
 

裁
は
、
「
…
各
債
務
者
は
、
債
権
の
確
保
及
び
満
足
と
い
ぅ
共
同
の
目
的
を
 
 

達
す
る
手
段
と
し
て
相
互
に
関
連
結
合
し
て
い
る
が
、
な
お
可
分
な
る
こ
と
 
 

通
常
の
金
銭
債
務
と
同
様
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
債
務
者
が
死
亡
し
相
続
人
 
 

数
人
あ
る
場
合
に
、
被
相
続
人
の
金
銭
債
務
そ
の
他
の
可
分
債
務
は
法
停
止
 
 

当
然
に
分
割
さ
れ
、
各
共
同
相
続
人
が
そ
の
相
続
分
に
応
じ
て
こ
れ
を
承
継
 
 

す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
…
そ
の
相
続
人
ら
は
、
被
相
続
人
の
債
 
 

務
の
分
割
さ
れ
た
も
の
を
承
継
し
、
各
自
そ
の
承
継
し
た
範
囲
に
お
い
て
、
 
 

本
来
の
債
務
者
と
と
も
に
連
帯
債
務
者
と
な
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
 
 

（
1
0
）
 
 
 
（
n
）
 
 

る
。
」
と
判
示
し
て
い
る
。
 
 
 

㈹
 
商
行
為
を
業
と
す
る
組
合
の
加
入
組
合
員
の
例
 
 
 

商
行
為
を
業
と
す
る
組
合
に
新
た
に
加
入
し
た
組
合
員
の
責
任
に
閲
し
、
 
 

下
級
審
に
お
け
る
判
決
で
は
、
「
…
賃
料
債
務
は
商
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
 
 

も
の
で
あ
る
の
で
、
被
控
訴
人
Ⅹ
（
組
合
加
入
者
）
は
組
合
に
加
入
し
た
時
 
 
 



よ
り
以
前
に
生
じ
た
る
賃
料
債
務
に
つ
い
て
は
、
加
入
に
よ
っ
て
帝
得
し
た
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

組
合
持
分
の
価
額
を
限
度
と
し
、
B
・
C
（
組
合
員
）
と
各
自
連
帯
し
」
と
 
 
 

（
1
2
）
 
 
 
（
1
3
）
 
 

判
示
し
て
い
る
。
 
 
 

H
 
連
帯
債
務
額
の
一
部
免
除
の
例
 
 
 

債
権
者
が
連
帯
債
務
者
の
一
人
に
対
し
て
、
そ
の
債
務
を
免
除
し
た
と
き
 
 

は
、
そ
の
債
務
者
の
負
担
部
分
に
つ
き
、
他
の
債
務
者
も
債
務
を
免
れ
る
（
民
 
 

法
四
三
七
条
）
二
部
免
除
を
し
た
と
き
も
絶
対
的
効
力
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
 
 

へ
1
4
）
 
 

る
か
ら
、
一
部
免
除
を
受
け
た
後
に
お
い
て
は
、
一
部
免
除
を
受
け
た
債
務
者
 
 

と
他
の
債
務
者
と
は
、
そ
の
債
務
額
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
み
た
よ
う
に
、
判
例
は
、
連
帯
債
務
者
の
債
務
額
は
、
異
な
っ
て
も
よ
 
 

い
と
と
を
前
提
と
し
た
判
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
連
帯
債
務
は
、
債
務
者
各
 
 

自
単
独
で
全
部
給
付
義
務
を
負
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
外
的
に
、
債
権
者
の
 
 

満
足
が
強
力
に
保
証
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
特
質
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
債
務
 
 

額
の
一
部
し
か
連
帯
し
な
い
と
い
う
債
務
．
に
反
対
の
見
解
を
一
不
す
も
の
も
あ
 
 

（
1
5
）
 
 

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
、
連
帯
債
務
ほ
、
独
立
し
た
数
個
の
債
務
で
 
 

（
1
6
）
 
 

あ
る
か
ら
、
「
債
務
の
額
が
不
同
で
も
妨
げ
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
 
 

し
た
が
っ
て
、
各
債
務
者
の
債
務
額
が
異
な
つ
て
も
、
な
お
連
帯
債
務
は
成
 
 

立
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
連
帯
債
務
の
全
部
給
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

付
義
務
性
か
ら
、
債
務
額
の
等
し
い
範
囲
で
連
帯
関
係
が
あ
る
と
み
る
べ
き
 
 

（
1
7
）
 
 

で
あ
ろ
う
。
 
 

ニ
各
債
務
者
の
債
務
は
、
主
観
的
に
も
共
同
の
目
的
を
も
っ
て
連
結
し
 
 

（
2
0
）
 
 

て
い
る
。
 
 
 

側
 
道
帯
納
税
義
務
の
法
的
性
質
 
 
 

イ
 
連
帯
納
税
義
務
者
は
、
租
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
各
自
独
立
に
納
税
 
 

義
務
を
負
う
も
の
で
あ
る
（
例
え
ば
、
相
続
税
法
三
四
条
、
登
録
免
許
税
浩
 
 

三
条
、
印
紙
税
法
三
条
参
照
）
。
ま
た
、
連
帯
納
税
義
務
者
が
災
害
を
受
け
る
 
 

等
一
定
の
事
実
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
個
別
に
納
税
を
猶
予
さ
れ
る
（
通
 
 

則
法
四
六
条
）
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
連
帯
納
税
義
務
は
連
帯
債
務
と
同
様
 
 

に
、
独
立
し
た
複
数
の
債
務
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
義
務
額
の
制
限
さ
れ
た
形
態
の
 
 

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
相
続
財
産
ま
た
は
贈
与
財
産
の
価
領
を
超
え
て
他
 
 

人
の
相
続
税
・
贈
与
税
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
、
租
税
の
応
能
 
 

負
担
の
原
則
に
も
反
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
租
税
の
特
殊
性
を
考
慮
し
 
 

二
七
一
 
 
 

ロ
 
 
 
 
 
 
 
ヽ
 
ノ
 
 

（
1
9
）
 
 
る
。
 
 

（
1
8
）
 
各
債
務
者
の
債
務
は
、
全
部
の
給
付
を
内
容
と
す
る
。
 
 

債
務
者
の
誰
れ
か
一
人
の
給
付
が
あ
れ
ば
、
全
部
の
債
務
は
消
滅
す
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

（
2
1
）
 
 

て
、
そ
の
義
務
額
を
一
定
額
に
軽
減
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
全
 
 

部
給
付
義
務
を
負
う
べ
き
連
帯
納
税
義
務
額
の
一
部
を
、
法
律
の
規
定
に
よ
 
 

り
免
除
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
 
 

連
帯
債
務
者
の
債
務
舐
の
異
な
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
 
 

ら
、
こ
れ
を
法
律
の
規
定
に
よ
る
租
税
債
務
の
一
部
免
除
と
み
れ
ば
、
特
異
 
 

な
も
の
で
は
な
い
。
 
 
 

ロ
 
各
連
帯
納
税
義
務
者
は
、
租
税
法
に
定
め
る
租
税
債
務
の
全
部
を
履
 
 

行
す
べ
き
義
務
を
負
う
も
の
で
あ
る
。
租
税
債
務
は
、
金
鏡
債
務
で
あ
っ
て
 
 

可
分
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
帯
債
務
と
同
様
に
分
割
債
務
と
な
ら
な
 
 

い
で
、
全
部
の
給
付
を
履
行
す
べ
き
義
務
を
負
う
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
る
 
 

と
い
え
よ
う
。
 
 
 

ハ
 
納
税
義
務
者
の
相
続
税
に
つ
き
、
連
帯
納
税
義
務
を
負
わ
せ
る
と
い
 
 

う
こ
と
は
、
そ
の
相
続
税
債
権
の
履
行
を
確
保
し
、
そ
の
満
足
を
得
る
と
い
 
 

う
単
一
の
目
的
を
達
す
る
手
段
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
連
帯
納
税
義
 
 

務
者
の
誰
か
一
人
の
全
部
給
付
が
あ
れ
ほ
、
全
部
の
債
務
は
消
滅
す
る
。
 
 

ニ
連
帯
納
税
義
務
は
、
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
 
 

か
ら
、
契
約
賢
る
焉
債
務
の
よ
う
に
、
「
頼
み
警
れ
て
い
う
よ
 
 

う
な
関
係
は
な
い
。
し
か
し
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
つ
い
 
 

l
一
七
二
 
 
 

て
み
る
と
、
相
続
税
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
相
続
財
産
が
そ
の
引
き
当
て
 
 

に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
か
ら
、
引
当
財
産
を
寂
得
し
た
共
同
相
続
人
間
に
 
 

は
、
引
当
財
産
か
ら
履
行
す
る
と
い
う
結
合
関
係
妻
剛
提
と
さ
れ
て
い
る
と
 
 

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
贈
与
は
、
我
国
に
お
い
て
は
次
三
男
に
対
す
る
財
産
 
 

（
2
3
）
 
 

分
与
、
国
民
相
互
の
贈
答
と
い
う
も
の
が
主
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
T
 
 

（
2
4
）
 
 

局
0
署
の
例
に
よ
る
と
、
親
族
関
係
者
に
対
す
る
贈
与
が
、
九
二
・
二
％
も
 
 

占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
共
同
相
続
人
間
ま
た
は
贈
与
者
お
よ
 
 

び
受
贈
者
間
に
は
、
緊
哲
な
人
的
結
合
関
係
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
 
 

（
2
5
）
 
 

う
な
人
的
結
合
関
係
に
基
づ
い
て
、
法
律
に
よ
る
擬
制
で
は
あ
る
が
、
こ
の
 
 

義
務
は
主
観
的
な
共
同
目
的
に
よ
っ
て
連
絡
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

㈹
 
以
上
、
考
察
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
 
 

務
に
お
け
る
「
連
帯
」
ほ
、
連
帯
債
務
と
そ
の
法
的
性
質
に
お
い
て
共
通
性
 
 

を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
於
保
不
二
雄
「
債
権
総
論
」
昭
三
四
 
二
〇
〇
貫
。
 
 

（
2
）
 
我
妻
栄
「
前
掲
書
」
四
〇
四
頁
、
於
保
不
二
雄
「
前
掲
書
」
一
九
九
 
 

頁
、
柚
木
馨
「
判
例
債
権
法
総
論
下
」
 
昭
二
七
一
八
頁
、
勝
本
正
晃
 
 

「
債
権
総
論
中
」
昭
九
一
〇
五
頁
等
。
債
務
単
一
説
を
と
る
も
の
と
し
 
 

て
は
、
岡
村
支
給
「
主
た
る
債
務
と
人
的
又
は
物
的
担
県
債
務
の
同
一
性
 
 
 



と
債
務
の
個
数
」
法
学
新
報
六
〇
巻
一
二
号
昭
二
九
。
 
 

（
3
）
 
大
正
四
・
五
二
元
大
審
院
判
（
居
録
二
一
輯
八
五
一
貫
）
、
大
正
八
・
 
 
 

一
二
二
五
大
審
院
判
 
（
民
録
二
五
輯
二
≡
〇
三
貢
）
、
昭
和
〓
二
二
 
 
 

二
二
≡
大
審
院
判
（
民
集
一
七
巻
二
五
三
二
貢
）
。
 
 

（
4
）
 
近
藤
・
柚
木
「
注
釈
日
本
民
法
中
」
昭
一
一
五
五
頁
は
、
「
一
俵
務
 
 
 

が
、
他
の
債
務
の
確
保
の
た
め
に
の
み
存
し
、
従
っ
て
両
者
の
間
に
主
従
 
 
 

の
差
異
あ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
5
）
 
旧
民
法
債
権
担
保
編
五
三
条
に
「
連
帯
債
務
者
ハ
別
異
及
ヒ
不
均
l
ノ
 
 
 

体
様
又
ハ
負
担
ヲ
以
テ
章
二
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
 
 

（
6
）
 
連
帯
債
務
に
お
け
る
各
債
務
者
の
債
務
は
、
全
部
の
給
付
を
内
容
と
す
 
 
 

る
（
我
妻
栄
「
前
掲
書
」
四
〇
≡
貢
）
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
 
 

（
7
）
 
債
務
額
が
不
同
と
な
る
連
帯
債
務
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
判
例
集
・
家
 
 
 

裁
月
報
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
▲
で
あ
る
が
、
本
文
に
掲
げ
る
程
度
 
 

で
あ
っ
た
。
 
 

（
8
）
 
大
正
七
・
七
二
二
大
審
院
判
（
民
録
二
四
輯
〓
二
三
八
頁
）
。
 
 

（
9
）
 
椿
寿
夫
「
連
帯
債
務
」
総
合
判
例
研
究
叢
書
民
法
㈹
昭
一
ニ
五
 
六
貢
、
 
 
 

我
妻
栄
「
前
掲
書
」
四
〇
四
、
四
〇
六
貢
は
、
連
帯
債
務
ほ
、
複
数
の
債
 
 
 

務
で
あ
る
か
ら
、
債
務
の
額
が
不
同
で
も
妨
げ
な
い
と
さ
れ
、
西
村
信
雄
 
 
 

編
「
注
釈
民
法
1
1
」
昭
四
〇
 
五
一
、
七
〇
貢
ほ
、
「
不
等
額
連
帯
」
と
 
 

い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
勝
本
正
晃
「
前
掲
書
」
一
一
一
頁
 
 
 

ほ
、
「
連
帯
債
務
は
、
同
一
の
数
額
を
有
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
し
か
 
 
 

し
、
連
帯
債
務
を
発
生
せ
し
む
べ
き
各
債
務
は
、
同
一
の
数
額
を
以
て
発
 
 
 

生
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

な
お
、
前
掲
大
正
七
年
大
審
院
判
決
の
評
釈
は
、
嘩
道
文
芸
判
例
批
評
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

三
五
法
学
論
叢
一
巻
一
号
大
八
一
二
四
1
二
二
六
貢
（
判
旨
結
論
に
賛
 
 
 

成
）
参
照
。
 
 

（
1
0
）
 
昭
和
三
四
・
六
・
一
九
最
高
裁
判
（
民
集
〓
二
巻
六
号
七
五
七
頁
）
。
同
 
 
 

旨
の
判
決
と
し
て
、
昭
和
三
五
二
二
東
京
高
裁
判
（
判
決
時
報
一
一
 
 
 

巻
二
号
 
二
五
貢
）
が
あ
る
。
 
 

（
1
1
）
 
前
掲
最
高
裁
判
決
に
賛
成
の
見
解
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
三
宅
正
男
 
 

「
連
帯
債
務
者
の
一
人
に
つ
い
て
の
共
同
相
続
」
判
例
評
論
ニ
ー
号
昭
≡
 
 
 

四
 
七
－
九
頁
、
山
下
朝
一
「
連
帯
債
務
の
相
続
」
金
融
法
務
事
情
二
二
 
 
 

六
号
昭
三
四
 
三
四
八
頁
、
t
ニ
淵
竜
太
郎
「
連
帯
債
務
の
相
続
」
法
曹
時
 
 
 

報
一
一
巻
八
号
昭
三
四
 
九
八
1
一
〇
〇
頁
．
「
同
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
一
 
 
 

二
巻
九
号
昭
三
四
 
四
五
頁
、
「
同
」
金
融
法
務
事
情
二
一
六
号
昭
三
四
 
 
 

一
〇
六
貢
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
反
対
の
見
解
は
、
連
帯
債
務
は
、
 
 
 

債
務
者
各
自
単
独
で
全
部
の
給
付
を
す
る
の
が
本
質
で
あ
る
。
こ
の
連
帯
 
 
 

性
は
、
連
帯
の
免
除
に
よ
る
ほ
か
は
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
泉
久
 
 
 

雄
「
連
帯
債
務
の
相
続
」
専
修
大
論
集
二
三
号
昭
≡
四
 
九
二
－
九
五
頁
、
 
 
 

福
島
四
郎
「
同
」
民
商
四
一
巻
五
号
昭
三
五
一
一
七
－
一
ニ
ー
頁
）
。
相
 
 
 

続
は
被
相
続
人
の
財
産
に
属
し
た
非
専
属
的
な
権
利
義
務
を
現
状
の
ま
ま
 
 
 

で
包
括
的
に
承
継
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
相
続
の
開
始
に
よ
っ
て
、
そ
の
 
 
 

内
容
に
な
ん
ら
の
変
化
を
き
た
す
も
の
で
は
な
い
（
遠
藤
浩
「
同
」
判
例
 
 
 

演
習
（
親
族
相
続
法
）
昭
三
九
一
六
一
－
1
六
七
頁
、
福
島
四
郎
「
前
 
 
 

掲
」
）
 
か
ら
、
連
帯
性
を
保
持
し
な
が
ら
承
継
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
 
 
 

を
論
拠
と
す
る
。
ま
た
、
単
一
債
務
説
の
面
か
ら
反
対
す
る
も
の
と
し
 
 
 

て
、
人
見
康
子
「
多
数
相
続
人
に
よ
る
連
帯
債
務
の
相
続
」
法
学
研
究
三
 
 
 

三
巻
一
号
昭
三
四
一
〇
〇
－
一
〇
四
貢
。
合
有
説
の
立
場
か
ら
は
、
有
 
 

二
七
三
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
．
考
察
 
 
 

地
享
「
連
帯
債
務
の
相
続
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
号
九
九
貢
が
あ
る
。
 
 

な
お
、
椿
寿
夫
「
前
掲
書
」
一
≡
○
頁
は
、
「
…
…
判
例
法
理
は
分
割
承
 
 
 

継
が
原
理
的
立
場
と
し
て
君
臨
す
る
か
ぎ
り
、
ま
ず
廃
棄
さ
れ
る
見
込
み
 
 
 

が
殆
ん
ど
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
1
2
）
 
昭
和
≡
三
二
二
・
一
九
福
岡
高
裁
判
（
高
裁
民
集
一
一
巻
二
号
一
五
一
 
 
 

貫
）
の
傍
論
の
部
分
で
あ
る
。
 
 

（
1
3
）
 
前
掲
判
決
に
対
す
る
評
釈
は
、
「
取
得
し
た
組
合
持
分
の
価
額
を
限
度
 
 
 

と
し
て
」
責
任
を
負
う
こ
と
は
、
「
加
入
者
に
不
測
の
損
害
を
与
え
る
も
 
 
 

の
で
あ
る
と
同
時
に
、
既
存
債
権
者
に
そ
の
予
想
を
超
え
て
利
益
を
与
え
 
 
 

る
も
の
で
あ
っ
て
妥
当
で
は
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
（
東
大
商
法
研
究
 
 
 

会
「
商
事
判
例
研
究
一
五
回
二
九
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
二
二
二
号
昭
三
六
 
九
 
 
 

五
貫
小
町
谷
）
。
 
 

（
1
4
）
 
我
妻
栄
「
前
掲
書
」
四
一
九
頁
。
な
お
、
一
部
免
除
の
場
合
の
他
の
債
 
 
 

務
者
に
及
ば
す
効
力
に
つ
い
て
ほ
、
判
例
と
学
説
と
が
わ
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
い
ず
れ
の
見
解
を
と
っ
て
も
免
除
後
に
お
い
は
、
債
務
額
が
異
 
 

な
っ
て
く
る
。
 
 

（
1
5
）
 
梓
寿
夫
「
前
掲
書
」
一
二
九
、
一
三
〇
頁
参
照
。
 
 

（
1
6
）
 
我
妻
栄
「
前
掲
書
」
四
〇
四
、
四
〇
六
頁
、
西
村
信
雄
編
「
前
掲
菩
」
 
 

・
五
一
、
七
〇
頁
。
 
 

（
1
7
）
 
勝
本
正
晃
「
前
掲
菩
」
 
〓
一
貫
、
西
村
信
雄
嗣
「
前
掲
書
」
五
一
 
 
 

貫
、
嘩
道
文
芸
「
前
掲
」
一
二
四
－
〓
宍
頁
。
 
 

（
柑
）
 
我
妻
栄
「
前
掲
書
」
四
〇
三
頁
、
於
保
不
二
雄
「
前
掲
書
」
一
九
九
 
 
 

頁
、
中
川
善
之
助
「
民
法
（
中
）
」
一
六
四
支
等
。
 
 

二
七
四
 
 

（
1
9
）
 
我
妻
栄
「
前
掲
書
」
四
〇
三
文
、
於
保
不
二
雄
「
前
掲
書
」
一
九
九
 
 

頁
、
中
川
蕃
之
助
「
前
掲
書
」
 
〓
ハ
四
頁
等
。
 
 

（
2
0
）
 
我
妻
栄
「
前
掲
書
」
四
〇
三
頁
、
於
保
不
二
雄
「
前
掲
書
」
一
九
九
 
 

頁
、
中
川
尊
之
助
「
前
掲
菩
」
 
〓
ハ
四
頁
等
。
ま
た
、
山
中
康
雄
「
い
わ
 
 

ゆ
る
連
帯
と
い
う
こ
と
の
意
義
」
民
商
三
三
巻
≡
号
昭
三
一
二
面
二
－
 
 

三
四
三
頁
で
は
、
「
連
帯
債
務
は
、
：
…
示
可
分
債
務
プ
ラ
ス
型
二
四
条
 
 

な
い
し
四
三
九
条
の
相
互
保
証
的
効
果
イ
ク
オ
ー
ル
ス
連
帯
債
務
」
で
あ
 
 

る
と
さ
れ
、
「
こ
の
相
互
保
証
的
な
意
味
で
の
主
観
的
共
同
の
関
係
が
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
2
1
）
 
第
二
章
第
二
の
3
の
何
の
ロ
の
S
参
照
 
 

（
2
2
）
 
山
中
康
雄
「
前
掲
」
三
四
〇
頁
。
 
 

（
2
3
）
 
比
投
法
学
会
「
贈
与
の
研
究
」
昭
三
三
 
三
七
－
四
五
頁
。
 
 

（
2
4
）
 
T
局
0
署
に
お
け
る
昭
和
四
〇
年
度
贈
与
税
申
告
書
に
よ
り
調
査
し
た
 
 

も
の
で
あ
る
。
 
 

（
2
5
）
 
末
川
博
「
民
法
に
お
け
る
特
殊
問
題
の
研
究
二
巻
」
 
昭
二
一
七
六
 
 

頁
。
 
 

2
 
連
帯
保
証
債
務
と
の
比
較
 
 
 

相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
敦
は
、
そ
の
実
質
が
「
保
証
責
任
」
で
 
 

あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
連
帯
保
証
の
規
定
を
摂
推
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
 
 

へ
1
）
 
 

解
も
な
い
で
は
な
い
の
で
、
連
帯
保
証
債
務
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
 
 
 

U
 
連
帯
債
務
と
連
帯
保
証
債
務
と
は
、
類
似
し
て
い
る
が
、
そ
の
決
定
 
 
 



的
な
差
異
は
、
附
従
性
の
有
無
、
つ
ま
り
、
連
帯
保
証
債
務
に
は
附
従
性
が
 
 

（
2
）
 
 

あ
る
が
、
連
帯
債
務
に
は
こ
れ
が
な
い
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

佃
 
と
こ
ろ
で
、
保
証
の
意
味
で
連
帯
債
務
者
と
な
っ
た
者
は
、
そ
の
負
 
 

（
3
）
 
 

担
部
分
は
零
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
連
帯
債
務
と
連
帯
保
証
債
務
と
に
つ
 
 

い
て
、
一
人
に
つ
き
生
じ
た
事
由
の
効
力
を
比
牧
し
て
み
る
と
、
次
の
．
と
お
 
 

り
で
あ
る
。
 
 

（
備
考
）
○
印
＝
及
ぶ
。
 
×
印
＝
及
ば
な
い
。
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
連
帯
保
証
債
務
に
お
い
て
、
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
請
 
 

求
以
外
の
原
因
に
よ
る
時
効
中
断
の
効
力
が
、
連
帯
保
証
人
に
対
し
て
も
生
 
 

ず
る
と
い
う
点
に
、
そ
の
差
異
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
時
効
中
断
の
効
力
 
 

の
及
ぶ
範
囲
が
広
い
こ
と
に
お
い
て
、
連
帯
債
務
よ
り
も
連
帯
保
証
債
務
の
 
 

方
が
債
権
の
効
力
を
強
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

囲
 
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
ほ
、
前
述
し
た
よ
う
に
保
証
責
 
 

任
の
実
質
を
有
し
て
い
る
が
、
法
形
式
と
し
て
は
、
「
連
帯
」
と
な
っ
て
い
 
 

（
4
）
 
 

る
の
で
あ
る
か
ら
、
文
理
的
に
は
、
連
帯
保
証
と
は
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
 
 
 

ま
た
、
こ
の
「
連
帯
」
を
保
証
の
実
質
を
有
し
て
い
る
面
を
重
く
み
て
、
 
 

連
帯
保
証
債
務
と
解
し
て
、
連
帯
保
証
債
務
の
規
定
を
類
推
適
用
す
る
こ
せ
 
 

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
債
権
の
効
力
を
強
め
る
こ
と
と
な
り
、
法
の
認
め
る
 

（
5
）
 
効
力
以
上
に
国
に
利
益
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
の
で
不
当
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

桃
井
直
造
編
「
粂
解
国
税
徴
収
法
」
昭
二
三
 
〓
二
九
頁
参
照
。
 
 
 

椿
芳
夫
「
連
帯
保
証
の
特
質
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
法
学
教
室
四
昭
三
七
一
 
 

二
四
頁
、
我
妻
栄
「
前
掲
書
」
四
九
九
頁
、
西
村
信
雄
編
「
前
渇
書
」
五
 
 

四
支
。
な
お
、
少
数
説
で
は
あ
る
が
、
連
帯
債
務
も
「
主
従
の
差
異
あ
る
 
 

こ
と
を
妨
げ
な
い
。
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
（
近
藤
・
柚
木
「
注
釈
日
本
民
 
 

法
中
」
・
昭
一
一
五
四
頁
）
。
 
 

二
七
五
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

（
3
）
 
我
嘗
栄
「
前
掲
書
」
四
〇
五
貢
、
勝
本
正
晃
「
前
掲
書
」
一
八
〇
弓
 
 

大
正
四
・
四
二
九
大
審
院
判
（
民
録
ニ
ー
韓
五
四
二
貢
）
。
 
 

（
4
）
 
昭
和
一
二
・
二
・
一
大
審
院
判
（
大
審
院
裁
判
例
二
民
二
七
五
 
 

頁
）
は
、
「
借
用
証
書
に
数
人
が
連
帯
債
務
者
と
し
て
連
署
し
た
る
事
実
 
 

あ
る
に
於
て
は
、
…
保
証
す
る
意
図
を
以
て
連
署
せ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
 
 

る
場
合
と
雉
…
他
に
特
別
の
事
情
を
認
む
べ
き
こ
と
の
な
い
限
り
…
連
帯
 
 

債
務
」
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
。
な
お
、
旧
貯
蓄
条
例
三
条
の
規
定
に
 
 

ょ
る
「
銀
行
の
義
務
に
つ
い
て
の
取
締
役
の
連
帯
無
限
の
責
」
 
に
つ
い
 
 

て
、
「
取
締
役
の
連
帯
債
務
は
従
た
る
債
務
の
性
質
を
有
す
る
。
」
（
大
正
 
 

七
・
丁
六
大
審
院
判
（
大
判
録
二
四
稗
四
貢
）
）
も
の
と
判
示
し
た
も
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

の
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
「
取
締
役
は
銀
行
と
同
列
に
連
帯
債
 
 

務
を
負
担
す
る
も
の
に
し
て
、
主
従
の
関
係
を
有
し
な
い
。
」
と
批
判
さ
れ
 
 

て
い
る
（
「
貯
静
銀
行
条
例
に
依
る
連
帯
債
務
の
性
質
等
」
法
協
三
六
巻
 
 

六
号
〓
ニ
二
」
〓
ニ
≡
貫
）
。
 
 

（
5
）
 
金
子
宏
「
市
民
と
租
税
」
現
代
法
と
市
民
所
収
昭
四
一
≡
一
七
、
≡
 
 

一
八
頁
は
、
「
租
税
法
律
主
義
の
見
地
か
ら
は
、
原
則
と
し
て
文
理
解
釈
 
 

に
よ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
拡
張
解
釈
や
頼
推
解
釈
を
無
差
別
に
も
ち
込
む
 
 

こ
と
は
正
し
く
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
三
九
・
七
・
一
八
 
 

東
京
地
裁
判
（
行
判
集
一
五
巻
七
号
〓
二
六
三
頁
）
参
照
。
 
 
 

第
四
 
相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
の
形
態
と
効
力
の
一
考
察
 
 

1
 
連
帯
納
税
義
肇
の
効
力
一
般
 
 
 

じ
 
連
帯
納
税
義
務
の
効
力
等
に
つ
い
て
は
、
連
帯
債
務
の
規
定
が
準
用
 
 

二
七
六
 
 
 

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
通
則
法
八
条
）
。
 
 
 

拗
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
義
務
額
が
「
受
け
た
利
益
の
 
 

価
額
に
相
当
す
る
金
額
」
 
に
制
限
さ
れ
て
い
る
点
で
特
殊
な
も
の
と
い
え
る
 
 

け
れ
ど
も
、
前
述
（
第
三
）
し
た
よ
う
に
、
そ
の
法
的
性
質
に
お
い
て
は
、
 
 

連
帯
債
務
と
共
通
性
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
義
務
額
が
制
限
さ
れ
て
い
る
 
 

と
い
う
も
の
の
、
実
際
は
全
部
給
付
義
務
を
負
う
と
こ
ろ
の
通
常
の
「
連
帯
」
 
 

と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
均
分
相
続
が
な
さ
れ
て
 
 

い
る
と
す
る
と
、
相
続
税
の
絵
額
が
、
各
相
続
人
の
受
け
る
遺
産
の
額
よ
り
 
 

へ
1
）
 
 

大
と
な
り
、
債
務
額
の
異
な
る
「
連
帯
」
と
な
る
の
は
、
相
続
人
が
三
人
の
 
 

と
き
は
遺
産
の
絶
額
が
九
千
万
円
以
上
、
四
人
の
と
き
は
六
千
万
円
以
上
、
 
 

五
人
の
と
き
五
千
方
円
以
上
の
場
合
で
あ
る
。
相
続
税
の
課
税
状
況
に
よ
れ
 
 

（
2
）
 
 

ば
、
平
均
相
続
人
数
は
三
・
四
人
で
あ
り
、
遺
産
の
総
額
が
五
千
万
円
を
超
 
 

え
る
も
の
は
、
僅
か
二
・
八
％
で
あ
っ
て
、
二
千
万
円
以
下
の
も
の
が
大
部
 
 

分
（
八
六
・
二
％
）
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
贈
与
税
に
お
い
て
も
贈
与
者
 
 

（
3
し
 
 

が
二
人
以
上
あ
る
の
は
、
T
居
0
署
の
例
で
は
四
・
二
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
 
 

の
よ
う
な
点
か
ら
、
大
部
分
は
、
通
常
の
連
帯
債
務
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
 
 

い
と
い
え
る
。
 
 

し
か
し
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
「
互
に
連
帯
」
 
「
連
 
 
 



2
 
相
続
税
法
三
四
条
一
項
二
重
の
連
帯
納
税
義
務
の
形
態
と
効
力
 
 
 

餌
 
連
帯
納
税
義
務
の
形
態
 
 
 

イ
 
相
続
税
法
三
四
条
一
項
お
よ
び
二
項
は
、
「
…
当
該
相
続
又
ほ
遺
贈
 
 

に
因
り
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
を
限
度
と
し
て
、
互
に
連
帯
 
 

納
付
の
責
に
任
ず
る
。
」
と
競
走
し
て
い
る
。
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
態
（
内
 
 

容
）
の
「
連
帯
」
′
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
わ
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

旧
国
税
徴
収
法
四
条
の
二
に
同
一
趣
旨
の
規
定
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
 
 

も
参
考
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
見
解
と
そ
れ
に
対
す
る
検
討
を
し
た
う
え
考
察
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

滞
納
付
の
茸
」
と
規
定
亨
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
 

態
（
内
容
）
の
「
連
帯
」
に
な
る
の
か
、
そ
れ
に
応
じ
て
一
人
に
つ
き
生
じ
 
 

た
事
由
の
効
力
に
つ
い
て
の
民
法
の
規
定
は
ど
の
よ
う
に
準
用
さ
れ
る
か
の
 
 

問
題
が
残
る
。
こ
の
義
務
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
二
つ
に
大
別
で
き
る
か
 
 

ら
、
こ
れ
に
従
っ
て
、
以
下
、
考
察
し
て
み
よ
う
。
 
 

（
注
）
 
 

（
l
）
 
昭
和
四
一
年
適
用
の
相
続
税
法
に
よ
り
算
定
し
た
。
 
 

（
2
）
 
昭
和
三
八
年
度
税
務
統
計
年
報
書
転
よ
り
算
定
し
た
。
 
 

（
3
）
 
T
局
0
署
に
お
け
る
昭
和
四
〇
年
度
贈
与
税
申
告
書
に
よ
り
調
査
し
た
 
 

も
の
で
あ
る
。
 
 

こ
の
場
合
、
各
相
続
人
は
そ
れ
ぞ
れ
四
五
万
円
の
連
帯
納
税
義
務
を
負
う
 
 

が
、
そ
の
責
任
の
限
度
は
S
が
二
一
〇
万
円
、
A
・
B
お
よ
び
C
は
各
二
〇
万
 
 

円
で
あ
る
。
そ
の
負
担
部
分
は
S
が
3
す
、
A
・
B
お
よ
び
C
は
い
ず
れ
も
 
 

二
七
七
 
 
 

す
る
。
 
 
 

①
 
旧
国
税
徴
収
法
基
本
通
達
を
基
礎
と
す
る
見
解
 
 
 

各
相
続
人
等
は
、
そ
の
納
付
す
べ
き
相
続
税
の
稔
額
に
つ
き
連
帯
納
税
義
 
 

務
を
負
う
が
、
そ
の
責
任
は
、
「
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
」
 
 

を
限
度
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
限
度
額
を
超
え
る
部
分
は
「
責
任
な
き
債
 
 

覇
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
相
続
人
等
の
相
続
税
額
は
、
こ
の
義
務
の
負
担
 
 

（
1
）
 
 

部
分
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
を
例
示
す
れ
ば
、
 
 
 

相
続
人
（
納
税
義
務
者
）
S
・
A
・
B
・
C
（
こ
の
設
例
は
、
昭
和
三
六
 
 

年
一
二
月
「
国
税
徴
収
法
基
本
通
達
」
一
ニ
○
条
関
係
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
 
 

の
を
使
用
し
た
。
）
 
 

S
が
相
続
．
に
よ
り
受
け
た
利
益
 
 

A
・
B
・
C
が
相
続
に
よ
り
受
け
た
利
益
 
 

S
が
納
付
す
べ
き
相
続
税
 
 

A
・
B
・
C
が
納
付
す
べ
き
相
続
税
 
 

納
付
す
べ
き
相
続
税
の
合
計
 
 
 

三
〇
万
円
 
 

各
二
〇
万
円
 
 

一
五
万
円
 
 

各
一
〇
万
円
 
 
 

四
五
万
円
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

2
す
で
あ
る
。
 
 
 

㊥
 
処
理
要
領
の
見
解
 
 
 

各
相
続
人
等
ほ
、
そ
の
納
付
す
べ
き
相
続
税
の
給
額
に
つ
き
、
連
帯
納
税
 
 

義
務
を
負
う
が
、
そ
の
額
は
、
「
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
」
 
 

に
制
限
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
免
租
部
分
は
、
①
と
同
様
で
あ
る
と
す
る
 
 

（
2
）
 
 

見
解
で
あ
る
。
前
記
の
設
例
に
よ
れ
ば
、
S
は
三
〇
万
円
、
A
・
B
お
よ
び
 
 

C
は
各
二
〇
万
円
の
連
帯
納
税
義
覇
を
負
い
、
そ
の
負
担
部
分
ほ
、
①
と
同
 
 

様
で
あ
る
。
 
 
 

③
 
国
税
徴
収
法
基
本
通
達
の
見
解
 
 
 

「
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
」
の
限
度
に
お
い
て
、
自
己
に
 
 

課
さ
れ
た
税
額
（
国
有
額
）
を
納
付
す
る
ほ
か
、
他
の
納
税
者
の
固
有
額
に
 
 

（
3
）
 
つ
き
連
帯
し
て
負
担
す
る
「
納
付
の
責
任
」
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
は
「
納
付
責
任
」
と
い
う
特
殊
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
連
帯
納
税
義
務
と
 
 

（
4
）
 
 

は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
前
記
の
設
例
に
よ
れ
ば
、
S
ほ
三
 
 

〇
万
円
の
連
帯
納
付
責
任
と
一
五
万
円
の
固
有
義
我
と
を
、
A
・
B
お
よ
び
 
 

C
は
各
二
〇
万
円
の
連
帯
納
付
責
任
と
各
一
〇
万
円
の
固
有
義
務
と
を
負
っ
 
 

て
い
る
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

ロ
 
旧
国
税
徴
収
法
基
本
通
達
を
基
礎
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
の
検
討
 
 

二
七
八
 
 

S
 
こ
れ
は
、
「
責
任
な
き
債
務
」
と
い
う
概
念
を
と
り
入
れ
る
こ
と
に
 
 

よ
っ
て
、
相
続
税
の
連
帯
納
税
義
覇
も
全
部
給
付
の
義
務
を
負
う
も
の
で
あ
 
 

る
と
い
う
構
成
を
と
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

伺
 
相
続
税
の
絵
額
に
つ
き
連
帯
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
 
 
 

a
 
相
続
税
ほ
、
各
相
続
人
等
ご
と
に
相
続
税
額
を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
 
 

（
相
続
税
法
一
一
条
の
二
、
一
八
条
、
三
三
条
）
、
か
つ
、
申
告
書
も
各
別
に
 
 

撞
出
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
（
同
法
二
七
条
）
。
こ
の
よ
う
に
、
相
続
 
 

人
等
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
相
続
税
債
務
が
確
定
す
る
か
ら
、
こ
の
各
自
 
 

の
租
税
債
務
相
互
間
に
は
、
連
帯
関
係
は
生
ず
る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
 
 
 

b
 
相
続
税
法
一
六
条
は
「
相
続
税
の
稔
額
」
を
算
出
す
る
こ
と
を
規
定
 
 

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
負
担
の
公
平
を
図
る
た
め
に
と
ら
れ
た
課
税
技
 
 

（
5
）
 
 

術
上
の
措
置
で
あ
り
、
税
額
の
算
定
の
た
め
の
過
程
に
す
ぎ
な
い
（
同
法
一
 
 

八
条
～
一
九
条
の
三
）
か
ら
、
こ
の
「
相
続
税
の
絵
額
」
を
も
っ
て
租
税
債
 
 

務
が
確
定
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
 
 
 

C
 
し
た
が
っ
て
、
「
そ
の
相
続
…
に
困
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
相
続
 
 

税
」
 
（
同
法
三
四
条
一
項
）
と
は
、
各
相
続
人
等
そ
れ
ぞ
れ
の
相
続
税
を
い
 
 

う
も
の
と
解
さ
れ
る
。
 
 
 

M
 
負
担
部
分
に
つ
い
て
 
 
 



連
帯
債
務
に
お
け
る
負
担
部
分
は
、
固
有
義
務
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
 
 

（
6
）
 
 

で
き
る
が
、
連
帯
債
務
者
の
内
部
関
係
に
お
け
る
各
債
務
者
の
分
担
出
指
す
 
 

（
7
）
 
 

べ
き
部
分
で
あ
る
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
各
相
続
人
等
の
相
 
 

続
税
額
は
、
各
自
が
自
己
の
租
税
債
務
と
し
て
履
行
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
 
 

こ
れ
を
基
礎
と
し
て
延
滞
税
も
課
さ
れ
る
か
ら
、
単
な
る
相
続
人
等
相
互
間
 
 

の
内
部
関
係
に
お
け
る
分
担
出
掲
す
べ
き
部
分
と
み
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
 
 

る
。
 
 
 

⇔
 
「
責
任
な
き
債
務
」
と
構
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
 
 
 

「
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
」
を
限
度
と
す
る
責
任
は
、
こ
 
 

の
規
定
の
文
言
か
ら
み
て
納
税
者
の
責
任
を
一
定
の
金
額
に
制
限
す
る
も
の
 
 

で
あ
っ
て
、
人
的
有
限
責
任
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
債
務
と
責
任
と
を
区
 
 

（
8
）
 
 

別
す
る
立
場
か
ら
は
、
「
債
務
な
き
責
任
」
と
い
う
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 

し
か
し
、
茸
任
だ
け
が
制
限
さ
れ
る
と
解
す
る
と
、
こ
の
義
務
に
つ
き
納
税
 
 

の
猶
予
を
す
る
際
の
保
証
人
ほ
、
全
額
に
つ
き
保
証
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
 
 

（
9
）
 
 

に
な
り
、
保
証
人
の
責
任
が
過
重
さ
れ
る
。
反
面
、
国
は
法
律
が
予
定
し
て
 
 

い
る
以
上
の
利
益
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
妥
当
で
な
い
。
ま
た
、
こ
の
義
務
 
 

に
つ
い
て
姜
額
を
制
限
し
た
立
墓
ら
み
て
も
責
任
だ
け
が
制
限
さ
 
 

れ
る
と
解
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
「
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
」
に
債
務
も
貴
 
 

ハ
 
処
理
要
領
の
見
解
に
対
す
る
検
討
 
 
 

（
1
1
）
 
住
も
と
も
に
縮
減
さ
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

銅
 
実
務
面
か
ら
み
る
と
、
一
部
弁
済
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
 
 

で
負
担
部
分
に
充
て
ら
れ
る
べ
き
額
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、
延
滞
税
の
 
 

計
算
が
不
可
能
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
弁
済
は
、
連
帯
納
税
義
務
の
履
行
 
 

と
し
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
負
担
部
分
と
さ
れ
る
自
己
の
相
続
税
額
 
 

（
1
2
）
 
 

に
先
づ
充
て
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
点
か
は
疑
問
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
は
、
連
帯
納
税
義
務
に
お
け
る
債
務
額
の
異
な
る
連
帯
を
認
め
、
債
 
 

務
額
が
縮
減
さ
れ
た
と
み
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
除
け
ば
、
前
述
の
①
 
 

の
見
解
と
考
え
方
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
前
述
ロ
で
検
討
し
た
こ
 
 

と
（
ロ
の
何
の
部
分
を
除
く
。
）
が
あ
て
は
ま
る
。
 
 

ニ
国
税
徴
収
法
基
本
通
達
の
見
解
に
対
す
る
検
討
 
 
 

S
 
こ
れ
は
、
自
己
の
相
続
税
額
を
も
含
ん
で
一
個
の
責
任
と
し
（
こ
の
 
 

責
任
の
う
ち
自
己
の
税
額
を
こ
え
る
部
分
は
、
他
の
者
の
税
額
に
対
す
る
納
 
 

付
責
任
で
あ
る
。
）
、
こ
の
責
任
と
自
己
の
相
続
税
債
濡
と
が
併
存
す
る
聴
殊
 
 

（
1
3
）
 
 

な
形
態
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
考
え
方
は
、
相
続
税
法
三
三
条
に
規
定
す
る
も
の
が
債
務
で
あ
り
、
 
 

二
七
九
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

同
法
三
四
条
に
規
定
す
る
も
の
が
責
任
で
あ
る
と
す
る
も
の
の
よ
う
に
み
ら
 
 

れ
る
。
 
 

回
 
相
続
覇
法
は
、
「
連
帯
納
付
の
責
に
任
ず
る
。
」
と
規
定
し
、
「
納
付
す
 
 

る
義
務
」
と
規
定
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
「
黄
に
任
ず
る
。
」
な
ど
の
文
言
は
、
 
 

私
法
上
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
債
務
と
責
任
と
を
区
別
す
る
意
 
 

味
で
な
く
債
務
を
負
わ
せ
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
 
 

へ
1
4
）
 
 

い
。
租
税
法
に
お
い
て
も
旧
登
録
税
法
は
、
「
納
付
ノ
責
二
任
ズ
ル
」
 
（
一
 
 

七
条
ノ
二
）
と
空
し
て
い
た
が
、
納
付
費
と
解
さ
れ
て
お
鰻
前
述
し
 
 

た
よ
う
に
、
人
的
有
限
責
任
で
あ
る
こ
の
「
納
付
の
責
」
は
債
務
を
伴
う
納
 
 

付
義
務
と
解
す
の
が
妥
当
で
あ
る
。
 
 
 

国
税
通
則
法
の
体
系
か
ら
検
討
し
て
み
る
と
、
こ
れ
を
「
納
付
す
る
義
 
 

務
」
で
な
く
「
責
任
」
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
責
任
の
あ
る
老
は
、
通
則
 
 

法
の
「
納
税
者
」
 
（
同
法
二
条
五
号
）
で
は
な
い
こ
と
と
な
り
、
「
納
税
 
 

者
」
お
よ
び
「
納
付
の
義
務
」
に
関
す
る
諸
規
定
（
例
、
同
法
五
・
三
七
・
四
 
 

〇
・
四
六
・
五
五
条
等
）
は
、
一
切
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
り
、
国
は
滞
 
 

（
1
6
）
 
 

納
処
分
に
よ
っ
て
満
足
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
納
税
の
緩
和
の
措
 
 

置
も
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
「
責
任
」
で
あ
る
と
解
す
る
こ
 
 

と
は
通
則
法
の
体
系
か
ら
み
て
問
題
が
あ
る
。
 
 

二
八
〇
 
 

前
述
（
第
三
の
1
）
し
た
よ
う
に
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
 
 

も
連
帯
債
務
と
共
通
性
を
有
し
て
お
り
、
時
異
な
も
の
で
ほ
な
い
し
、
沿
革
 
 

（
Ⅳ
）
 
 

か
ら
み
て
も
通
常
の
連
帯
納
税
義
務
と
解
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
 
 

み
て
、
こ
の
連
帯
も
国
税
を
納
付
す
る
義
務
（
債
務
を
伴
う
責
任
）
と
解
す
 
 

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
「
税
法
の
体
系
的
 
 

な
構
成
を
整
備
し
、
か
つ
、
国
税
に
関
す
る
法
律
関
係
を
明
確
に
す
る
」
こ
 
 

と
を
目
的
と
す
る
通
則
法
の
体
系
に
最
も
適
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
 
 

い
 
相
続
税
は
、
前
述
（
ロ
の
回
）
し
た
よ
う
に
、
相
続
人
等
そ
れ
ぞ
れ
 
 

の
別
個
の
租
税
債
務
で
あ
り
、
ま
た
、
自
己
の
相
続
税
額
と
連
帯
納
税
義
務
 
 

額
と
は
、
別
個
の
債
務
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
一
個
の
責
任
と
解
す
る
 
 

こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
甲
か
ら
乙
が
三
〇
万
円
、
 
 

丙
が
七
〇
万
円
の
消
費
貸
借
契
約
に
よ
り
債
務
を
負
担
し
た
後
、
別
の
契
約
 
 

に
よ
り
、
乙
の
三
〇
万
円
に
つ
き
丙
が
、
ま
た
、
丙
の
七
〇
万
円
に
つ
き
乙
 
 

が
、
そ
れ
ぞ
れ
連
帯
債
務
を
負
担
し
た
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
乙
ほ
一
ニ
○
 
 

万
円
の
債
務
と
、
七
〇
万
円
の
丙
と
の
連
帯
債
潜
と
を
負
担
し
て
い
る
と
い
 
 

ぅ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
▼
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
債
務
が
別
個
の
債
務
と
考
え
ら
 
 

れ
、
ま
た
、
考
え
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

国
 
英
質
的
な
責
任
額
に
つ
い
て
こ
の
見
解
に
よ
る
と
、
①
自
己
の
相
続
 
 
 



税
額
に
延
滞
税
が
付
さ
れ
る
と
、
そ
の
延
滞
税
の
額
だ
け
他
の
相
続
人
等
の
 
 

相
続
税
額
に
つ
き
連
帯
す
る
と
い
う
部
分
が
減
少
す
る
。
ま
た
、
④
前
記
設
 
 

（
1
8
）
 
 

例
の
場
合
に
、
S
が
二
四
万
円
納
付
し
た
と
し
よ
う
、
そ
の
結
果
は
、
 
 

と
な
る
。
こ
れ
を
A
に
つ
い
て
み
る
と
、
S
の
納
付
前
に
お
い
て
は
、
実
質
 
 

的
に
S
・
B
お
よ
び
C
の
相
紆
税
に
つ
き
連
帯
す
る
部
分
は
、
一
〇
万
円
（
N
O
 
 

⊥
○
）
で
あ
っ
た
の
に
、
S
の
納
付
後
に
お
い
て
は
、
一
三
万
円
（
N
？
○
と
 
 

な
り
、
三
万
円
だ
け
責
任
が
増
加
す
る
と
い
う
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。
 
 
 

ホ
 
以
上
の
検
討
の
ま
と
め
 
 
 

前
述
し
た
検
討
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
に
は
い
ず
れ
も
欠
陥
が
あ
り
、
 
 

こ
の
義
務
の
形
態
に
閑
し
妥
当
な
も
の
と
ほ
い
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

へ
 
義
務
の
形
態
の
考
察
 
 

ヽ
ヽ
 
 
 

S
 
こ
の
義
朝
に
つ
い
て
は
、
「
互
に
連
帯
」
と
親
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
 
 

か
ら
、
他
の
相
続
人
等
の
相
続
税
に
つ
い
て
自
己
が
連
帯
し
、
自
己
の
相
続
 
 

税
に
つ
い
て
は
他
の
相
続
人
等
が
連
帯
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
す
る
 
 

の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

回
 
こ
れ
を
沿
革
か
ら
み
る
と
、
昭
和
二
二
年
改
正
法
は
、
「
他
の
納
税
者
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

（
固
有
義
務
額
）
 
 

（
納
付
責
任
額
）
 
 
 

C
 
 

B
 
 
 

S
 
 

A
 
 

O
万
円
 
七
万
円
 
七
万
円
 
七
万
門
 
 

六
万
円
 
二
〇
万
円
 
二
〇
万
円
 
二
〇
万
円
 
 

の
納
付
す
べ
き
相
続
税
に
つ
い
て
…
」
連
帯
す
る
と
規
定
し
て
い
た
。
こ
の
 
 

当
時
は
、
課
税
体
系
が
遺
産
税
体
系
で
あ
っ
た
が
、
納
税
義
覇
者
お
よ
び
そ
 
 

の
租
税
．
の
負
担
関
係
は
現
行
と
差
異
が
な
い
。
そ
の
後
、
こ
の
 
「
連
帯
義
 
 

務
」
は
、
課
税
体
系
が
遺
産
額
得
税
体
系
に
変
わ
っ
た
際
も
そ
の
ま
ま
引
き
 
 

継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
（
そ
の
際
、
「
互
に
連
帯
」
と
改
め
ら
れ
た
。
）
か
ら
、
 
 

そ
の
粗
税
債
務
の
形
態
と
し
て
は
、
現
行
法
に
お
い
て
も
変
革
は
な
い
と
い
 
 

え
る
。
し
た
が
っ
て
、
連
帯
の
形
態
も
変
わ
っ
て
い
な
い
か
ら
、
他
の
納
税
 
 

義
務
者
の
相
続
税
に
つ
い
て
連
帯
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

M
 
そ
し
て
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
態
に
な
る
か
は
、
た
と
え
ば
、
「
他
 
 

の
一
方
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
葡
に
つ
い
て
連
帯
し
て
…
」
 
（
民
法
 
 

七
六
一
条
）
あ
る
い
は
「
…
取
締
役
ハ
銀
行
ノ
債
務
二
付
連
帯
」
 
（
旧
貯
蓄
 
 

銀
行
条
例
三
条
）
と
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
自
 
 

己
と
他
の
納
税
義
覇
者
と
が
連
帯
関
係
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
 
 

が
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
連
帯
は
、
他
の
相
続
人
等
の
相
続
税
に
 
 

つ
い
て
自
己
が
連
帯
納
税
義
萄
を
負
う
と
い
う
債
肇
と
、
自
己
の
相
続
税
に
 
 

つ
い
て
他
の
相
続
人
等
が
連
帯
納
税
義
務
を
負
う
と
い
う
債
務
と
か
ら
な
る
 
 

「
互
に
連
帯
す
る
。
」
と
い
う
形
態
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
 
 
 

国
 
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
こ
の
義
務
の
限
度
で
あ
る
「
受
け
た
利
益
」
 
 

二
八
一
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

の
範
囲
が
問
題
と
な
る
。
そ
れ
は
、
「
受
け
た
利
益
の
価
額
」
と
は
、
相
続
 
 

に
よ
り
受
け
た
積
極
財
産
の
価
額
か
ら
消
臨
財
産
の
価
額
を
控
除
し
た
差
額
 
 

（
1
9
）
 
 

で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
前
述
M
の
よ
う
な
形
態
で
あ
る
と
解
す
る
と
、
納
 
 

税
義
務
者
は
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
を
超
え
て
租
税
を
魚
也
す
る
こ
と
 
 

に
な
り
、
い
わ
ゆ
か
応
能
負
担
の
原
則
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
「
受
け
た
利
益
」
の
範
囲
、
将
に
こ
こ
で
は
納
付
す
べ
き
相
続
 
 

税
が
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
 
 

れ
を
中
心
に
み
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

a
 
「
受
け
た
利
益
」
あ
る
い
は
「
利
益
を
受
け
る
」
と
い
う
規
定
は
、
 
 

民
法
で
は
、
七
〇
三
条
・
七
〇
四
条
（
返
還
義
覇
の
範
囲
と
し
て
「
現
に
利
 
 

益
を
受
け
る
限
度
」
と
規
定
し
て
い
る
の
は
、
三
二
条
二
項
・
一
二
一
条
・
 
 

一
九
一
条
・
七
〇
二
条
三
項
で
あ
る
。
）
が
あ
り
、
租
税
法
で
は
、
徴
収
法
三
 
 

九
条
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
義
務
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
か
ら
み
て
異
な
る
 
 

も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
規
定
す
る
「
利
益
」
は
、
い
ず
れ
も
財
産
上
 
 

の
利
益
を
い
い
義
務
額
の
限
度
を
定
め
た
も
の
で
、
こ
の
点
で
共
通
性
を
有
 
 

し
て
い
る
か
ら
、
不
当
利
得
に
お
け
る
「
利
益
」
の
概
念
を
基
礎
と
し
て
み
 
 

る
こ
と
と
し
よ
う
。
 
 

b
 
「
利
益
」
と
は
、
或
人
が
有
し
て
い
る
現
実
の
財
産
と
、
或
二
冠
の
 
 

二
八
二
 
 
 

事
実
が
発
生
し
な
か
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
そ
の
者
が
も
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
 
 

る
と
考
え
ら
れ
か
非
現
実
の
財
産
と
を
比
較
し
て
、
現
実
の
財
産
が
非
現
実
 
 

の
財
産
よ
り
も
大
で
あ
る
場
合
の
、
そ
の
超
過
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
と
さ
 
 

（
2
0
）
 
れ
て
い
る
。
 
 
 

そ
う
だ
と
す
る
と
、
「
相
続
に
よ
り
受
け
た
利
益
」
と
は
、
相
続
に
基
づ
 
 

く
権
利
義
務
の
承
継
に
よ
る
現
実
の
財
産
と
相
続
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
存
し
 
 

た
で
あ
ろ
う
財
産
と
の
差
額
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
 
 

で
、
相
続
に
基
づ
き
負
担
す
る
相
続
税
は
、
相
続
財
産
か
ら
の
納
付
が
予
定
 
 

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
▼
、
相
続
に
よ
る
財
産
の
取
得
に
直
接
関
連
し
て
訣
さ
れ
 
 

る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
相
続
税
は
、
相
続
に
よ
る
財
産
の
取
得
の
時
 
 

に
成
立
す
る
（
通
則
法
一
五
条
二
項
四
号
）
も
の
で
あ
り
、
相
続
が
な
か
っ
 
 

た
な
ら
ば
負
担
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
相
続
に
よ
る
現
実
の
財
産
 
 

か
ら
減
殺
さ
れ
る
べ
き
要
因
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

C
 
次
に
、
沿
革
か
ら
こ
れ
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の
義
務
に
、
こ
の
よ
う
 
 

な
制
限
が
な
さ
れ
た
の
ほ
昭
和
二
二
年
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
受
け
 
 

た
利
益
」
は
、
「
そ
の
者
が
納
税
義
務
者
と
し
て
納
付
し
た
又
は
納
付
す
べ
 
 

き
税
額
姦
除
し
た
金
撃
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
警
負
 
 

担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
続
前
よ
り
貧
し
く
な
る
の
で
は
、
い
わ
ゆ
る
応
能
 
 
 



負
担
の
原
則
に
反
す
る
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
い
た
も
の
と
思
ゎ
れ
る
。
こ
の
 
 

趣
旨
は
、
相
続
税
の
課
税
体
系
が
遺
産
額
得
税
体
系
と
な
っ
た
後
も
責
任
を
 
 

（
2
2
）
 
 

加
重
す
る
な
ん
ら
の
根
拠
も
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
現
行
法
に
お
い
て
も
 
 

同
様
で
あ
る
と
考
え
る
ペ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

そ
う
だ
と
す
る
と
、
「
受
け
た
利
益
の
価
額
」
と
は
、
相
続
財
産
の
滅
設
 
 

要
因
で
あ
る
相
続
和
訂
除
し
た
額
で
あ
る
と
解
す
ぺ
き
で
あ
る
。
 
 
 

d
 
租
税
法
に
お
い
て
義
覇
額
を
制
限
す
る
も
の
と
し
て
、
「
受
け
た
利
 
 

益
」
を
規
定
し
て
い
る
も
の
に
は
、
こ
の
相
続
税
法
の
規
撃
徴
収
法
三
九
 
 

条
の
娩
定
と
が
あ
る
。
徽
収
法
三
九
条
に
規
定
す
る
親
族
等
特
殊
関
係
者
の
 
 

義
務
額
で
あ
る
「
受
け
た
利
益
」
に
つ
い
て
は
、
「
そ
の
物
の
譲
受
け
の
た
 
 

め
に
支
払
っ
た
費
用
お
よ
び
こ
れ
に
摂
す
る
も
の
の
う
ち
、
そ
の
物
の
譲
受
 
 

け
と
直
接
関
係
あ
る
も
の
の
額
（
例
、
贈
与
税
等
）
」
は
控
除
す
る
も
の
と
 
 

（
2
5
）
 
 

解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
義
萄
額
を
受
け
た
利
益
に
閻
隈
し
て
い
る
点
で
 
 

共
通
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
統
一
的
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

e
 
こ
の
よ
う
に
、
利
益
の
概
念
、
こ
の
義
預
の
沿
革
、
類
似
規
定
を
考
察
 
 

し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
義
務
の
「
受
け
た
利
益
の
価
額
」
と
は
、
相
続
に
よ
 
 

り
受
け
た
療
極
財
産
の
価
額
か
ら
、
消
極
財
産
の
価
額
と
そ
の
相
続
に
よ
る
 
 

財
産
取
得
に
直
接
関
係
あ
る
も
の
の
額
（
そ
の
代
表
と
し
て
、
相
続
に
よ
り
課
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

さ
れ
る
相
続
税
額
）
と
を
控
除
し
た
額
で
あ
る
と
解
す
の
が
妥
当
で
あ
る
。
 
 
 

囲
 
以
上
考
察
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
前
述
㈹
で
述
べ
た
よ
う
な
連
帯
で
あ
 
 

る
と
解
す
る
こ
と
は
、
文
理
か
ら
み
て
も
、
こ
の
義
務
の
沿
革
か
ら
み
て
 
 

も
、
ま
た
、
法
的
性
質
か
ら
み
て
も
妥
当
す
る
し
、
さ
ら
に
こ
の
「
連
帯
納
 
 

付
の
責
」
は
責
任
だ
け
を
負
う
の
で
は
な
く
、
債
務
を
伴
う
納
付
義
務
、
つ
 
 

ま
り
、
連
帯
納
税
義
務
と
解
す
る
こ
と
（
ニ
の
伺
参
照
）
が
、
通
則
法
の
体
 
 

系
に
も
最
も
適
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
ぅ
。
 
 
 

N
 
そ
う
す
る
と
、
こ
の
義
務
の
形
態
は
、
「
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
 
 

当
す
る
金
額
」
が
、
他
の
相
続
人
等
の
相
続
税
額
お
よ
び
そ
の
附
帯
税
額
の
 
 

合
計
額
を
超
え
る
場
合
は
、
通
常
の
連
帯
債
務
と
同
一
の
形
態
と
な
り
、
こ
 
 

れ
を
超
え
な
い
場
合
は
、
債
務
額
の
異
な
る
連
帯
の
形
態
と
な
る
。
こ
れ
を
 
 

具
体
的
に
示
し
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
 
 
 

a
 
「
受
け
た
利
益
の
価
績
に
相
当
す
る
金
額
」
が
、
他
の
相
続
人
等
の
 
 

相
続
税
額
お
よ
び
そ
の
附
帯
税
額
の
合
計
額
を
超
え
る
場
合
 
 
 

〔
設
例
〕
 
相
続
人
S
・
A
・
B
・
C
 
 

（
相
続
税
額
）
 
（
相
続
財
産
額
）
 
（
受
け
た
利
益
の
価
額
）
 
 

S
 
 
 

一
五
万
円
 
 

A
 
 
 

一
〇
万
円
 
 

九
五
万
円
 
 

六
〇
万
円
 
 

二
八
三
 
 
 

八
〇
万
円
 
 

五
〇
万
円
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

R
 
 

一
〇
万
円
 
 

六
〇
万
円
 
 

五
〇
万
円
 
 
 

C
 
 
 
一
〇
万
円
 
 

六
〇
万
円
 
 

五
〇
万
円
 
 
 

何
 
S
は
他
の
相
続
人
A
・
B
・
C
の
相
続
税
額
お
よ
び
そ
の
延
滞
税
 
 

額
、
つ
ま
り
、
A
の
一
〇
万
円
お
よ
び
そ
の
延
滞
税
、
B
の
一
〇
万
円
お
よ
 
 

び
そ
の
延
滞
税
な
ら
び
に
C
の
一
〇
万
円
お
よ
び
そ
の
延
滞
税
の
そ
れ
ぞ
れ
 
 

に
つ
い
て
、
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
八
〇
万
円
を
限
度
と
し
 
 

て
連
帯
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
結
局
A
・
B
・
C
の
相
続
税
の
本
税
各
二
〇
 
 

万
円
計
三
〇
万
円
と
そ
の
延
滞
税
の
計
と
の
合
計
額
に
つ
い
て
連
帯
す
る
こ
 
 

と
と
な
る
。
 
 
 

次
に
、
S
の
相
続
税
一
五
万
円
お
よ
び
そ
の
延
滞
税
に
つ
い
て
は
、
A
ほ
 
 

そ
の
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
五
〇
万
円
を
限
度
と
し
て
、
つ
 
 

ま
り
、
S
の
相
続
税
の
全
額
に
つ
い
て
連
帯
す
る
こ
と
に
な
る
。
B
●
C
も
 
 

A
と
同
様
に
S
の
相
続
税
の
全
額
に
つ
い
て
連
帯
す
る
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

㈲
 
以
下
、
A
・
B
・
C
そ
れ
ぞ
れ
と
他
の
相
続
人
と
の
関
係
も
上
述
し
 
 

た
と
こ
ろ
と
同
じ
で
あ
る
。
 
 
 

㈹
 
こ
の
よ
う
な
連
帯
納
税
義
務
は
、
通
常
の
連
帯
債
務
と
異
な
る
も
の
 
 

で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
前
述
（
ニ
の
い
）
し
た
連
帯
債
務
の
例
を
と
れ
 
 

ば
、
乙
・
丙
ほ
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
万
円
と
七
〇
万
円
と
の
債
務
に
つ
き
連
帯
し
 
 

二
八
四
 
 

て
お
り
、
そ
の
負
担
部
分
は
、
特
約
が
な
い
と
す
れ
ば
乙
お
よ
び
丙
の
受
益
 
 

へ
2
6
）
 
 

の
割
合
に
よ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
、
三
〇
万
円
の
連
帯
債
務
に
つ
い
て
は
乙
 
 

が
「
丙
が
零
で
あ
り
、
七
〇
万
円
の
連
帯
債
務
に
つ
い
て
は
乙
が
零
、
丙
 
 

が
一
で
あ
る
と
い
う
関
係
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
の
も
と
に
、
総
額
で
 
 

は
乙
お
よ
び
丙
は
、
い
ず
れ
も
盲
万
円
の
違
帯
債
務
を
負
っ
て
い
る
と
考
え
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

如
 
こ
れ
を
前
記
設
例
の
相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
あ
て
は
め
て
み
る
 
 

と
、
S
の
相
続
税
一
五
万
円
お
よ
び
そ
の
延
滞
税
に
つ
い
て
は
、
S
●
A
■
 
 

B
・
C
が
連
帯
納
税
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
S
は
相
続
 
 

税
法
の
規
定
に
よ
り
実
質
的
に
相
続
税
を
負
担
す
べ
き
納
税
義
務
者
で
あ
 
 

り
、
A
．
B
・
C
の
連
帯
納
税
義
務
は
前
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
保
証
の
実
 
 

（
2
7
）
 
 

質
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
義
務
の
負
担
部
分
は
、
S
空
、
 
 

A
・
B
・
C
は
そ
れ
ぞ
れ
零
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
S
は
受
け
た
 
 

利
益
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
を
限
度
と
し
て
A
・
B
・
C
の
相
続
税
額
お
 
 

よ
び
そ
の
延
滞
税
額
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
連
帯
納
税
義
裔
を
負
っ
て
い
る
が
、
 
 

そ
の
負
担
部
分
は
、
前
述
し
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
S
が
零
、
A
・
B
・
C
が
 
 

そ
れ
ぞ
れ
一
で
あ
る
と
い
え
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
関
係
の
も
と
に
、
S
は
総
額
で
四
五
万
円
と
そ
の
延
滞
税
と
 
 
 



何
 
S
は
他
の
相
続
人
A
・
B
・
C
の
相
続
税
額
お
よ
び
そ
の
延
滞
税
額
 
 

に
つ
い
て
、
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
一
五
万
円
を
限
度
と
し
 
 

て
連
帯
す
る
と
い
う
債
務
額
の
異
な
る
連
帯
と
な
る
。
こ
の
よ
．
う
な
連
帯
 
 

ほ
、
前
述
（
第
三
の
1
の
田
の
イ
）
し
た
よ
う
に
債
務
額
の
等
し
い
範
囲
で
 
 

連
帯
関
係
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
A
・
B
・
C
の
相
続
税
の
 
 

本
税
の
計
三
〇
万
円
と
そ
の
延
滞
税
の
計
と
の
合
計
額
の
う
ち
、
連
帯
に
な
 
 

る
の
は
一
五
万
円
に
相
当
す
る
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

．
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

の
合
計
額
に
つ
い
て
連
帯
納
税
義
萄
を
負
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
わ
け
で
あ
 
 

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
一
個
の
連
帯
納
税
義
覇
で
は
な
く
て
、
数
個
の
連
帯
 
 

納
税
義
務
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

b
 
「
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
」
が
、
他
の
相
続
人
等
の
相
 
 

続
税
額
お
よ
び
そ
の
附
帯
税
額
の
合
計
額
よ
り
小
さ
い
場
合
 
 
 

〔
設
例
〕
 
相
続
人
S
・
A
・
B
・
C
 
 

（
相
続
税
額
）
 
 

S
 
 
 

一
五
万
円
 
 

A
 
 
 

一
〇
万
円
 
 

B
 
 
 

一
〇
万
円
 
 

C
 
 
 

一
〇
万
円
 
 

（
相
続
財
産
額
）
 
 

三
〇
万
円
 
 

二
〇
万
円
 
 

二
〇
万
円
 
 

二
〇
万
円
 
 （

受
け
た
利
益
の
価
額
）
 
 

一
五
万
円
 
 

一
〇
万
円
 
 

一
〇
万
円
 
 

一
〇
万
円
 
 

こ
の
一
五
万
円
の
部
分
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
A
の
一
〇
万
円
、
B
の
一
 
 

〇
万
円
お
よ
び
C
の
一
〇
万
円
に
対
応
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
連
 
 

帯
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
抽
象
的
に
は
、
A
・
B
・
C
の
債
務
額
の
割
 
 

合
で
連
帯
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

次
に
、
S
の
相
続
税
一
五
万
円
に
つ
い
て
は
、
A
は
そ
の
受
け
た
利
益
の
 
 

価
額
に
相
当
す
る
金
額
一
〇
万
円
を
限
度
と
し
て
、
S
の
相
続
税
一
五
万
円
 
 

に
対
応
す
る
部
分
に
つ
い
て
連
帯
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
B
・
C
も
A
と
 
 

同
様
で
あ
る
。
こ
の
道
帯
関
係
は
、
前
述
（
㈹
）
し
た
よ
う
に
、
S
と
A
・
 
 

S
と
B
・
S
と
C
間
の
連
帯
で
あ
っ
て
、
A
・
B
・
C
の
そ
れ
ぞ
れ
の
閤
に
 
 

は
連
帯
関
係
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

㈲
 
以
下
、
A
・
B
・
C
そ
れ
ぞ
れ
と
他
の
相
続
人
と
の
関
係
も
上
述
し
 
 

た
と
こ
ろ
と
同
じ
で
あ
る
。
 
 
 

何
 
こ
の
よ
う
に
、
債
務
額
が
受
け
た
利
益
の
価
額
に
制
限
さ
れ
等
し
い
 
 

額
の
範
囲
で
連
帯
関
係
を
生
ず
る
と
い
う
点
を
除
い
て
は
、
a
の
場
合
と
そ
 
 

の
関
係
は
同
一
で
あ
る
。
 
 

C
 
他
の
相
続
人
等
の
相
続
税
額
の
ぅ
ち
に
、
延
納
税
額
が
あ
る
場
合
 
 
 

弼
 
相
続
税
の
延
納
は
、
そ
の
納
期
限
を
延
納
期
限
ま
で
延
期
し
た
も
の
 
 

（
2
8
）
 
 

と
解
さ
れ
る
。
こ
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
相
続
税
債
務
の
存
在
を
前
経
と
し
 
 

二
八
五
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

こ
れ
に
依
拠
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
（
第
二
の
2
の
㈲
の
ロ
参
照
）
か
 
 

ら
、
そ
れ
が
連
帯
す
る
相
続
税
債
務
の
内
容
・
態
様
よ
り
も
重
い
負
担
と
な
 
 

（
2
9
）
 
 

る
こ
と
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
延
納
に
か
か
る
相
続
税
に
つ
い
 
 

て
の
こ
の
義
務
の
納
期
限
は
、
延
納
期
限
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
 
 
 

㈲
 
そ
う
だ
と
す
る
と
、
延
納
以
外
の
相
続
税
に
つ
い
て
の
連
帯
納
税
義
 
 

務
と
延
納
に
か
か
る
相
続
税
に
つ
い
て
の
連
帯
納
税
義
務
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
 
 

納
期
限
の
異
な
る
租
税
債
務
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
延
納
以
 
 

外
の
も
の
と
延
納
の
も
の
と
に
応
じ
て
前
述
し
た
a
ま
た
は
b
の
形
態
に
な
 
 

（
3
0
）
 
 

る
も
の
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

出
 
違
帯
納
税
義
預
の
効
力
（
一
人
に
つ
き
生
じ
た
効
力
）
 
 
 

上
述
し
た
よ
う
な
連
帯
関
係
の
も
と
に
お
け
る
効
力
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
 
 

は
、
国
の
債
権
管
理
上
問
題
と
な
る
一
人
に
つ
き
生
じ
た
事
由
の
効
力
に
限
 
 

定
し
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

イ
 
納
付
（
弁
済
）
 
 
 

連
帯
納
税
義
覇
者
の
一
人
の
納
付
は
、
他
の
連
帯
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
 
 

も
絶
対
的
効
力
を
生
ず
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
 
 

は
、
一
部
納
付
が
あ
っ
た
と
き
で
あ
る
。
 
 
 

S
 
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
が
、
他
の
相
続
人
等
の
相
続
 
 

二
八
六
 
 

税
額
お
よ
び
そ
の
附
帯
税
額
の
合
計
額
を
こ
え
る
場
合
 
前
記
設
例
a
の
場
 
 

合
に
、
S
が
三
〇
万
円
納
付
し
た
と
し
よ
う
。
 
 
 

a
 
S
は
一
五
万
円
の
自
己
の
相
続
税
お
よ
び
延
滞
税
（
こ
こ
で
は
、
計
 
 

算
の
簡
易
化
の
た
竺
二
万
円
と
す
る
。
）
と
三
〇
万
円
の
連
帯
納
税
義
務
と
を
 
 

有
し
て
い
る
の
に
、
S
の
納
付
額
は
絵
債
務
額
に
不
足
す
る
三
〇
万
円
で
あ
 
 

る
か
ら
、
い
ず
れ
の
納
付
に
充
て
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
弁
済
の
充
当
に
つ
 
 

．
い
て
は
、
本
税
と
そ
の
延
滞
税
と
の
間
の
関
係
は
、
通
則
法
六
二
条
二
項
に
 
 

塊
定
さ
れ
て
い
る
が
、
数
個
の
租
税
債
務
が
あ
る
と
き
の
関
係
は
、
租
税
法
 
 

上
な
ん
ら
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
 
 
 

私
法
上
の
債
務
に
つ
い
て
は
、
弁
済
の
充
当
の
規
定
が
あ
り
、
こ
の
規
定
 
 

は
、
「
両
当
事
者
の
立
場
を
考
慮
し
て
公
平
妥
当
な
標
準
を
定
め
た
も
の
で
あ
 
 
 

（
3
1
）
 
 

る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
租
税
債
務
も
前
述
（
第
一
）
し
 
 

た
よ
う
に
金
銭
債
務
で
あ
り
、
そ
の
点
、
私
法
上
の
債
務
と
共
通
性
を
有
し
 
 

て
い
る
か
ら
、
こ
の
「
公
平
妥
当
な
標
準
を
定
め
た
」
規
定
を
類
推
適
用
す
 
 

（
3
2
）
 
 

べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 

へ
3
3
）
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
納
税
者
の
指
定
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
よ
り
、
指
定
が
な
い
と
 
 

き
は
国
に
お
い
て
弁
済
の
充
当
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
充
当
に
あ
た
っ
 
 

て
は
、
法
定
充
当
の
規
定
が
最
も
公
平
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
を
 
 
 



類
推
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

前
記
の
三
〇
万
円
に
つ
い
て
、
S
の
措
定
が
な
か
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
 
 

い
ず
れ
も
弁
済
期
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
「
債
海
老
ノ
為
メ
ニ
弁
済
ノ
 
 

利
益
多
キ
モ
ノ
ヲ
先
ニ
ス
」
 
（
民
法
四
八
九
条
三
号
）
と
の
規
定
に
よ
る
こ
 
 

と
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
場
合
、
弁
済
の
利
益
多
き
も
の
は
、
自
己
 
 

の
相
続
税
一
五
万
円
お
よ
び
そ
の
延
滞
税
三
万
円
の
方
で
あ
る
。
な
ん
と
な
 
 

れ
は
、
三
〇
万
円
の
連
帯
義
潜
額
は
負
担
部
分
が
零
で
あ
り
、
こ
れ
を
弁
済
 
 

す
る
と
き
は
、
求
償
権
を
行
使
し
て
出
掲
を
回
復
す
る
煩
を
忍
ば
ね
ば
な
ら
 
 

な
い
の
に
対
し
、
一
五
万
円
の
相
続
税
ほ
納
税
義
務
者
と
し
て
自
己
の
負
担
 
 

す
べ
き
義
務
で
あ
り
、
こ
れ
を
弁
済
し
な
い
と
き
は
、
延
滞
税
を
課
さ
れ
る
 
 

（
3
4
）
 
 

こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
S
の
納
付
し
た
三
〇
万
円
に
つ
 
 

い
て
は
、
ま
ず
、
S
の
相
続
税
額
の
一
五
万
円
に
、
次
に
、
そ
の
延
滞
税
額
 
 

の
三
万
円
に
、
次
い
で
、
連
帯
義
務
額
の
三
〇
万
円
の
う
ち
の
一
二
万
円
に
 
 

充
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、
納
税
者
の
意
思
に
も
適
合
す
る
も
の
 
 

と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

b
一
五
万
円
の
S
の
相
続
税
額
の
納
付
に
よ
り
、
こ
れ
と
連
帯
す
る
A
 
 

・
B
・
C
の
義
務
額
が
消
滅
す
る
。
ま
た
、
三
万
円
の
S
の
相
続
税
の
延
滞
 
 

税
の
納
付
に
よ
り
、
こ
れ
と
連
帯
す
る
A
・
B
・
C
の
義
務
額
が
消
滅
す
る
。
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

C
一
二
万
円
の
連
帯
納
税
義
務
額
の
納
付
に
よ
り
、
S
が
連
帯
し
て
い
 
 

る
A
・
B
・
C
の
相
続
税
額
と
、
S
と
と
も
に
A
・
B
・
C
の
相
続
税
額
に
 
 

つ
き
連
帯
し
て
い
る
A
・
B
・
C
の
義
帝
額
も
消
滅
す
る
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
二
万
円
が
、
A
・
B
・
C
の
相
続
税
額
に
対
応
す
る
S
 
 

の
義
肇
額
の
ど
の
部
分
の
納
付
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
他
の
相
続
人
等
の
債
 
 

務
の
消
滅
額
に
差
異
が
生
ず
る
。
納
税
者
の
指
定
が
あ
る
場
合
は
、
も
ち
ろ
 
 

ん
そ
れ
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
納
税
者
の
緒
定
が
な
い
場
合
に
は
、
前
述
し
 
 

た
よ
う
に
法
定
充
当
の
規
定
を
類
推
適
用
⊥
て
、
①
弁
済
期
が
同
一
で
あ
る
 
 

こ
と
、
㊥
い
ず
れ
も
連
帯
納
税
義
務
で
あ
っ
て
弁
済
の
利
益
も
同
一
で
あ
る
 
 

こ
と
か
ら
、
「
各
債
務
ノ
額
二
応
ジ
テ
」
 
（
民
法
四
八
九
条
四
号
）
充
当
す
 
 

べ
き
こ
と
と
な
ろ
う
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
S
の
据
定
が
な
か
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
義
務
額
の
納
付
一
 
 

二
万
円
を
、
A
・
B
・
C
の
相
続
税
額
の
合
計
額
の
う
ち
に
占
め
る
割
合
（
各
 
 

三
分
の
一
）
で
あ
ん
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
義
務
額
の
納
付
に
充
て
る
こ
と
 
 

と
な
る
。
つ
ま
り
、
A
の
相
続
税
に
つ
い
て
の
連
帯
分
に
四
万
円
充
て
る
こ
 
 

と
に
よ
っ
て
、
A
の
相
続
税
額
が
四
万
円
消
滅
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
連
 
 

帯
し
て
い
る
B
・
C
の
連
帯
納
税
義
務
も
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
B
・
C
 
 

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
こ
の
結
果
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
 
 

二
八
七
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

S
 
 

C
 
 
 

B
 
 

A
 
 

（
相
 
続
 
税
 
額
）
 
○
万
円
 
六
万
円
 
六
万
円
 
六
万
円
 
 
 

（
連
帯
納
税
義
務
額
）
一
八
万
円
一
二
万
円
一
二
万
円
一
二
万
円
 
 
 

0
0
 
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
が
、
他
の
相
続
人
等
の
相
続
 
 

税
額
お
よ
び
そ
の
附
帯
税
額
の
合
計
額
よ
り
小
さ
い
場
合
 
前
記
設
例
b
の
 
 

場
合
に
S
が
三
〇
万
円
納
付
し
た
と
し
よ
う
。
 
 
 

a
 
S
の
三
〇
万
円
の
納
付
は
、
自
己
の
相
続
税
額
の
一
五
万
円
お
よ
び
 
 

そ
の
延
滞
税
三
万
円
と
連
帯
納
税
義
簡
額
の
一
二
万
円
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
 
 

は
、
S
の
a
と
同
じ
で
あ
る
。
 
 
 

b
 
ま
た
、
S
の
相
続
税
一
五
万
円
の
納
付
に
よ
り
、
こ
れ
と
連
帯
す
る
 
 

A
・
B
・
C
の
義
肇
額
が
消
滅
す
る
こ
と
ほ
、
S
の
b
と
同
じ
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
A
・
B
・
C
は
S
の
相
続
税
額
の
一
部
だ
け
を
連
帯
し
、
そ
 
 

れ
と
と
も
に
S
以
外
の
相
続
人
の
相
続
税
額
を
も
連
帯
し
て
い
る
の
で
あ
る
 
 

か
ら
、
S
の
納
付
に
よ
り
、
A
・
B
・
C
の
連
帯
納
税
義
務
が
す
べ
て
消
波
 
 

し
て
し
ま
う
と
解
す
る
と
、
こ
の
義
務
の
債
権
強
化
・
履
行
担
保
の
目
的
が
 
 

達
せ
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
債
務
額
の
異
な
る
連
帯
に
つ
い
て
、
一
人
の
弁
済
の
効
力
は
 
 

ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
債
務
全
額
 
 

二
八
八
 
 

に
つ
い
て
未
払
額
が
あ
る
限
り
、
自
己
の
負
担
す
る
債
務
額
を
弁
済
す
る
責
 
 

（
3
5
）
 
 

を
免
れ
な
い
。
」
と
解
す
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
主
た
る
債
務
者
の
 
 

債
務
の
一
部
保
証
に
つ
い
て
は
、
特
に
明
示
さ
れ
な
い
限
り
、
こ
れ
は
、
「
債
 
 

務
の
残
額
の
あ
る
限
り
、
そ
の
額
ま
で
は
弁
済
の
茸
に
任
ず
る
も
の
で
、
主
た
 
 

る
債
務
が
保
証
の
額
以
下
に
稀
少
し
た
と
き
ほ
、
保
証
人
の
責
任
も
そ
の
額
 
 

（
3
6
）
 
 

ま
で
縮
少
す
る
と
い
う
も
の
」
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
覇
は
債
権
の
効
力
を
強
化
し
、
租
税
債
萄
の
履
行
 
 

を
担
保
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
共
同
相
続
人
の
相
続
税
全
額
の
納
付
を
確
実
 
 

に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
趣
旨
か
ら
み
て
、
前
述
の
保
証
と
同
 
 

様
に
、
連
帯
し
て
い
る
相
続
税
債
務
の
総
額
が
残
存
す
る
限
り
、
「
受
け
た
 
 

利
益
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
」
の
範
囲
に
お
い
て
、
消
滅
し
な
い
と
解
す
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
A
に
つ
い
て
い
え
ほ
、
S
の
一
五
万
円
と
B
・
C
の
各
一
 
 

〇
万
円
と
の
合
計
三
五
万
円
の
債
鶉
の
残
存
す
る
限
り
、
そ
の
残
存
す
る
範
 
 

囲
に
お
い
て
は
、
な
お
連
帯
納
税
義
務
は
消
滅
し
な
い
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

C
一
二
万
円
の
連
帯
納
税
義
務
額
の
納
付
に
よ
り
、
S
が
連
帯
し
て
い
 
 

る
A
・
B
・
C
の
相
続
税
額
お
よ
び
S
と
と
も
に
A
・
B
・
C
の
相
続
税
額
 
 

に
つ
き
連
帯
し
て
い
る
A
・
B
・
C
の
義
務
額
も
消
滅
す
る
こ
と
は
、
S
の
 
 
 



ロ
 
還
付
金
等
の
充
当
 
 
 

還
付
金
等
の
充
当
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
国
税
の
納
付
が
あ
っ
た
こ
と
に
 
 

な
る
か
ら
、
イ
と
同
じ
で
あ
る
。
 
 
 

ハ
 
時
効
消
滅
 
 
 

S
 
時
効
に
よ
り
連
帯
納
税
義
務
者
の
一
人
に
つ
き
租
税
債
務
が
消
滅
し
 
 

た
と
き
は
、
民
法
四
三
九
条
の
準
用
に
よ
り
、
そ
の
者
の
負
担
部
分
転
つ
き
、
 
 

他
の
連
帯
納
税
義
務
者
も
債
務
を
免
れ
る
こ
と
と
な
る
（
通
則
法
八
条
）
。
 
 
 

伺
 
前
述
し
た
よ
う
に
、
他
の
相
続
人
等
の
相
続
税
に
つ
い
て
の
連
帯
納
 
 

税
義
務
の
負
担
部
分
は
零
で
あ
る
。
 
 
 

㈹
 
前
記
設
例
a
の
場
合
、
S
の
粗
税
債
肇
が
時
効
に
よ
り
消
滅
し
た
と
 
 

し
よ
ら
ノ
。
 
 

a
 
S
の
自
己
の
相
続
税
額
が
消
滅
す
る
と
、
S
と
A
・
B
・
C
と
の
連
 
 

帯
関
係
に
お
い
て
は
、
S
の
負
担
部
分
は
一
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
絶
対
的
効
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

C
と
同
じ
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
結
果
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
 
 

S
 
 

（
相
 
続
 
税
 
額
）
 
○
万
円
 
 
六
万
円
 
 

（
連
帯
納
税
義
務
額
）
 
三
万
円
一
〇
万
円
 
 

六
万
円
 
 
六
万
円
 
 

一
〇
万
円
一
〇
万
円
 
 

B
 
 

C
 
 

力
に
よ
り
、
S
の
相
続
税
額
に
つ
き
連
帯
し
て
い
る
A
・
B
・
C
の
連
帯
納
 
 

税
義
務
が
消
滅
す
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
、
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
当
す
 
 

る
金
額
が
他
の
相
続
人
等
の
相
続
税
額
よ
り
小
さ
い
場
合
の
連
帯
関
係
に
お
 
 

い
て
は
、
前
述
（
イ
の
何
の
b
）
し
た
よ
う
に
、
連
帯
し
て
い
る
相
続
税
債
 
 

務
の
総
額
が
残
存
す
る
範
囲
に
お
い
て
は
消
滅
し
な
い
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

b
 
S
の
連
帯
納
税
義
務
が
消
滅
し
て
も
、
そ
の
負
担
部
分
は
零
で
あ
る
 
 

か
ら
、
A
・
B
・
C
の
相
続
税
債
萄
に
ほ
何
ら
影
響
が
な
い
。
 
 

ニ
租
税
債
務
の
免
除
 
 
 

連
帯
納
税
義
務
者
の
一
人
に
つ
き
租
税
債
務
の
免
除
が
あ
っ
た
と
き
は
、
 
 

民
法
四
三
七
条
の
準
用
に
よ
り
、
そ
の
者
の
負
担
部
分
に
つ
き
、
他
の
連
帯
 
 

納
税
義
務
者
も
債
務
を
免
れ
る
こ
と
と
な
る
（
通
則
法
八
条
）
。
し
た
が
っ
 
 

て
、
ハ
の
時
効
消
滅
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
 
 
 

ホ
 
課
税
坂
消
し
 
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
頚
は
、
特
定
の
老
に
つ
い
て
の
租
税
債
萄
の
成
立
 
 

を
前
提
要
件
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
租
税
債
務
が
成
立
し
て
 
 

い
な
け
れ
ば
義
務
も
成
立
し
な
い
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
課
税
 
 

の
取
消
し
が
、
他
の
連
帯
納
税
義
預
者
の
義
務
額
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
 
 
 

（
3
7
）
 
 

な
る
。
 
 

二
八
九
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

へ
 
請
 
 
 
求
 
 
 

連
帯
納
税
義
務
者
の
一
人
に
対
す
る
履
行
の
請
求
は
、
民
法
四
三
四
条
の
 
 

準
用
に
よ
り
、
他
の
連
帯
納
税
義
務
者
に
対
し
て
も
そ
の
効
力
を
生
ず
る
こ
 
 

と
と
な
る
（
通
則
法
八
条
）
。
租
税
法
に
お
い
て
、
相
続
税
に
つ
き
履
行
請
求
 
 

の
効
果
を
有
す
る
行
為
は
督
促
で
あ
る
。
し
か
し
、
督
促
は
差
押
の
前
提
要
 
 

件
（
通
則
法
四
〇
条
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
履
行
請
求
と
し
て
の
効
力
以
外
の
 
 

（
3
8
）
 
 

も
の
で
あ
る
か
ら
、
各
納
税
者
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
行
な
う
必
要
が
あ
る
。
 
 

し
た
が
っ
て
、
督
促
に
よ
る
請
求
の
効
力
が
問
題
と
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
 
 

わ
れ
る
。
 
 
 

ト
 
そ
の
他
の
事
由
 
 
 

以
上
に
述
べ
た
以
外
の
事
由
は
、
民
法
四
四
〇
条
の
準
用
に
よ
り
相
対
的
 
 

効
力
を
生
ず
る
に
と
ど
ま
る
（
通
則
法
八
条
）
。
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
 

（
2
）
 
 

（
3
）
 
 

（
4
）
 
 

（
5
）
 
 

「
国
税
速
報
」
七
一
七
号
昭
三
一
二
貢
。
 
 

「
国
税
徴
収
法
の
改
正
に
伴
う
管
理
事
務
の
処
理
要
靖
ご
昭
三
五
二
一
 
 

六
徴
管
二
－
〓
一
外
八
課
通
達
。
 
 

「
徴
収
法
基
本
通
達
」
三
〇
条
関
係
一
二
の
1
。
 
 

意
場
富
徳
郎
編
「
国
税
通
則
法
精
解
」
昭
三
八
一
六
七
頁
。
 
 

桜
井
四
郎
「
相
続
税
」
昭
二
画
一
九
四
頁
、
昭
三
二
二
二
「
税
制
 
 

二
九
〇
 
 

特
別
調
査
会
答
申
」
第
一
部
四
頁
。
 
 

（
6
）
 
於
保
不
二
雄
「
債
権
総
論
」
昭
三
三
一
八
四
、
二
三
一
1
二
一
四
 
 

頁
。
 
 

（
7
）
 
我
妻
栄
「
新
訂
債
権
総
論
」
昭
四
〇
 
四
三
〇
、
四
三
一
貫
、
西
村
信
 
 
 

雄
編
「
注
釈
民
法
1
1
」
昭
四
〇
 
〓
五
貢
。
 
 

（
8
）
 
我
妻
栄
「
前
掲
書
」
七
三
－
七
五
頁
、
於
保
不
二
雄
「
前
掲
書
」
七
 
 
 

一
、
七
二
貫
、
坂
本
雄
三
「
有
限
茸
任
諭
」
明
治
大
学
法
学
部
七
五
週
牢
 
 
 

記
念
論
文
集
三
八
四
頁
以
下
、
磯
村
暫
「
債
務
と
茸
任
」
民
法
演
習
（
債
 
 
 

権
）
八
貫
以
下
。
 
 

（
9
）
 
加
藤
正
治
「
債
務
卜
責
任
」
法
協
≡
三
巻
五
号
大
四
 
〓
○
、
一
一
 
 
 

一
貫
参
照
。
 
 

（
1
0
）
 
第
二
章
第
二
の
3
の
は
の
ロ
の
S
、
本
章
第
三
の
1
の
∽
の
イ
。
 
 

（
1
1
）
 
我
妻
栄
「
前
掲
審
」
七
五
頁
は
、
「
一
定
額
を
限
度
と
す
る
有
限
責
任
 
 
 

は
、
債
務
も
と
も
に
制
限
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
、
現
行
法
の
理
 
 
 

論
的
構
成
に
一
層
適
す
る
。
」
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
1
2
）
 
な
ん
と
な
れ
ば
、
負
担
部
分
が
割
合
だ
と
す
る
と
、
一
部
弁
済
に
応
じ
 
 
 

た
割
合
に
よ
り
、
負
担
部
分
の
履
行
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
か
ら
 
 
 

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
納
税
者
の
意
思
に
も
適
合
し
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
 
 
 

延
滞
税
に
つ
い
て
も
、
不
利
益
と
な
ろ
う
。
 
 

（
1
3
）
 
志
場
菩
徳
郎
編
「
前
掲
書
」
一
六
七
頁
は
、
「
連
帯
納
付
責
任
者
が
相
 
 
 

続
等
に
よ
り
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
を
限
度
と
し
て
…
全
 
 
 

員
が
そ
れ
ぞ
れ
納
付
す
べ
き
額
に
つ
い
て
互
に
連
帯
し
て
納
付
す
る
責
任
 
 
 

を
有
す
る
も
の
」
で
あ
る
か
ら
、
特
別
な
責
任
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 



（
1
4
）
 
「
新
法
律
学
辞
典
」
昭
三
六
 
五
六
五
、
五
六
六
頁
参
照
。
な
お
、
た
 
 
 

と
え
ば
、
民
法
七
〇
九
条
、
商
法
二
三
粂
、
二
六
条
等
の
「
真
二
任
ス
」
 
 
 

は
、
債
務
を
負
わ
せ
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
債
務
 
 
 

な
き
責
任
は
、
い
わ
ゆ
る
物
的
有
限
責
任
で
あ
る
。
 
 

（
1
5
）
 
「
徴
収
法
基
本
通
達
」
t
ニ
○
条
関
係
二
の
3
、
志
場
喜
徳
郎
編
「
前
掲
 
 
 

書
」
 
〓
ハ
七
貢
。
 
 

（
1
6
）
 
滞
納
処
分
ほ
、
国
民
の
財
産
権
の
侵
害
を
本
来
そ
の
内
容
と
す
る
も
の
 
 
 

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
関
す
る
法
律
上
の
根
拠
に
基
づ
い
て
だ
け
認
め
ら
 
 
 

れ
、
法
律
に
定
め
る
手
続
に
よ
っ
て
だ
け
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
 
 
 

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
田
中
二
郎
「
行
政
法
総
論
」
昭
三
t
一
三
八
〇
、
 
 
 

三
八
一
頁
、
園
部
敏
「
行
政
手
続
」
現
代
の
行
政
所
収
昭
四
〇
一
一
八
 
 
 

1
一
二
〇
頁
）
。
 
 

（
1
7
）
 
河
沼
高
輝
「
現
行
相
続
墟
法
釈
義
」
昭
三
 
三
五
頁
、
平
田
敬
一
郎
 
 

「
相
続
税
法
詭
義
案
」
昭
一
七
 
七
五
頁
。
 
 

（
1
8
）
 
「
徴
収
法
基
本
通
達
」
三
〇
条
関
係
一
四
の
設
例
参
照
。
 
 

（
1
9
）
 
「
相
続
税
法
基
本
通
達
」
一
九
一
、
自
崎
浅
書
「
最
新
相
続
税
法
解
 
 
 

説
」
昭
四
〇
 
二
二
〇
頁
。
 
 

（
2
0
）
 
末
川
博
「
民
法
に
お
け
る
特
殊
問
題
の
研
究
」
昭
二
 
五
二
七
、
五
二
 
 
 

八
頁
、
松
坂
佐
一
「
事
務
管
理
・
不
当
利
得
」
昭
三
二
一
〇
≡
頁
、
我
 
 
 

妻
栄
編
「
判
例
コ
ソ
メ
ソ
タ
ー
ル
事
務
管
理
、
不
当
利
得
、
不
法
行
為
」
 
 
 

昭
三
八
 
五
九
、
六
〇
頁
、
我
妻
栄
「
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
 
 
 

為
」
昭
一
七
 
型
一
頁
、
鳩
山
秀
夫
「
債
権
各
論
」
七
八
三
頁
。
 
 

（
2
1
）
 
「
改
正
相
続
税
法
の
取
扱
に
つ
い
て
」
昭
二
二
・
七
二
〇
蔵
税
二
〇
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

八
五
号
。
 
 

（
2
2
）
 
泉
莫
之
松
「
相
続
税
，
富
裕
税
の
実
務
」
昭
t
宍
一
八
五
頁
。
 
 

（
2
3
）
 
こ
の
相
続
税
に
は
、
附
帯
税
は
含
ま
れ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
附
 
 
 

帯
税
は
相
続
人
の
納
付
遅
延
、
申
告
義
務
違
反
等
に
つ
い
て
課
さ
れ
る
も
 
 

の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

（
空
 
相
続
税
法
施
行
令
五
条
の
二
二
項
二
号
症
、
申
告
書
の
記
載
事
項
と
 
 
 

し
て
「
受
け
た
利
益
の
価
額
」
を
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
 
 
 

こ
れ
も
同
様
に
解
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
規
定
 
 
 

は
、
沿
革
的
に
は
相
続
人
等
の
納
付
す
べ
き
税
額
の
計
算
の
た
め
の
記
載
 
 
 

事
項
で
あ
り
、
計
算
の
容
易
性
と
い
う
要
請
に
よ
る
計
算
の
た
め
の
規
定
 
 
 

で
あ
る
か
ら
、
義
務
額
を
定
め
る
た
め
の
規
定
と
は
異
な
る
解
釈
も
成
り
 
 
 

立
つ
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
行
法
の
も
と
で
は
、
相
続
人
等
の
納
付
 
 
 

す
べ
き
税
額
は
、
通
則
法
五
重
一
項
の
規
定
に
よ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
 
 
 

の
規
定
は
、
連
帯
納
税
義
務
額
の
記
載
の
意
味
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
 
 

（
2
5
）
 
「
改
正
徴
収
法
基
本
通
達
」
三
九
条
関
係
1
6
の
囲
。
 
 

（
2
6
）
 
我
妻
栄
「
前
掲
書
」
四
三
一
、
四
三
二
頁
、
勝
本
正
晃
「
前
掲
菩
」
一
 
 
 

七
九
－
一
八
一
貢
、
於
保
不
二
雄
「
前
掲
書
」
二
一
四
頁
、
柚
木
馨
「
前
 
 
 

掲
書
」
三
七
貢
。
大
正
五
二
ハ
ニ
二
大
審
院
判
（
民
録
二
二
輯
一
〓
≡
 
 

頁
）
。
 
 

（
2
7
）
 
「
保
証
の
意
味
に
お
い
て
連
帯
債
務
を
負
担
し
た
る
者
の
如
き
は
、
負
 
 
 

担
部
分
を
有
せ
ざ
る
と
解
す
る
を
妥
当
」
と
さ
れ
て
い
る
（
我
襲
栄
「
前
 
 
 

掲
書
」
四
〇
五
頁
、
勝
本
正
晃
「
前
掲
書
」
一
八
〇
頁
、
椿
芳
夫
「
連
帯
 
 
 

債
務
」
総
合
判
例
研
究
叢
書
民
法
㈹
昭
三
五
一
〇
頁
）
。
 
 二

九
一
 
 
 



相
読
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

（
讐
 
桜
井
四
郎
「
前
掲
書
」
三
四
二
頁
、
志
場
喜
徳
郎
編
「
前
掲
書
」
九
八
 
 

頁
。
 
 

（
讐
 
特
定
の
債
務
の
在
存
を
前
提
要
件
と
す
る
債
務
と
し
て
は
、
併
存
的
債
 
 
 

務
引
受
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
引
受
当
時
の
原
債
務
の
状
態
を
標
 
 
 

準
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
範
囲
、
態
様
を
等
し
く
す
 
 
 

る
も
の
で
、
原
債
務
よ
り
重
い
負
担
を
負
う
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
 
 

（
宋
川
博
「
前
掲
書
」
九
六
1
一
〇
〇
頁
）
。
 
 

（
3
0
）
 
こ
れ
に
対
し
て
は
、
延
納
に
か
か
る
も
の
を
区
分
し
な
い
見
解
も
あ
り
 
 
 

ぅ
る
。
こ
れ
は
、
延
納
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
の
差
異
に
よ
る
の
で
あ
 
 

る
。
 
 

（
3
1
）
 
我
妻
栄
「
前
掲
書
」
二
八
五
貢
。
 
 

（
3
2
）
 
田
中
二
郎
「
行
政
法
総
論
」
昭
三
二
 
二
三
一
文
、
志
場
喜
徳
郎
編
 
 
 

「
前
掲
書
」
三
四
四
貢
、
個
中
二
郎
「
租
税
法
」
三
〇
頁
。
 
 

（
警
 
納
付
書
転
記
載
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
「
納
付
の
目
的
」
の
記
載
 
 
 

が
、
弁
済
充
当
の
指
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。
 
 

（
3
4
）
 
「
弁
済
ノ
利
益
多
キ
モ
ノ
」
と
は
、
「
債
務
者
の
負
担
を
除
去
す
る
の
 
 
 

利
益
多
き
も
の
の
こ
と
」
で
あ
る
と
、
と
か
れ
て
い
る
（
玉
田
弘
毅
「
弁
 
 
 

済
の
充
当
」
民
法
例
題
解
説
Ⅰ
人
六
書
。
そ
の
具
体
例
ど
し
て
は
、
前
 
 
 

掲
の
は
か
、
我
妻
栄
「
前
掲
書
」
二
八
八
頁
、
於
保
不
二
雄
「
前
掲
書
」
 
 
 

三
三
六
頁
、
≡
淵
乾
太
郎
「
弁
済
の
充
当
」
総
合
判
例
研
究
叢
書
民
法
∽
 
 
 

昭
三
三
 
六
九
貢
等
参
照
。
 
 

（
警
 
我
妻
栄
「
前
掲
書
」
四
〇
六
貫
、
西
村
信
雄
荷
「
注
釈
民
法
1
1
」
五
 
 
 

七
、
七
〇
頁
。
な
お
、
大
正
七
・
七
ニ
ー
天
審
院
判
（
民
録
二
四
輯
〓
ニ
 
 

二
九
二
 
 

三
八
貢
）
参
照
。
 
 

（
3
6
）
 
我
妻
栄
「
前
掲
書
」
四
六
七
貫
。
 
 

（
3
7
）
 
我
妻
栄
「
前
掲
書
」
四
〇
七
貢
は
、
「
当
事
者
が
あ
る
特
定
の
著
に
つ
 
 

い
て
連
帯
債
務
が
有
効
転
成
立
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
 
 

者
の
債
務
に
つ
い
て
の
無
効
取
消
し
は
、
条
件
と
し
た
者
の
債
務
を
成
立
 
 

せ
し
め
な
い
。
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 
 

（
3
8
）
 
志
場
喜
徳
郎
編
「
前
掲
書
」
一
六
八
頁
。
な
お
、
「
租
税
徴
収
制
度
調
 
 

査
会
第
一
七
回
速
記
録
」
四
八
景
田
中
発
言
で
は
、
「
‥
二
人
に
対
し
て
 
 

督
促
状
を
発
す
れ
ば
他
の
す
べ
て
の
者
に
効
力
が
及
ぶ
こ
と
と
さ
れ
て
お
 
 

り
、
従
来
の
行
政
裁
判
所
の
考
え
方
も
そ
れ
と
同
様
で
あ
っ
た
が
、
現
在
 
 

の
裁
判
所
で
ほ
次
第
に
変
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
」
と
い
わ
れ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

3
 
相
続
税
法
三
四
条
三
項
・
四
項
の
連
帯
納
税
義
務
の
形
態
と
効
力
 
 
 

旧
 
道
帯
納
税
義
務
の
形
態
 
 
 

イ
 
相
続
税
法
三
四
条
三
項
お
よ
び
四
項
は
、
「
…
し
た
者
は
、
」
…
「
…
し
 
 

た
老
（
納
税
義
務
者
）
の
…
贈
与
税
（
相
続
税
）
に
つ
い
て
…
連
帯
納
付
の
 
 

責
に
任
ず
る
ご
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
態
の
「
連
帯
」
 
 

で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
2
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
と
同
様
な
 
 

（
l
）
 
 

問
題
が
あ
る
。
 
 
 

ロ
 
義
務
の
形
態
の
考
察
 
 
 



こ
の
道
滞
納
税
義
務
の
形
態
は
、
2
の
連
帯
納
税
義
務
と
異
な
り
、
よ
り
 
 

単
純
な
形
態
で
あ
っ
て
、
2
で
考
察
し
た
こ
と
が
ほ
ぼ
あ
て
は
ま
る
。
以
 
 

下
、
相
続
税
法
三
四
条
四
項
の
義
務
を
中
心
と
し
て
者
察
す
る
。
 
 
 

S
 
贈
与
者
が
一
人
で
あ
る
と
き
ほ
、
原
則
と
し
て
、
通
常
の
連
帯
債
務
 
 

と
同
一
の
形
態
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
贈
与
税
が
二
〇
万
円
で
あ
る
と
す
る
 
 

と
、
贈
与
者
も
二
〇
万
円
の
連
帯
納
税
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
か
ら
、
受
贈
 
 

者
と
贈
与
者
と
は
連
帯
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
た
 
 

と
え
ば
、
乙
が
甲
か
ら
二
〇
万
円
の
消
費
貸
借
契
約
に
ょ
り
債
務
を
負
担
し
 
 

た
後
、
別
個
の
契
約
に
よ
り
丙
が
連
帯
す
る
と
い
う
場
合
と
同
じ
関
係
に
な
 
 

る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
関
係
は
輸
入
品
に
か
か
る
内
国
消
 
 

費
税
に
つ
き
、
納
税
義
務
者
と
税
関
貨
物
軍
政
人
と
が
負
う
連
帯
納
税
義
務
 
 

（
輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
に
関
す
る
法
律
二
〇
条
）
と
同
様
 
 

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
 
 

伺
 
贈
与
者
が
二
人
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
贈
与
税
の
一
部
を
連
帯
す
る
 
 

と
い
う
形
態
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
受
贈
者
A
の
贈
与
税
が
二
〇
万
円
で
、
贈
 
 

嘉
B
・
C
の
管
財
産
の
割
合
が
六
対
四
だ
と
し
た
場
B
ほ
一
二
 
 

万
円
、
C
は
八
万
円
の
連
帯
納
税
義
務
を
負
い
、
こ
の
関
係
は
、
債
務
額
の
異
 
 

な
る
遅
滞
債
務
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
B
は
A
の
二
〇
万
円
の
贈
与
税
の
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

ぅ
ち
一
二
万
円
の
部
分
を
連
帯
し
、
C
は
同
じ
く
八
万
円
の
部
分
を
連
帯
す
 
 

（
3
）
 
 

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

㈹
 
こ
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
保
証
の
実
質
を
有
し
、
ま
た
、
受
贈
者
が
 
 

相
続
税
法
の
親
定
に
ょ
り
、
実
質
的
に
贈
与
税
を
負
担
す
べ
き
納
税
義
務
者
 
 

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
負
担
部
分
は
、
2
の
連
帯
納
税
義
務
と
同
様
に
、
受
贈
 
 

者
が
一
、
贈
与
者
が
零
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

㈹
 
連
帯
納
税
義
務
の
効
力
（
一
人
に
つ
き
生
じ
た
事
由
の
効
力
）
 
 
 

こ
の
義
務
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
受
贈
者
か
ら
み
れ
ば
自
己
の
贈
与
税
 
 

に
つ
き
贈
与
者
が
連
帯
し
、
逆
に
贈
与
者
か
ら
み
れ
ば
他
の
者
町
贈
与
税
に
 
 

つ
き
連
帯
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
2
町
連
帯
納
税
義
務
の
単
純
な
形
態
で
 
 

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
2
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
て
 
 

は
ま
る
。
 
 
 

徴
収
法
基
本
通
達
は
、
「
一
方
的
連
帯
納
付
責
任
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
 
 

い
る
（
同
三
〇
条
関
係
二
の
4
）
 
 
 

贈
与
財
産
の
価
額
が
仮
り
に
贈
与
者
B
が
六
〇
万
円
、
同
C
が
四
〇
万
 
 

円
と
す
る
と
、
基
礎
控
除
前
の
課
税
価
格
は
一
〇
〇
万
円
と
な
る
か
ら
、
 
 

贈
与
財
産
の
割
合
は
六
対
四
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
相
続
税
法
t
〓
条
の
 
 

七
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
単
純
に
贈
与
財
産
の
価
額
の
割
合
に
よ
り
 
 

二
九
三
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

連
帯
納
税
義
務
を
負
う
と
解
す
る
の
は
妥
当
で
あ
る
ま
い
。
こ
の
場
合
に
 
 
 

は
、
贈
与
税
額
を
①
そ
の
年
に
お
い
て
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
か
 
 
 

か
る
税
額
と
②
同
法
二
一
粂
の
七
、
一
項
一
号
の
金
額
か
ら
同
二
号
の
金
 
 
 

額
を
控
除
し
た
税
衝
と
に
区
分
し
、
①
に
つ
い
て
は
、
そ
の
税
額
を
贈
与
 
 
 

財
産
の
価
額
の
割
合
に
よ
り
あ
ん
分
し
た
額
を
そ
れ
ぞ
れ
の
贈
与
者
の
義
 
 
 

務
額
と
し
、
②
に
つ
い
て
は
、
そ
の
税
額
を
そ
の
計
算
さ
れ
た
贈
与
者
の
 
 
 

義
務
額
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

（
3
）
 
延
滞
税
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

①
 
贈
与
者
が
一
人
で
あ
る
と
き
は
、
受
贈
者
の
贈
与
税
の
全
額
に
つ
き
 
 
 

連
帯
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
延
滞
税
に
つ
い
て
も
連
帯
す
る
。
た
と
え
 
 
 

ば
、
本
文
S
の
例
で
、
贈
与
税
二
〇
万
円
、
延
滞
税
一
万
円
と
す
る
と
、
 
 
 

贈
与
者
も
二
〇
万
円
の
贈
与
税
と
一
万
円
の
延
滞
税
と
に
つ
き
連
滞
納
税
 
 
 

義
務
を
負
う
。
 
 
 

②
 
贈
与
者
が
二
人
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
延
滞
税
は
本
税
と
は
成
立
お
 
 
 

よ
び
確
定
の
時
期
が
異
な
り
、
し
か
も
本
税
よ
り
後
取
り
と
さ
れ
て
お
り
 
 
 

別
個
の
使
務
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
連
帯
関
係
も
本
税
と
区
分
し
て
考
え
る
 
 
 

べ
き
で
あ
ろ
う
、
た
と
え
ば
、
本
文
何
の
例
で
、
．
A
の
贈
与
税
二
〇
万
 
 
 

円
、
延
滞
税
一
万
円
と
す
る
と
、
B
は
一
二
万
円
の
贈
与
税
と
六
千
円
の
 
 
 

延
滞
税
と
に
つ
き
、
C
は
八
万
円
の
贈
与
税
と
四
千
円
の
延
滞
税
と
に
つ
 
 
 

き
、
連
帯
納
税
義
務
を
負
う
こ
と
と
な
る
。
 
 

二
九
四
 
 
 

第
五
章
 
連
帯
納
税
義
務
の
適
用
お
よ
 
 

び
執
行
上
の
諸
問
題
 
 

第
一
相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
の
確
定
手
続
 
 

1
 
租
税
債
務
の
成
立
お
よ
び
確
定
の
概
念
 
 
 

じ
 
租
税
債
務
は
、
国
民
が
日
常
営
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
法
的
な
ま
た
は
 
 

経
済
的
な
生
活
に
お
い
て
生
ず
る
事
実
が
、
法
律
で
定
め
る
租
税
要
件
を
充
 
 

（
l
）
 
足
し
た
と
き
に
成
立
す
る
。
 

拗
 
租
税
債
務
の
確
定
ほ
、
成
立
し
た
租
税
債
務
に
つ
い
て
、
納
税
義
務
 
 

者
が
誰
れ
で
あ
り
、
課
税
物
件
と
し
て
の
事
実
状
態
な
ど
が
い
か
な
る
も
の
 
 

で
あ
り
、
課
税
標
準
お
よ
び
税
額
が
い
く
ら
で
あ
る
か
を
、
具
体
的
に
確
認
 
 

（
2
）
 
 

す
る
行
為
に
よ
っ
て
具
体
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
ぅ
し
て
、
納
税
者
は
、
 
 

こ
の
確
定
が
あ
っ
た
と
き
に
初
め
て
具
体
的
な
租
税
債
務
を
負
う
こ
と
な
る
 
 

わ
け
で
あ
軍
 
 
 

用
 
と
こ
ろ
で
、
相
続
税
法
三
四
条
三
項
お
よ
び
四
項
の
連
帯
納
税
義
務
 
 

に
つ
い
て
は
、
実
務
上
、
「
納
税
の
告
知
」
を
す
る
こ
と
に
取
り
扱
う
も
の
 
 

（
4
）
 
 

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
通
則
法
は
、
同
法
三
六
条
に
お
い
て
納
税
の
告
 
 

知
を
す
べ
き
場
合
を
限
定
し
て
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
義
務
に
対
す
る
納
税
 
 
 



の
告
知
は
、
こ
の
条
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
 
 
 

通
則
法
の
制
定
前
に
お
い
て
は
、
納
税
の
告
知
は
、
．
一
般
的
に
「
国
税
を
 
 

徴
収
し
ょ
う
と
す
る
と
き
」
 
に
す
る
も
の
と
さ
れ
 
（
徴
収
法
四
二
条
）
、
そ
 
 

の
告
知
に
ょ
っ
て
、
租
税
債
務
の
確
定
と
履
行
の
請
求
に
伴
う
法
律
効
果
が
 
 

（
5
）
 
 

生
ず
る
と
解
さ
れ
て
い
た
が
、
現
行
法
の
も
と
で
ほ
、
原
則
と
し
て
、
租
税
 
 

債
務
の
確
定
と
い
う
法
律
的
効
果
は
生
じ
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
、
確
定
手
 
 

続
を
中
心
に
考
案
し
て
み
よ
う
。
 
 

（
1
）
 
金
子
一
平
「
租
税
法
の
理
論
」
昭
一
t
八
 
≡
一
貫
、
新
井
隆
一
「
税
務
 
 

（
往
）
 
 

行
政
の
法
律
知
識
」
昭
四
〇
 
四
五
頁
、
三
代
川
正
一
「
租
税
法
概
論
」
 
 

昭
三
七
 
六
二
頁
、
杉
村
幸
三
郎
「
租
税
法
学
概
論
」
昭
≡
一
一
六
頁
、
 
 

志
場
善
徳
郎
編
「
前
掲
書
」
二
〇
八
頁
、
忠
佐
市
「
租
税
法
要
綱
」
昭
四
 
 

〇
 
六
三
頁
、
田
中
二
郎
「
租
税
法
」
一
二
四
、
一
四
二
、
一
五
六
葛
 
 

（
2
）
 
忠
佐
市
「
前
掲
書
」
六
四
頁
、
志
場
菩
徳
郎
編
「
前
掲
書
」
二
〇
二
 
 

頁
、
新
井
隆
一
「
税
法
に
お
け
る
私
人
の
公
法
行
為
序
説
」
税
法
学
〓
 
 

八
号
昭
三
五
 
二
四
頁
、
田
中
二
郎
「
租
税
法
」
〓
二
七
、
一
七
五
頁
。
 
 

（
3
）
 
新
井
隆
一
「
前
掲
書
」
．
四
六
頁
、
志
場
善
徳
郎
編
「
前
掲
書
」
二
〇
九
、
 
 

ニ
ー
四
頁
、
田
中
二
郎
「
租
税
法
」
〓
ニ
四
貫
等
 
 

（
4
）
 
「
徴
収
法
基
本
通
達
」
三
〇
条
関
係
〓
二
。
 
 

（
5
）
 
「
徴
収
法
基
本
通
達
」
四
二
条
関
係
一
三
、
桃
井
直
進
編
「
条
解
国
税
 
 

徴
収
法
」
昭
≡
二
 
二
一
八
頁
。
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

2
 
相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
の
成
立
 

餌
 
組
親
債
務
ほ
、
租
税
要
件
を
充
足
し
た
と
き
に
成
立
す
る
。
具
体
的
 
 

に
は
、
通
則
法
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
同
法
一
五
条
二
項
）
。
 
 
 

連
帯
債
務
ほ
、
数
人
の
債
務
者
が
単
一
の
月
的
を
達
す
る
た
め
同
一
内
容
 
 

の
給
付
に
つ
い
て
、
各
自
が
独
立
に
別
個
の
債
務
を
負
担
す
る
も
の
で
あ
 
 

る
。
連
帯
納
税
義
務
も
第
四
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
連
帯
債
務
と
法
的
性
 
 

質
に
お
い
て
共
通
性
を
有
す
る
か
ら
、
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
連
帯
 
 

納
税
義
務
は
、
そ
の
義
務
を
負
う
租
税
債
務
に
つ
い
て
ヾ
粗
税
要
件
を
充
足
 
 

し
た
と
き
に
成
立
す
る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

囲
 
相
続
税
は
、
「
相
続
又
ほ
遺
贈
に
ょ
る
財
産
の
攻
得
の
時
」
（
通
則
法
 
 

一
五
条
二
項
四
号
）
、
贈
与
税
ほ
、
「
贈
与
に
よ
る
財
産
の
取
得
の
時
」
（
同
 
 

五
号
）
に
成
立
す
る
。
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
者
は
、
相
続
税
 
 

・
贈
与
税
の
債
務
を
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
、
そ
の
粗
税
債
 
 

（
1
）
 
 

務
が
成
立
す
れ
ば
、
連
帯
納
税
義
務
も
成
立
す
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
相
 
 

（
2
）
 
続
税
法
三
四
条
t
一
項
お
よ
び
三
項
の
義
務
は
」
や
や
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

イ
 
相
続
税
法
三
四
条
二
項
の
義
務
ほ
、
被
相
続
人
に
つ
き
す
で
に
成
立
 
 

し
た
相
続
税
・
贈
与
税
の
債
務
を
承
継
し
た
場
合
の
、
そ
の
承
継
し
た
債
務
 
 

に
つ
い
て
の
連
帯
納
税
義
務
で
あ
る
。
相
続
税
・
贈
与
税
の
債
務
の
成
立
時
 
 

二
九
五
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

に
お
い
て
は
、
相
続
人
等
の
連
帯
納
税
義
務
は
成
立
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
 
 

か
ら
、
こ
の
義
務
だ
け
が
別
個
に
成
立
す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 
 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
義
務
ほ
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
被
 
 

相
続
人
の
死
亡
に
よ
っ
て
相
続
が
あ
っ
た
と
き
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
相
続
 
 

に
よ
る
財
産
を
取
得
し
た
時
に
成
立
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

ロ
 
同
条
三
項
に
塊
定
す
る
義
務
は
、
贈
与
ま
た
は
遺
贈
等
に
ょ
り
、
相
 
 

続
税
ま
た
は
贈
与
税
の
課
税
財
産
を
坂
得
し
た
場
合
の
、
そ
の
贈
与
者
等
に
 
 

か
か
る
相
続
税
・
贈
与
税
に
つ
い
て
の
連
帯
納
税
義
務
で
あ
る
か
ら
、
課
税
 
 

財
産
を
取
得
し
た
時
点
で
は
、
そ
れ
ら
の
財
産
に
か
か
る
相
続
税
・
贈
与
税
 
 

の
債
務
は
成
立
し
、
場
合
に
ょ
っ
て
は
確
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
 
 

故
、
こ
の
義
務
は
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
債
務
の
成
立
と
ほ
別
個
に
成
立
す
 
 

る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
義
務
は
、
贈
与
 
 

・
追
贈
等
に
よ
り
課
税
財
産
を
額
得
し
た
と
き
に
成
立
す
る
も
の
と
考
え
ら
 
 

れ
る
。
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
第
二
次
納
税
義
務
に
つ
い
て
は
、
「
徴
収
法
に
規
定
す
る
特
定
の
胡
税
 
 

老
が
滞
納
し
、
同
法
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
 
 

し
、
納
付
通
知
書
に
よ
る
告
知
に
よ
り
確
定
す
る
。
」
と
い
う
よ
う
に
解
す
 
 

る
見
解
（
「
徴
収
法
基
本
通
達
」
三
二
条
関
係
一
、
吉
国
二
郎
編
「
国
税
教
 
 

二
九
六
 
 

収
法
精
解
」
昭
四
〇
 
四
一
二
頁
）
に
対
し
成
立
と
い
う
概
念
は
な
く
、
 
 

納
付
通
知
書
に
よ
る
告
知
（
下
命
行
為
）
に
よ
っ
て
発
生
す
る
と
い
う
見
 
 

解
（
大
島
恒
彦
「
第
二
次
納
税
義
務
の
法
律
的
性
質
と
時
効
」
税
法
学
一
 
 

六
〇
号
一
五
、
一
六
頁
、
租
税
法
研
究
会
「
租
税
徴
収
法
研
究
上
」
一
五
 
 

四
頁
田
中
発
言
）
が
あ
る
。
同
様
に
、
こ
の
連
帯
納
税
義
務
．
に
つ
い
て
 
 

も
、
国
の
下
命
行
為
に
よ
り
発
生
す
る
と
す
る
見
解
も
あ
ろ
う
。
し
か
 
 

し
、
こ
の
連
帯
納
税
義
務
も
国
税
を
納
め
る
義
務
で
あ
り
、
通
則
法
の
体
 
 

系
か
ら
み
て
も
本
文
の
よ
う
に
成
立
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
 
 

国
の
下
命
行
為
に
よ
り
発
生
す
る
と
解
す
る
と
、
相
続
税
法
三
四
条
一
 
 

項
、
二
項
の
義
務
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
下
命
行
為
が
さ
れ
な
け
れ
ば
な
 
 

ら
な
い
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。
 
 

（
2
）
．
租
税
法
に
お
い
て
、
ほ
か
に
も
相
続
税
法
三
四
条
二
項
、
≡
項
の
義
務
 
 

に
類
似
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
輸
入
品
に
か
か
る
内
国
消
 
 

費
税
の
連
帯
納
税
義
務
で
あ
る
。
 
 
 

3
 
相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
の
確
定
手
続
 
 
 

じ
 
租
税
要
件
の
充
足
に
よ
っ
て
成
立
し
た
租
税
債
務
は
、
そ
の
確
定
に
 
 

ょ
っ
て
具
体
化
す
る
。
こ
の
確
定
は
、
租
税
債
権
実
現
の
た
め
爾
後
の
一
切
 
 

の
履
行
手
続
の
前
提
要
件
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

租
税
債
権
の
確
定
の
方
式
と
し
て
は
、
そ
の
任
に
当
た
る
者
と
し
て
租
税
 
 

法
上
定
め
ら
れ
た
老
が
、
だ
れ
で
あ
る
か
に
よ
り
、
納
税
者
の
側
か
ら
す
る
 
 

確
定
、
す
な
わ
ち
、
申
告
納
税
方
式
と
、
国
の
側
か
ら
す
る
確
定
、
す
な
わ
 
 
 



ち
、
賦
課
課
税
方
式
と
が
あ
り
、
こ
の
ほ
か
、
特
別
な
手
続
を
要
し
な
い
で
 
 

（
1
）
 
 

確
定
す
る
も
の
が
あ
る
（
通
則
法
一
五
条
）
。
 
 
 

連
帯
納
税
義
務
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
数
人
砂
納
税
者
が
、
同
一
内
容
の
 
 

租
税
債
務
を
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
原
則
的
に
は
、
連
帯
納
税
義
務
 
 

を
負
う
租
税
債
務
の
確
定
方
式
に
よ
り
確
定
す
る
も
の
と
い
え
る
。
し
か
 
 

し
、
連
帯
納
税
義
務
は
、
各
自
が
独
立
に
租
税
債
務
を
負
担
す
る
も
の
で
あ
 
 

る
し
、
ま
た
、
租
税
債
務
の
確
定
方
式
は
、
租
税
債
務
の
内
容
に
よ
り
定
ま
 
 

る
の
で
は
な
く
（
た
と
え
ば
、
酒
税
に
は
申
告
納
税
方
式
の
も
の
と
賦
課
課
 
 

税
方
式
の
も
の
と
が
あ
る
。
）
、
実
定
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
方
式
に
よ
る
も
 
 

の
で
あ
る
か
ら
、
連
帯
納
税
義
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
必
然
的
に
確
定
方
 
 

式
も
す
べ
て
同
一
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

そ
こ
で
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
の
確
定
手
続
は
必
要
で
あ
 
 

る
か
ど
う
か
。
必
要
で
あ
る
と
す
れ
ば
如
何
な
る
手
続
に
よ
る
か
に
つ
い
て
 
 

考
察
し
よ
う
。
 
 
 

拗
 
確
定
手
続
は
必
要
で
あ
る
か
 
 
 

イ
 
相
続
税
法
は
、
「
相
続
税
」
・
「
贈
与
税
」
に
つ
い
て
、
「
連
帯
納
付
 
 

の
責
に
任
ず
る
。
」
と
だ
け
規
定
し
、
そ
の
確
定
手
続
に
関
し
て
は
特
別
な
規
 
 

定
が
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
義
務
は
、
相
続
税
ま
た
は
贈
与
税
の
債
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

務
が
確
定
す
れ
ば
、
当
然
に
確
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
な
り
た
 
 

つ
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
租
税
債
務
は
、
租
税
要
件
の
充
足
に
よ
っ
て
 
 

成
立
し
、
こ
の
成
立
し
た
租
税
債
務
を
確
定
す
る
行
為
（
い
わ
ゆ
る
確
認
行
 
 

為
）
に
よ
っ
て
、
納
税
者
が
始
め
て
具
体
的
に
租
税
債
務
を
負
う
と
い
う
構
 
 

成
を
と
っ
て
い
る
（
通
則
法
一
五
条
参
照
）
。
こ
の
こ
と
は
、
連
帯
納
税
義
務
 
 

も
租
税
債
務
で
あ
る
以
上
、
例
外
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
確
認
行
 
 

為
は
、
納
税
者
の
租
税
債
務
に
つ
い
て
行
な
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
他
人
の
 
 

租
税
債
務
に
つ
い
て
確
定
と
い
う
法
効
果
が
生
ず
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
 
 

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
記
の
よ
う
な
見
解
を
と
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。
 
 
 

ロ
 
そ
う
す
る
と
、
「
国
税
を
納
付
す
る
義
務
が
成
立
す
る
場
合
に
は
、
 
 

そ
の
成
立
と
同
時
に
特
別
の
手
続
を
要
し
な
い
で
納
付
す
べ
き
税
額
が
確
定
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

す
る
国
税
せ
除
き
、
国
税
に
関
す
る
法
律
の
定
め
る
手
続
に
よ
り
、
そ
の
国
 
 

税
に
つ
い
て
納
付
す
べ
き
税
額
が
確
定
さ
れ
る
」
 
（
通
則
法
一
五
条
一
項
）
 
 

こ
と
と
な
る
。
 
 
 

S
 
も
っ
と
も
、
こ
の
通
則
法
一
五
条
一
項
の
規
定
は
、
．
所
得
税
や
相
続
 
 

税
の
納
税
義
務
に
関
す
る
規
定
で
あ
っ
て
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
 
 

義
務
の
よ
う
に
本
来
の
納
税
義
務
者
以
外
の
第
三
者
が
こ
れ
を
免
租
す
る
場
 
 

合
に
は
、
適
用
が
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
ろ
ぅ
。
 
 

二
九
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相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

し
か
七
、
同
条
は
「
国
税
を
納
付
す
る
義
務
」
と
規
定
し
て
お
り
、
・
文
理
 
 

的
に
み
て
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
遅
滞
納
税
義
務
を
排
除
し
て
い
る
も
の
と
 
 

は
解
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
「
納
付
の
責
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
 
 

こ
の
義
務
が
「
国
税
を
納
付
す
る
義
務
」
に
含
ま
れ
な
い
と
解
す
る
と
、
こ
 
 

の
義
務
を
負
う
老
は
、
通
則
法
の
う
え
で
は
「
納
税
者
」
（
同
法
二
条
五
号
）
 
 

（
2
）
 
 

で
は
な
い
こ
と
と
も
な
り
、
通
則
法
の
体
系
か
ら
み
て
問
題
が
あ
る
。
こ
の
 
 

よ
う
に
み
る
と
、
こ
の
義
務
を
「
国
税
を
納
付
す
る
義
務
」
と
し
て
通
則
法
 
 

を
適
用
す
る
こ
と
が
、
矛
盾
も
少
な
く
最
も
妥
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
 
 

き
る
。
 
 

層
 
こ
の
義
務
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
担
保
的
機
能
を
も
ち
、
▲
保
証
の
実
 
 

質
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
租
税
保
証
債
務
に
つ
い
て
の
規
定
（
通
則
法
 
 

五
二
条
二
項
、
三
項
）
を
類
推
適
用
す
る
と
す
る
見
解
も
あ
ろ
う
。
し
か
 
 

し
、
こ
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
あ
く
ま
で
も
保
証
債
務
で
は
な
い
の
で
あ
 
 

（
3
）
 
 

る
か
ら
、
担
保
の
処
分
と
し
て
適
用
さ
れ
る
手
続
を
、
こ
れ
に
類
推
適
用
す
 
 

る
余
地
は
な
い
。
 
 
 

ハ
 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
義
務
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
手
続
規
定
が
 
 

な
い
以
上
、
通
則
法
一
五
条
の
競
走
が
適
用
さ
れ
る
と
解
す
ぺ
き
で
あ
ろ
 
 

ゝ
）
○
 
 

二
九
八
 
 

囲
 
成
立
と
同
時
に
特
別
な
手
続
を
要
し
な
い
で
確
定
す
る
の
で
あ
ろ
う
 
 
 

カ
 
 
 

イ
 
予
定
納
税
に
係
る
所
得
税
や
源
泉
徴
収
等
に
よ
る
国
税
、
印
紙
税
等
 
 

は
、
特
別
な
確
定
の
手
続
を
と
る
必
要
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
通
則
法
一
 
 

五
条
三
項
）
。
こ
れ
は
、
租
税
要
件
で
あ
る
事
実
が
明
白
で
、
税
額
の
計
算
が
 
 

容
易
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
租
税
債
権
の
成
立
と
納
付
と
の
間
に
時
間
的
な
 
 

間
隔
が
な
く
同
時
的
で
あ
る
こ
と
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
 
 

（
4
）
 
 

る
。
 
 

ロ
 
相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
つ
い
て
、
こ
の
こ
と
が
あ
て
は
ま
る
で
 
 

あ
ろ
う
か
。
、
な
る
は
ど
、
こ
の
義
務
は
、
相
続
ま
た
は
贈
与
等
に
よ
り
成
立
 
 

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
租
税
要
件
た
る
事
実
が
明
白
で
あ
り
、
ま
た
、
他
 
 

人
の
相
続
税
・
贈
与
税
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
他
人
の
相
続
税
・
 
 

贈
与
税
が
計
算
さ
れ
れ
は
、
こ
の
義
務
の
額
も
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
 
 

と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
連
帯
納
税
義
務
者
の
側
に
立
っ
て
み
 
 

た
場
合
は
、
誰
の
租
税
が
い
く
ば
く
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
自
己
の
義
務
 
 

額
が
い
く
ば
く
で
あ
る
か
は
、
事
実
を
は
遷
し
、
法
令
の
規
定
を
あ
て
ほ
め
 
 

（
5
）
 
 

て
、
は
じ
め
て
判
明
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
確
認
し
具
体
化
す
る
 
 

手
続
つ
ま
り
、
確
定
手
続
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 



ハ
 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
租
税
債
務
の
承
継
の
場
合
に
お
 
 

け
る
、
い
わ
ゆ
る
「
納
付
責
任
」
 
（
通
則
法
五
条
三
項
）
．
に
つ
い
で
疑
問
が
 
 

起
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
納
付
責
任
ほ
、
相
続
人
が
承
継
し
た
阻
税
債
務
を
超
 
 

え
て
負
担
す
る
点
で
、
相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
塀
似
し
て
い
る
か
ら
、
 
 

確
定
手
続
を
要
す
る
の
で
腰
な
い
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
 
 
 

S
 
納
付
責
任
は
、
他
の
相
続
人
が
承
継
し
た
租
税
債
務
を
納
付
す
る
義
 
 

（
6
）
 
 

務
で
あ
る
。
こ
の
点
で
相
続
税
法
三
野
条
二
項
の
義
務
と
類
似
し
て
お
り
、
 
 

そ
の
成
立
に
つ
い
て
偲
、
前
述
（
2
の
倒
の
イ
）
し
た
と
こ
ろ
が
あ
て
は
ま
 
 

る
。
し
た
が
っ
て
、
納
付
責
任
ほ
相
続
の
開
始
が
あ
．
っ
た
と
き
に
成
立
す
る
 
 

も
の
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

伺
 
相
続
人
は
へ
被
相
続
人
の
租
税
債
務
呪
額
を
法
定
相
続
分
、
代
襲
相
 
 

続
分
、
指
定
相
続
分
に
ょ
り
按
分
し
た
額
を
承
継
す
右
（
通
則
法
五
条
二
 
 

項
）
の
で
あ
る
か
ら
、
各
相
続
人
の
承
継
す
る
阻
税
債
務
の
額
の
計
算
ほ
容
 
 

易
で
あ
り
、
相
続
の
事
実
は
明
白
で
あ
る
」
ま
た
、
相
続
人
で
あ
る
か
ら
 
 

ほ
、
被
相
続
人
の
租
税
債
務
が
い
ぐ
ら
で
あ
り
、
相
続
財
産
が
い
く
ら
で
あ
 
 

る
か
は
、
相
続
の
承
認
・
放
棄
の
前
提
と
し
て
も
、
相
続
財
産
の
管
理
の
ぅ
 
 

え
か
ら
も
知
り
う
べ
き
も
の
で
あ
る
し
、
そ
の
相
続
分
に
つ
い
て
も
知
り
う
 
 

べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
納
付
責
任
を
負
う
事
実
お
よ
び
そ
の
義
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

務
額
ほ
、
明
白
か
つ
容
易
に
知
り
う
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
通
則
法
一
五
条
三
項
に
は
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
 
 

が
、
こ
の
競
走
の
趣
旨
か
ら
み
て
、
こ
の
規
定
を
摂
推
し
て
、
特
別
な
確
定
 
 

（
7
）
 
 

手
続
を
要
し
な
い
で
確
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
具
 
 

体
的
に
は
、
①
納
付
す
べ
き
国
税
に
か
か
る
納
付
責
任
に
つ
い
て
は
、
相
続
 
 

に
よ
る
租
税
債
務
の
承
継
に
よ
り
、
成
立
と
同
時
に
確
定
す
る
。
そ
し
て
、
 
 

納
付
責
任
は
他
の
相
続
人
が
承
継
し
た
租
税
債
務
の
存
在
を
前
碇
と
し
、
こ
 
 

（
8
）
 
 

れ
に
依
拠
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
相
続
人
の
租
税
債
務
が
滞
 
 

納
処
分
を
執
行
し
う
る
状
態
に
あ
れ
ば
、
そ
の
状
態
で
確
定
す
る
と
い
え
よ
 
 

ぅ
。
②
課
さ
れ
る
べ
き
国
税
に
か
か
る
納
付
責
任
に
つ
い
て
は
、
相
続
に
よ
 
 

り
成
立
す
る
が
、
そ
の
基
因
と
な
る
租
税
債
務
が
確
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
 
 

る
か
ら
、
成
立
と
同
時
に
確
定
す
る
と
は
い
え
ず
、
そ
の
基
因
と
な
る
租
税
 
 

債
務
ハ
 
つ
ま
カ
、
■
他
の
相
続
人
が
承
継
す
る
租
税
債
務
が
確
定
す
れ
ば
、
同
 
 

時
に
納
付
責
任
も
確
定
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

因
 
確
定
手
続
が
必
要
だ
と
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
手
続
で
あ
る
か
 
 
 

イ
 
租
税
債
務
 

が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
方
式
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
通
則
法
一
 
 

六
条
）
。
相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
が
そ
の
い
ず
れ
に
属
す
る
か
、
に
 
 

二
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義
務
に
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す
る
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つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
論
じ
た
も
の
は
な
い
ゐ
で
へ
以
下
、
こ
の
二
つ
 
 

の
方
式
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
考
案
t
て
み
る
こ
と
上
す
る
。
 
 
 

月
 
申
告
納
税
方
式
の
国
税
で
あ
る
と
す
る
立
場
 
 
 

S
 
申
告
納
税
方
式
の
国
税
と
い
う
た
め
に
は
、
「
納
税
者
が
、
国
税
に
 
 

関
す
る
法
律
の
規
定
転
よ
り
、
納
付
す
べ
き
税
額
を
申
告
す
べ
き
も
の
と
さ
 
 

れ
て
い
る
国
税
↑
（
通
則
法
〓
ハ
条
二
軍
一
号
）
．
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

こ
の
立
場
を
と
る
た
め
に
は
、
相
続
税
法
三
四
条
に
親
定
す
る
「
納
付
の
真
 
 

に
任
ず
る
ご
と
ほ
（
申
告
義
務
を
も
負
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
 
 

ば
な
ら
な
い
。
と
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
法
人
の
合
併
の
場
合
に
 
 

お
け
る
申
告
義
務
の
承
継
に
閲
し
、
法
人
税
法
に
は
何
ら
親
定
が
な
い
が
、
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

通
則
法
六
条
の
r
納
め
る
義
務
を
承
継
す
る
。
」
と
の
規
定
に
よ
り
、
合
併
法
 
 

人
が
申
告
義
務
薮
負
う
と
解
さ
れ
て
い
さ
ら
に
、
こ
の
葦
納
税
義
務
 
 

は
、
相
続
税
・
贈
与
税
と
同
一
内
容
の
債
務
を
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
の
こ
と
か
ら
、
「
納
付
の
責
」
に
ほ
申
告
義
務
も
内
包
さ
れ
て
い
る
と
構
成
 
 

す
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

そ
し
て
、
こ
の
申
告
内
容
に
つ
い
て
は
、
相
続
税
法
二
七
条
・
二
八
条
に
 
 

規
定
す
る
中
書
の
記
誓
翳
ら
み
て
、
連
帯
納
税
義
務
の
内
容
姦
識
 
 

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
こ
の
申
告
書
を
同
法
三
四
条
の
申
告
書
と
み
る
 
 

三
〇
〇
 
 
 

こ
と
が
で
き
る
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

伺
 
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
連
滞
納
税
義
務
者
は
、
申
告
義
務
を
負
う
か
ら
、
 
 

申
告
が
な
け
れ
ば
決
定
（
通
則
法
二
五
条
）
す
る
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

再
 
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
に
は
、
次
の
よ
う
な
欠
陥
が
あ
る
。
 
 
 

a
 
「
納
付
の
茸
に
任
ず
る
。
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
然
に
申
告
義
務
を
負
 
 

ぅ
と
す
る
こ
と
に
疑
問
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
申
告
義
務
は
各
税
法
に
お
 
 

い
て
、
こ
れ
を
負
わ
せ
る
ペ
き
実
体
規
定
、
．
た
と
え
ば
、
所
得
税
の
そ
れ
に
 
 

つ
い
て
は
所
得
税
湊
二
二
〇
条
、
法
人
税
の
そ
れ
に
つ
い
て
ほ
法
人
税
法
七
 
 

四
条
等
の
如
き
規
定
が
な
け
れ
ば
負
う
こ
と
ほ
な
い
と
解
さ
れ
る
。
単
に
、
 
 

「
相
続
税
を
納
め
る
義
務
が
あ
る
。
」
（
相
続
税
法
一
条
）
や
「
共
有
物
に
係
 
 

る
国
税
ほ
…
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
。
」
（
通
則
法
九
条
）
の
規
定
 
 

だ
け
で
は
、
当
然
に
申
告
義
務
を
負
う
も
の
で
ほ
な
い
。
こ
の
「
連
帯
納
付
 
 

（
1
1
）
 
の
責
に
任
ず
る
ご
の
親
定
も
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

b
 
相
続
税
法
三
四
条
三
項
の
義
務
は
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
申
告
期
限
 
 

後
に
さ
れ
た
贈
与
等
の
場
合
も
、
そ
の
譲
受
人
が
義
務
を
負
う
も
の
で
あ
 
 

る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
場
合
は
、
期
限
後
申
告
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
 
 

あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
義
簡
づ
け
た
規
定
は
な
い
し
、
ま
た
、
同
法
二
七
条
・
 
 

二
八
条
の
申
告
書
に
も
、
こ
の
義
務
の
内
容
に
関
す
る
記
載
は
全
く
な
い
の
 
 
 



で
あ
る
か
ら
、
申
告
し
よ
う
に
も
で
き
な
い
七
と
と
な
る
。
 
 
 

C
 
相
続
税
法
三
四
条
三
項
お
よ
び
四
項
の
連
帯
納
税
義
務
者
の
よ
う
 
 

に
、
本
来
納
税
義
務
の
な
い
老
に
「
申
告
」
を
期
待
す
る
こ
と
は
′
無
理
で
あ
 
 

る
。
ま
た
、
明
文
の
な
い
以
上
第
三
者
と
し
て
は
、
自
ら
申
告
す
べ
き
こ
と
 
 

を
予
測
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
老
は
無
申
告
に
な
 
 

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

「
申
告
す
べ
し
ご
と
い
う
明
文
の
規
定
が
な
い
の
に
、
「
納
付
の
責
に
任
 
 

ず
る
。
」
と
の
規
定
を
根
拠
に
、
申
告
義
務
が
あ
る
と
し
て
常
乾
「
決
定
」
を
 
 

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
申
告
納
税
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
。
申
 
 

告
納
税
制
虔
を
と
る
以
上
は
、
自
主
的
な
申
告
が
期
待
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
 
 

ハ
 
賦
課
課
税
方
式
の
国
税
で
あ
瓢
と
す
る
立
場
 
 
 

な
い
し
、
申
告
を
予
測
し
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
 
 

（
1
2
）
 
 

は
、
申
告
に
つ
い
て
明
文
の
規
定
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
之
考
え
ら
れ
る
。
 
 

S
 
相
続
税
法
三
四
条
の
義
務
に
つ
い
て
は
、
申
告
義
務
を
負
わ
せ
る
規
 
 

定
ほ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
同
法
二
七
条
ほ
「
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
財
産
を
 
 

取
得
し
た
者
」
の
、
同
法
二
八
条
は
「
贈
与
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
者
」
 
 

の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申
告
義
務
を
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
規
定
の
文
言
か
ら
 
 

み
て
も
、
こ
の
規
定
の
位
置
か
ら
み
て
も
、
連
帯
納
税
義
務
に
か
か
る
申
告
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

に
つ
い
て
の
も
の
で
は
な
い
。
申
告
納
税
方
式
の
国
税
で
あ
る
と
い
う
た
め
 
 

に
は
、
法
律
の
親
定
に
よ
り
申
告
義
務
が
あ
り
、
「
納
付
す
べ
き
税
額
」
を
 
 

申
告
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
国
税
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
通
則
法
一
 
 

六
条
）
。
そ
ぅ
だ
と
す
る
と
、
こ
の
連
帯
納
税
義
務
に
つ
い
て
は
、
申
告
義
 
 

務
が
な
い
か
ら
、
申
告
納
税
方
式
の
国
税
で
は
な
く
、
そ
れ
故
に
、
賦
誅
課
 
 

税
方
式
の
国
税
で
あ
る
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

伺
 
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
す
べ
て
賦
課
決
定
に
よ
 
 

り
確
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

㈹
 
こ
の
考
え
方
に
よ
る
と
、
文
理
上
の
欠
陥
ほ
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
 
 

問
題
が
あ
る
。
 
 
 

a
 
相
続
税
額
ま
た
ほ
贈
与
税
額
に
つ
い
て
ほ
、
申
告
に
ょ
り
す
で
に
確
 
 

定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
帯
納
税
義
務
に
つ
い
て
賦
課
決
定
が
な
 
 

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
相
続
税
法
三
四
条
一
項
、
二
項
の
義
務
者
は
、
原
 
 

則
と
し
て
、
同
法
二
七
条
、
二
八
条
の
申
告
義
務
者
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
 
 

っ
て
、
相
続
税
の
申
告
を
し
た
納
税
者
に
対
し
て
賦
課
決
定
が
行
な
わ
れ
る
 
 

こ
と
と
な
り
（
も
っ
と
も
、
納
付
さ
れ
て
い
れ
は
賦
課
決
定
は
し
な
い
で
あ
 
 

ろ
う
）
、
申
告
納
税
制
虔
を
と
っ
て
い
去
意
義
が
失
な
わ
れ
る
。
 
 
 

b
 
賦
課
課
税
方
式
の
国
税
そ
の
他
納
税
の
告
知
に
ょ
り
徴
収
す
る
国
税
 
 

三
〇
一
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

（
通
則
法
三
六
条
）
は
、
各
税
法
に
お
い
て
「
徴
収
す
る
。
」
と
娩
定
さ
れ
て
 
 

（
1
3
）
 
 

い
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
義
務
に
▼
っ
い
て
は
、
「
徴
収
す
 
 

る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
に
 
 

述
べ
る
ま
ぅ
に
絶
対
的
な
も
の
で
ほ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

た
し
か
に
、
各
税
法
に
お
い
て
は
、
大
部
分
は
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
徴
収
 
 

す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
銀
行
券
発
行
税
の
よ
う
に
、
「
発
行
 
 

税
ヲ
納
ム
べ
シ
」
 
（
同
法
三
一
条
ノ
二
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
 
 

賦
課
課
税
方
式
の
国
税
は
、
通
則
法
上
「
徴
収
す
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
 
 

も
の
の
こ
上
で
は
な
く
て
、
申
告
納
税
方
式
以
外
の
国
税
な
の
で
あ
る
（
通
 
 

則
法
〓
ハ
条
二
項
）
。
し
た
が
っ
て
、
上
の
連
帯
納
税
義
務
に
つ
き
「
徴
収
す
 
 

る
。
」
と
規
定
し
て
い
な
い
こ
七
を
理
由
に
、
通
則
法
三
六
条
の
規
定
の
適
用
 
 

（
1
4
）
 
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

ニ
ら
以
上
考
察
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
相
続
税
法
三
四
条
の
連
帯
納
税
義
務
 
 

の
確
定
方
式
を
統
一
的
に
解
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
る
。
こ
の
義
務
は
、
①
 
 

納
税
義
務
者
が
、
本
来
の
納
税
義
務
額
を
超
え
て
こ
の
義
務
を
負
う
も
の
 
 

と
、
②
本
来
納
税
義
務
の
な
い
者
が
、
第
三
者
の
租
税
債
務
に
加
入
し
て
こ
 
 

の
義
務
を
負
ヲ
も
の
と
の
二
つ
の
煩
型
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
 
 

か
ら
、
こ
の
類
型
に
従
っ
て
解
す
べ
き
で
ほ
な
か
ろ
う
か
。
 
 

三
〇
二
 
 
 

S
 
①
の
類
型
の
も
の
は
、
も
と
も
と
、
納
税
者
の
申
告
納
税
を
期
待
し
 
 

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
納
税
者
と
し
て
も
自
ら
担
税
債
務
を
確
認
し
、
申
告
 
 

し
て
納
付
す
る
こ
と
を
予
測
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
文
理
的
に
は
 
 

問
題
が
あ
る
が
、
こ
の
申
告
書
の
記
載
事
項
か
ら
み
て
、
連
帯
納
税
義
務
の
 
 

内
容
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
こ
の
申
告
に
よ
っ
て
、
連
帯
納
税
 
 

義
務
も
確
定
す
る
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
申
告
納
税
 
 

（
1
5
）
 
 

方
式
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
 
 
 

伺
 
②
の
塀
型
の
も
の
は
、
申
告
納
税
を
期
待
し
た
と
し
て
も
、
第
三
者
 
 

は
明
文
の
規
定
の
な
い
以
上
、
自
ら
申
告
す
る
こ
と
を
予
測
し
て
い
な
い
わ
 
 

け
で
あ
る
か
ら
、
申
告
に
ょ
る
確
定
は
あ
り
う
る
こ
と
で
は
な
い
。
し
た
が
 
 

っ
て
、
賦
課
課
税
方
式
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

銅
 
こ
れ
に
ょ
れ
ば
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
申
告
義
務
の
あ
る
者
の
連
帯
 
 

納
税
義
務
（
相
続
税
法
三
四
条
一
項
お
よ
び
二
項
の
も
の
が
原
則
と
し
て
該
 
 

当
す
る
J
は
、
申
告
・
（
ま
た
は
更
正
・
決
定
）
に
ょ
り
確
定
し
、
申
告
義
務
 
 

の
な
い
者
の
連
帯
納
税
義
務
（
相
続
税
法
三
四
条
三
項
、
四
項
の
も
の
な
ら
 
 

び
に
同
条
一
項
、
二
項
の
も
の
で
控
除
失
格
の
た
め
申
告
を
要
し
な
い
も
の
 
 

お
よ
び
同
条
二
項
の
特
定
受
遺
著
に
か
か
る
も
の
。
）
ほ
、
賦
課
決
定
に
よ
り
 
 

確
定
す
る
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
結
果
は
、
相
続
税
、
贈
与
税
の
債
務
 
 
 



の
確
定
が
、
一
つ
は
申
告
納
税
方
式
に
よ
り
一
つ
は
賦
課
課
税
方
式
に
ょ
る
 
 

と
い
う
よ
う
に
統
一
が
と
れ
な
い
こ
と
と
な
る
が
、
一
つ
の
国
税
で
こ
の
よ
 

（
1
6
）
 
 

う
な
例
は
あ
り
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
別
段
特
殊
な
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
 
 

な
い
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

囚
 
こ
の
よ
う
に
解
し
た
場
合
の
適
用
上
の
諸
問
題
 
 
 

前
述
の
よ
う
に
解
し
た
場
合
町
通
則
法
の
適
用
上
の
諸
問
題
を
、
以
下
考
 
 

案
し
て
み
よ
う
。
 
 
 

イ
 
賦
課
決
定
の
時
期
（
通
則
法
三
二
条
一
項
）
 
 
 

蹴
訣
決
定
は
、
′
 
「
そ
の
納
税
義
務
の
成
立
の
時
後
」
に
行
な
う
こ
と
と
さ
 
 

れ
て
い
る
。
こ
の
成
立
の
時
後
と
い
う
の
は
、
そ
れ
以
後
で
あ
れ
ば
．
い
つ
で
 
 （1
7
）
 
 

も
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
「
各
税
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
の
で
あ
る
。
 
 

相
続
税
・
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
債
務
に
つ
い
 
 

て
連
帯
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
粗
税
債
務
が
確
定
し
て
い
る
こ
と
が
 
 

前
捷
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
成
立
の
時
後
」
と
い
っ
て
も
、
直
ち
に
と
い
 
 

う
意
味
で
は
な
く
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
債
務
の
確
定
後
と
い
う
べ
き
で
あ
 
 

ろ
ら
ノ
。
 
 
 

ロ
 
申
告
納
税
方
式
に
よ
る
国
税
の
納
付
（
通
則
法
三
五
条
）
 
 

申
告
納
税
方
式
に
ょ
る
国
税
の
納
付
は
、
「
申
告
書
…
に
記
載
し
た
税
額
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

に
相
当
す
る
国
税
」
を
納
付
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
通
則
法
三
五
条
 
 

ハ
 
延
滞
税
（
通
則
法
六
〇
条
）
 
 
 

一
項
等
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
相
続
税
の
申
告
書
に
、
こ
の
連
帯
納
税
義
 
 

務
の
税
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
は
、
文
理
的
に
問
題
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
 
 

あ
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
申
告
書
の
記
載
事
項
か
ら
み
 
 

て
、
こ
の
義
務
の
内
容
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
 
 

義
務
の
税
額
も
記
載
し
て
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。
 
 

こ
の
義
務
を
申
告
納
税
方
式
ま
た
は
賦
課
課
税
方
式
の
国
税
と
解
し
た
場
 
 

合
に
は
、
通
則
法
六
〇
条
の
規
定
に
よ
り
、
延
滞
税
を
納
付
す
べ
き
こ
と
の
 
 

よ
う
に
．
み
え
る
。
し
か
し
、
①
こ
の
義
務
は
相
続
税
・
贈
与
税
の
存
在
を
前
 
 

提
と
し
、
そ
れ
に
依
拠
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
②
延
滞
税
は
、
 
 

相
続
税
、
贈
与
税
の
納
付
遅
滞
に
対
し
て
納
付
す
べ
き
一
種
の
遅
延
損
害
金
 
 

で
あ
る
こ
と
。
③
相
続
税
法
三
四
条
は
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
延
滞
税
に
つ
い
 
 

て
も
連
帯
納
税
義
務
を
負
う
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
み
て
、
 
 

こ
の
義
務
に
つ
い
て
は
、
通
則
法
六
〇
条
の
規
定
ほ
適
用
が
な
い
と
解
す
る
 
 

（
1
8
）
 
 

の
が
葵
当
で
あ
る
。
 
 

ニ
賦
課
権
の
期
間
制
限
（
通
則
法
七
〇
条
）
 
 
 

S
 
賦
課
権
の
期
間
制
限
に
つ
い
て
は
、
①
申
告
義
務
の
あ
る
者
が
負
う
 
 

三
〇
三
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

連
帯
納
税
義
務
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
通
則
法
七
〇
条
一
項
一
号
ま
 
 

た
は
三
項
、
②
申
告
義
務
の
な
い
者
が
負
う
連
帯
納
税
義
務
に
つ
い
て
は
、
 
 

同
条
四
項
二
号
に
よ
る
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

0
0
 
こ
の
結
果
、
（
①
に
つ
い
て
は
、
相
続
税
債
務
と
そ
の
連
帯
納
税
義
務
 
 

と
は
、
同
一
の
規
定
に
服
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
②
に
つ
い
て
ほ
、
そ
れ
ら
 
 

の
制
限
期
間
に
差
異
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
義
務
ほ
、
贈
 
 

与
税
の
存
在
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
賦
課
樺
が
消
滅
す
れ
 
 

ば
、
当
然
こ
の
義
務
の
対
象
ほ
な
く
な
り
、
こ
の
連
帯
納
税
義
務
者
だ
け
に
 
 

賦
課
権
が
行
使
で
き
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
 
 

て
、
実
質
的
に
は
差
異
は
な
い
こ
と
之
な
る
。
 
 
 

ホ
 
徴
収
権
の
消
滅
時
効
（
通
則
法
七
二
条
）
 
 
 

S
 
徴
収
権
の
消
波
時
効
は
、
そ
の
国
税
の
法
定
納
期
限
か
ら
五
年
間
で
 
 

あ
る
。
こ
の
義
務
の
法
定
納
期
限
に
つ
い
て
は
文
理
止
明
確
で
ほ
な
い
が
、
 
 

相
続
税
・
贈
与
税
を
納
付
す
る
義
務
な
の
で
あ
る
か
ら
、
時
効
の
起
算
点
に
 
 

関
す
る
限
り
、
そ
の
相
続
税
・
贈
与
税
打
法
定
納
期
限
と
同
一
で
あ
る
と
み
 
 

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

㈹
 
と
こ
ろ
で
、
相
続
税
法
三
四
条
三
項
の
義
務
に
つ
い
て
は
、
相
続
税
 
 

・
贈
与
税
の
債
務
の
確
定
後
に
お
け
る
譲
渡
行
為
も
対
象
と
な
る
か
ら
、
帝
 
 

三
〇
四
 
 
 

述
の
法
定
納
期
限
か
ら
五
年
間
と
す
る
と
、
r
譲
渡
行
為
が
さ
れ
た
と
き
に
す
 
 

で
に
徴
収
権
が
消
滅
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
場
合
が
あ
り
う
る
。
 
 
 

消
波
時
効
の
起
算
点
を
、
「
法
定
納
期
限
」
と
し
た
の
は
、
「
納
税
を
請
求
 
 

す
る
権
利
ほ
法
定
納
期
限
を
経
過
す
れ
ば
、
す
で
に
権
利
を
行
使
し
う
る
状
 
 

（
1
9
）
 
 

態
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
か
ら
で
あ
り
、
権
利
を
行
使
し
う
る
 
 

時
を
具
体
的
に
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
道
帯
納
税
義
務
は
、
譲
渡
行
 
 

為
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
時
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
を
経
過
 
 

し
な
け
れ
は
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。
そ
う
だ
と
 
 

す
る
と
、
こ
の
規
定
の
趣
旨
か
ら
み
て
、
そ
の
事
実
が
生
じ
た
暗
か
ら
時
効
 
 

が
進
行
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
通
則
法
二
条
八
号
ハ
参
照
）
。
 
 
 

㈲
 
立
法
論
と
し
て
ど
の
よ
う
な
手
続
が
妥
当
か
 
 
 

こ
の
連
帯
納
税
義
務
の
確
定
手
続
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
 
 

よ
う
に
明
確
で
な
い
点
が
多
い
か
ら
、
立
法
的
に
措
置
す
べ
き
で
あ
る
と
考
 
 

え
ら
れ
る
。
相
続
税
法
三
四
条
二
項
・
三
項
の
義
務
は
、
第
二
・
第
三
に
お
 
 

い
て
考
案
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
ふ
れ
て
 
 

み
ょ
う
。
 
 
 

イ
 
相
続
税
法
三
四
条
一
項
の
連
帯
納
税
義
務
 
 
 

こ
の
義
務
は
、
第
三
章
第
2
の
2
で
述
べ
た
相
続
の
実
態
等
か
ら
み
て
も
、
 
 
 



ま
た
、
こ
の
義
務
者
に
相
続
税
の
申
告
義
務
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
申
 
 

告
に
ょ
り
確
定
す
る
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
次
の
点
 
 

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
 
 
 

①
 
相
続
人
等
全
員
の
共
同
申
告
制
を
原
則
と
す
る
。
現
行
法
に
お
い
て
 
 

も
共
同
申
告
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
相
続
税
法
二
七
条
四
項
）
 
 

が
、
申
告
の
実
態
は
、
T
局
0
署
の
例
で
は
、
共
同
申
告
に
よ
ら
な
い
も
の
は
 
 

（
2
0
）
 
 

僅
か
一
件
に
す
ぎ
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
税
額
の
計
算
方
式
か
ら
み
て
 
 

も
、
全
員
の
共
同
申
告
制
に
よ
る
こ
と
が
申
告
書
の
記
載
内
容
が
統
一
さ
れ
 
 

る
か
ら
、
合
理
的
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

②
 
義
務
の
限
度
額
で
あ
る
「
受
け
た
利
益
の
価
額
」
を
申
告
書
に
明
記
 
 

さ
せ
る
。
 
 
 

な
お
、
例
外
的
に
は
個
別
申
告
も
や
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
場
 
 

合
に
ほ
、
連
帯
す
べ
き
他
の
相
続
人
等
の
税
額
を
記
載
さ
せ
る
必
要
が
あ
ろ
 
 

と
ノ
。
 
 

ロ
 
相
続
税
法
三
四
条
四
項
の
連
帯
納
税
義
務
 
 
 

こ
れ
は
贈
与
者
、
受
贈
者
の
共
同
納
税
義
務
的
な
性
格
も
あ
る
が
、
「
贈
 
 

（
2
1
）
 
 

与
者
に
対
し
て
…
課
す
る
こ
と
は
、
社
会
情
勢
か
ら
受
け
入
れ
難
い
」
と
い
 
 

わ
れ
て
お
り
、
連
帯
の
よ
う
な
強
い
制
度
を
今
後
も
維
持
し
て
い
く
こ
と
に
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

は
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
相
続
税
の
公
平
な
負
担
の
実
 
 

現
と
、
贈
与
の
実
態
と
か
ら
は
、
こ
の
義
務
の
存
在
の
根
拠
が
認
め
ら
れ
 
 

る
。
執
行
上
は
、
滞
納
処
分
を
執
行
し
て
も
、
な
お
徴
収
す
べ
き
国
税
に
不
 
 

足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
だ
け
に
こ
れ
を
適
用
す
る
七
と
と
し
て
、
補
充
 
 

的
な
義
務
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
義
務
は
 
 

補
充
的
な
義
務
と
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

租
税
債
務
に
お
け
る
法
定
の
補
充
的
な
義
務
に
は
、
第
二
次
納
税
義
務
と
 
 

取
引
所
税
法
一
二
条
に
親
定
す
る
法
定
保
証
債
務
と
が
あ
る
が
、
第
二
次
納
 
 

税
義
務
の
方
が
要
件
が
し
ぼ
ら
れ
、
義
務
者
の
保
護
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
 
 

い
し
、
第
二
次
納
税
義
務
の
な
か
に
は
、
担
保
的
性
質
を
有
す
る
も
の
も
あ
 
 

る
か
ら
、
第
二
次
納
税
義
務
の
制
度
を
と
り
入
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
志
場
富
徳
郎
編
「
前
掲
書
」
二
〇
三
文
、
田
中
二
郎
「
租
税
法
」
一
七
七
 
 

貢
、
な
お
、
忠
佐
市
「
租
税
法
要
綱
」
昭
四
〇
 
六
四
、
六
五
貫
は
確
定
 
 

方
式
を
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
。
①
申
告
納
税
方
式
②
賦
課
課
税
方
式
③
 
 

源
泉
徴
収
等
方
式
④
印
紙
納
付
方
式
⑤
法
定
確
定
方
式
。
新
井
隆
一
「
税
 
 

務
行
政
の
法
律
知
識
」
四
〇
頁
は
、
課
税
権
の
発
動
方
式
と
し
て
、
①
賦
 
 

課
課
税
方
式
②
申
告
納
税
方
式
③
印
紙
納
付
方
式
に
大
別
す
る
。
 
 

（
2
）
 
第
四
章
第
四
の
2
の
じ
の
こ
の
0
0
参
照
。
次
に
通
則
法
の
適
用
関
係
を
 
 

⊥
覧
に
し
て
み
よ
う
。
 
 

三
〇
五
 
 
 



○
＝
適
用
 
 
×
＝
不
適
用
 
 

（
3
）
 
第
四
章
第
三
の
2
参
照
。
 
 

（
4
）
 
志
場
富
徳
郎
編
「
前
掲
書
」
二
〇
三
頁
、
田
中
二
郎
「
租
税
法
」
一
七
 
 
 

七
、
一
九
〇
頁
 
 

（
5
）
 
相
続
税
は
累
進
税
率
で
あ
り
、
算
出
税
額
か
ら
の
控
除
額
も
あ
る
。
ま
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

三
〇
六
 
 

た
、
贈
与
税
は
一
年
間
の
累
積
課
税
で
、
か
つ
累
進
税
率
で
あ
る
か
ら
、
 
 
 

税
額
の
計
算
は
容
易
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
明
白
で
あ
る
 
 
 

と
も
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
相
続
税
法
≡
四
条
二
項
の
義
務
 
 
 

は
、
後
述
す
る
納
付
責
任
と
類
似
し
て
い
る
。
 
 

（
6
）
債
務
な
き
糞
任
で
を
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
杉
村
章
三
郎
編
「
コ
ソ
 
 
 

メ
ソ
タ
ー
ル
国
税
通
則
法
」
D
二
三
一
貫
）
。
 
 

（
7
）
 
通
則
法
の
規
定
の
な
か
に
は
、
た
と
え
ば
、
七
二
条
徴
収
権
の
消
滅
時
 
 
 

効
忙
お
い
て
「
法
定
納
期
限
」
か
ら
五
年
間
と
規
定
す
る
が
、
第
二
次
納
 
 
 

税
義
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の
納
付
通
知
書
に
よ
る
告
知
の
期
限
を
「
法
定
 
 
 

納
期
限
」
で
あ
る
と
す
る
と
、
同
法
七
≡
粂
の
時
効
の
中
断
事
由
の
規
定
 
 
 

と
の
関
係
で
矛
盾
を
生
ず
る
か
ら
、
法
の
欠
け
つ
の
部
分
も
あ
る
と
い
え
 
 

よ
ら
ノ
。
 
 

な
お
、
納
付
責
任
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
見
解
も
考
え
ら
れ
る
。
す
 
 
 

な
わ
ち
、
納
付
童
任
は
、
そ
の
基
因
と
な
る
国
税
と
同
一
内
容
の
債
務
を
負
 
 
 

ぅ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
確
定
手
続
ほ
、
そ
の
基
因
と
な
る
国
税
の
確
 
 
 

定
手
続
と
同
一
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
に
よ
 
 
 

る
場
合
、
被
相
続
人
に
つ
き
確
定
し
た
国
税
に
か
か
る
納
付
責
任
は
、
そ
 
 
 

の
確
定
し
た
国
税
と
同
一
内
容
の
債
務
を
負
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
納
付
 
 
 

責
任
も
確
定
し
て
い
る
と
い
う
構
成
を
と
る
こ
と
と
な
ろ
う
が
、
そ
う
す
 
 
 

る
と
、
成
立
と
同
時
に
手
続
を
要
し
な
い
で
確
定
す
る
と
み
る
こ
と
も
で
 
 
 

き
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
本
文
と
差
が
な
か
ろ
う
。
 
 

本
文
の
見
解
に
よ
っ
て
も
、
更
正
、
決
定
、
賦
課
決
定
ま
た
は
督
促
等
 
 
 

を
す
る
と
き
に
納
付
責
任
に
つ
い
て
通
知
す
べ
き
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
で
 
 
 



あ
ろ
う
。
 
 

（
8
）
 
納
付
責
任
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
な
い
が
、
納
付
義
務
 
 
 

で
あ
る
と
す
る
と
、
併
存
的
債
務
引
受
ま
た
は
連
帯
保
証
に
類
似
す
る
も
 
 

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 
 

（
9
）
 
志
場
喜
徳
郎
編
「
前
掲
書
」
一
六
三
頁
 
 

（
1
0
）
 
相
続
税
法
二
七
粂
、
二
八
粂
の
申
告
書
の
記
載
事
項
を
み
る
と
、
も
ち
 
 
 

ろ
ん
連
帯
納
税
義
務
額
と
し
て
ほ
記
載
す
る
こ
と
に
は
な
っ
て
い
な
い
 
 
 

が
、
「
取
得
し
た
財
産
」
お
よ
び
「
債
務
の
明
細
」
ま
た
は
「
受
け
た
利
 
 
 

益
の
価
額
」
 
（
同
法
施
行
令
五
条
六
号
、
八
号
、
七
条
四
号
、
五
条
の
二
三
 
 
 

号
）
や
、
「
贈
与
者
の
氏
名
」
お
よ
び
「
贈
与
者
の
異
な
る
ご
と
に
取
得
 
 
 

し
た
財
産
」
 
（
同
法
施
行
令
八
条
一
項
五
号
、
六
号
）
な
ど
を
記
載
す
る
 
 

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
1
1
）
 
そ
の
は
か
、
相
抹
税
に
つ
い
て
は
、
相
続
人
の
う
ち
一
部
の
老
だ
け
が
 
 
 

申
告
し
た
場
合
に
、
連
帯
納
税
義
務
の
確
定
す
る
範
囲
（
額
）
に
つ
い
て
 
 
 

も
問
題
が
あ
る
が
、
申
告
を
し
な
い
者
の
相
続
税
に
か
か
る
連
帯
納
税
義
 
 
 

務
は
、
確
定
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 

（
は
）
 
申
告
を
期
待
す
る
こ
と
が
困
難
あ
る
い
は
無
理
で
あ
る
よ
う
な
場
合
に
 
 
 

は
．
賦
課
課
税
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る
（
例
、
酒
税
法
三
〇
粂
の
四
・
二
 
 
 

項
な
ど
）
。
 
 

（
1
3
）
 
志
場
喜
徳
郎
編
「
前
掲
書
」
t
ニ
五
二
頁
。
 
 

（
1
4
）
 
書
国
二
郎
編
「
前
掲
書
」
一
〇
八
頁
は
、
「
こ
の
「
徴
収
」
と
は
、
申
 
 
 

告
納
税
方
式
に
よ
る
国
税
等
に
つ
い
て
と
ら
れ
て
い
る
自
主
納
付
の
方
式
 
 
 

に
対
し
、
税
務
官
庁
が
納
税
者
に
履
行
の
請
求
を
し
て
国
税
を
納
付
さ
せ
 
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

第
二
 
相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
（
相
法
三
四
②
）
と
租
税
債
務
承
継
の
納
 
 

付
責
任
（
適
法
五
③
）
 
 
 

l
 
連
帯
納
税
義
務
と
納
付
安
住
と
の
概
観
 
 
 

相
続
税
法
三
四
条
二
項
の
連
帯
納
税
義
務
と
通
則
法
五
条
三
項
の
納
付
責
 
 

任
と
は
、
い
ず
れ
も
、
相
続
の
開
始
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
租
税
債
務
の
 
 

承
継
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
ほ
特
別
法
、
後
者
は
一
般
法
の
関
係
 
 

に
あ
る
（
通
則
法
四
条
）
。
そ
の
結
果
、
同
じ
租
税
債
務
の
承
継
に
つ
い
て
、
 
 

租
税
の
種
類
に
よ
っ
て
義
務
者
、
責
任
の
範
囲
等
が
異
な
り
、
徴
収
手
続
が
 
 

別
個
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
立
法
上
の
問
題
と
し
て
、
統
 
 

三
〇
七
 
 
 

る
方
式
の
意
味
転
用
い
ら
れ
る
。
」
と
さ
れ
る
。
 
 

（
ほ
）
 
申
告
納
税
方
式
と
解
し
た
場
合
の
通
則
法
の
適
用
関
係
は
（
注
）
（
2
）
 
 
 

参
照
。
 
 

（
1
6
）
 
た
と
え
ば
、
消
費
税
は
、
申
告
納
税
方
式
の
も
の
と
賦
課
課
税
方
式
の
 
 
 

も
の
と
が
あ
る
。
 
 

（
1
7
）
 
杉
村
章
三
郎
編
「
前
掲
書
」
E
七
一
三
頁
。
 
 

（
1
8
）
 
加
算
税
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
 
 

（
1
9
）
 
志
場
喜
徳
郎
編
「
前
掲
書
」
五
七
二
頁
。
 
 

（
2
0
）
 
T
局
0
署
の
昭
四
〇
年
分
六
二
七
件
中
一
件
で
あ
る
。
 
 

（
2
1
）
 
昭
三
三
二
二
「
税
制
特
別
調
査
会
答
申
」
第
二
部
七
一
貫
。
 
 



2
 
連
帯
納
税
義
務
と
納
付
責
任
と
の
共
通
性
 
 
 

川
 
納
付
責
任
は
、
も
と
も
と
被
相
続
人
の
全
財
産
を
引
き
当
て
と
し
、
 
 

そ
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
滞
納
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
、
相
続
の
 
 

開
始
に
よ
っ
て
こ
の
引
当
財
産
が
切
り
離
さ
れ
、
資
力
の
な
い
相
続
人
に
相
 
 

続
さ
れ
た
た
め
に
被
相
続
人
の
国
税
の
徴
収
が
困
難
と
な
る
こ
と
を
防
止
し
 
 

（
1
）
 
 

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

佃
 
こ
の
義
務
も
、
相
続
の
開
始
に
よ
る
相
続
税
・
贈
与
税
の
債
務
の
承
 
 

継
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
、
納
付
責
任
と
共
通
性
を
有
し
て
 
 

（
2
）
 
 

い
る
と
い
え
よ
う
。
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
志
場
富
徳
郎
編
「
前
掲
書
」
一
五
三
頁
。
 
 

（
2
）
 
前
出
第
三
章
第
二
の
3
。
 
 
 

3
 
義
務
者
の
差
異
 
 
 

連
帯
納
税
義
務
は
、
特
定
受
遺
著
も
こ
れ
を
負
う
点
で
、
納
付
責
任
よ
り
 
 

も
義
務
者
の
範
囲
が
広
い
。
 
 
 

U
 
包
括
受
遺
著
は
、
「
相
続
人
と
同
一
の
権
利
義
務
を
有
す
る
。
」
（
民
法
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

合
の
可
否
に
つ
き
考
察
し
て
み
よ
う
。
 
 

三
〇
八
 
 
 

九
九
〇
条
）
か
ら
、
租
税
債
務
も
承
継
す
る
。
し
か
し
、
特
定
受
遺
著
ほ
こ
 
 

れ
と
異
な
り
、
租
税
債
務
を
承
継
し
な
い
。
相
続
税
ま
た
ほ
贈
与
税
の
申
告
 
 

義
務
の
承
継
に
つ
い
て
も
、
「
相
続
人
（
包
括
受
遺
著
を
含
む
。
…
）
」
（
相
 
 

続
税
法
二
七
条
二
項
・
l
一
八
条
二
項
）
と
規
定
し
、
特
定
受
遺
著
は
申
告
義
 
 

務
を
東
灘
七
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
特
定
受
遺
著
は
、
相
続
税
ま
た
は
贈
与
 
 

税
の
債
務
は
承
継
し
な
い
が
、
連
帯
納
税
義
務
だ
け
を
負
担
す
る
わ
け
で
あ
 
 

る
。
 
 

佃
 
特
定
受
遺
著
に
こ
の
よ
う
な
義
務
を
負
わ
せ
た
の
は
、
①
特
定
遺
贈
 
 

に
よ
っ
て
、
被
相
続
人
の
相
続
税
ま
た
ほ
贈
与
税
の
引
き
当
て
と
な
っ
て
い
 
 

た
財
産
が
減
少
し
、
租
税
債
権
の
満
足
が
え
ら
れ
な
く
な
る
。
包
括
遺
贈
で
 
 

あ
れ
ば
、
徴
収
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
特
定
受
遺
著
か
ら
ほ
全
く
徴
収
す
る
 
 

こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
で
は
、
結
果
的
に
相
続
税
の
負
担
の
公
平
が
保
て
 
 

な
く
な
る
こ
と
。
②
特
定
受
達
者
は
、
自
己
が
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
 
 

に
つ
い
て
相
続
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
り
、
相
続
税
法
三
四
条
一
項
の
親
定
 
 

に
よ
り
連
帯
納
税
義
務
を
負
わ
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
規
定
と
の
バ
ラ
ソ
ス
か
 
 

ら
被
相
続
人
の
相
続
税
ま
た
は
贈
与
税
に
つ
い
て
も
、
連
帯
納
税
義
務
を
負
 
 

わ
せ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

刷
 
と
こ
ろ
で
、
納
付
責
任
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
相
続
に
よ
り
租
税
 
 
 



債
務
の
引
き
当
て
と
な
っ
て
い
た
被
相
続
人
の
財
産
が
分
散
さ
れ
る
こ
と
に
 
 

ょ
っ
て
、
国
税
の
徴
収
が
困
難
と
な
る
の
を
防
止
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
 
 

あ
る
。
そ
ぅ
だ
と
す
る
と
、
遺
贈
し
た
財
産
も
、
も
と
も
と
被
相
続
人
の
租
 
 

税
債
務
の
引
き
当
て
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
特
定
受
遺
著
に
対
 
 

し
て
も
、
納
付
責
任
を
色
ぁ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
立
法
上
の
問
題
 
 

が
生
ず
る
。
し
か
し
、
租
税
債
務
の
承
継
に
関
す
る
義
務
は
、
相
続
に
よ
る
 
 

権
利
義
務
の
承
継
者
で
あ
る
相
続
人
（
包
括
受
遺
著
も
含
ま
れ
る
。
）
で
あ
る
 
 

か
ら
こ
そ
、
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
相
続
人
以
外
の
者
に
、
 
 

納
付
責
任
の
如
き
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
、
租
税
法
に
お
い
て
、
相
続
に
 
 

ょ
る
義
務
の
承
継
者
の
範
囲
を
拡
げ
る
こ
と
と
な
る
と
い
え
よ
う
。
租
税
債
 
 

（
1
）
 
 

務
は
金
銭
債
務
と
し
て
、
私
法
上
の
債
務
と
共
通
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
 
 

承
継
に
つ
い
て
も
、
民
法
の
相
続
制
虔
と
の
調
整
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
 
 

（
2
）
 
 

な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
特
定
受
遺
著
に
納
付
責
任
を
負
わ
せ
る
ぺ
き
 
 

で
ほ
な
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
特
定
遺
贈
に
基
づ
く
財
産
の
減
少
に
よ
り
 
 

国
の
受
け
る
不
利
益
は
、
後
述
す
る
徴
収
法
三
九
条
に
規
定
す
る
第
二
次
納
 
 

税
義
務
に
よ
り
、
回
避
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

囲
 
こ
の
こ
と
は
、
相
続
に
よ
る
相
続
税
・
贈
与
税
の
承
継
に
つ
い
て
も
あ
 
 

て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
租
税
債
務
の
承
継
と
い
う
点
か
ら
は
、
他
の
国
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

税
の
承
継
の
場
合
と
異
な
る
取
扱
い
を
す
る
理
由
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

伺
 
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
特
定
受
遺
著
が
義
務
を
負
う
点
で
、
納
付
責
 
 

任
よ
り
も
義
務
者
の
範
囲
は
広
い
が
、
特
定
遺
贈
に
よ
る
財
産
の
減
少
に
つ
 
 

い
て
は
、
第
二
次
納
税
義
務
に
よ
り
租
税
債
権
は
保
護
さ
れ
て
い
る
し
、
他
 
 

の
国
税
の
承
継
の
場
合
と
異
な
る
取
扱
い
せ
す
る
理
由
は
な
い
か
ら
、
租
税
 
 

債
務
の
承
継
と
し
て
、
納
付
責
任
と
同
じ
取
扱
い
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
 
 

ら
れ
る
。
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
第
四
章
第
一
参
照
。
 
 

（
2
）
 
昭
三
三
二
二
「
租
税
徴
収
制
度
調
査
会
答
申
」
夢
二
の
三
一
六
頁
。
 
 

4
 
責
任
範
囲
の
差
異
 
 
 

連
帯
納
税
義
務
の
責
任
範
圃
は
、
「
相
続
に
よ
り
受
け
た
利
益
の
価
額
に
 
 

相
当
す
る
金
額
」
で
あ
る
点
で
、
納
付
責
任
の
責
任
範
囲
よ
り
小
さ
い
。
 
 
 

U
 
連
帯
納
税
義
務
の
責
任
範
囲
は
、
消
極
財
産
の
価
額
が
控
除
さ
れ
る
 
 

か
ら
、
被
相
続
人
の
債
務
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
そ
の
責
任
範
囲
は
小
さ
 
 

Y
な
る
。
 
 
 

出
 
違
帯
納
税
義
務
の
責
任
範
囲
を
、
「
受
け
た
利
益
の
価
額
」
に
制
限
 
 

し
た
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
相
続
財
産
を
こ
え
て
租
税
債
務
を
負
担
さ
せ
 
 

三
〇
九
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

な
い
。
つ
ま
り
、
阻
税
の
負
担
に
よ
っ
て
相
続
前
の
財
産
価
値
を
減
少
さ
せ
 
 

な
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
ご
の
考
え
方
は
、
自
己
が
納
税
義
 
 

務
者
と
し
て
相
続
税
を
負
担
す
る
場
合
に
は
、
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
 
 

し
、
相
続
に
よ
る
承
継
の
場
合
に
は
、
被
相
続
人
が
納
税
義
務
者
と
し
て
負
 
 

担
す
る
相
続
税
お
よ
び
制
限
さ
れ
た
連
帯
納
税
義
務
を
承
継
す
る
の
で
あ
る
 
 

か
ら
、
そ
の
租
税
債
務
を
承
継
す
る
相
続
人
の
責
任
範
囲
を
、
「
受
け
た
利
益
 
 

の
価
額
」
に
制
限
し
な
く
と
も
、
被
相
続
人
が
受
け
た
相
続
財
産
を
こ
え
て
、
 
 

租
税
債
務
を
負
担
す
る
結
果
に
な
る
よ
う
な
こ
と
ほ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

囲
 
阻
税
債
務
の
承
継
に
つ
い
て
の
責
任
を
、
こ
の
よ
う
に
、
「
利
益
の
 
 

価
額
」
に
制
限
す
る
土
と
は
、
結
果
的
に
、
被
相
続
人
の
租
税
債
務
の
引
当
財
 
 

産
阻
対
し
て
私
債
権
が
租
税
に
優
先
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、
徴
収
法
 
 

八
条
の
親
定
の
趣
旨
に
そ
わ
な
い
こ
と
と
な
り
、
租
税
債
権
を
弱
体
化
す
る
 
 

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
相
続
税
の
課
 
 

税
標
準
は
、
積
極
財
産
か
ら
消
瞳
財
産
を
控
除
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
相
 
 

続
税
法
一
三
条
）
か
ら
、
安
住
範
囲
も
他
の
国
税
と
異
な
る
と
す
る
見
解
が
 
 

あ
ろ
ぅ
。
こ
れ
は
、
自
己
が
納
税
義
務
者
と
し
て
相
続
税
を
負
担
す
る
場
合
 
 

に
は
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
ぅ
。
し
か
し
、
相
続
に
よ
る
承
継
の
場
合
に
ほ
納
 
 

税
義
務
者
（
被
相
続
人
）
の
債
務
も
承
継
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
も
責
任
 
 

三
一
〇
 
 
 

範
囲
か
ら
控
除
す
る
理
由
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

囲
 
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
連
帯
納
税
義
務
の
責
任
範
囲
ほ
、
納
付
安
住
 
 

に
比
し
て
軽
減
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
と
い
え
る
。
 
 

5
 
効
力
（
一
人
に
つ
き
生
じ
た
事
由
の
効
力
）
に
お
け
る
差
異
 
 
 

連
帯
納
税
義
務
は
、
「
連
帯
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
納
付
責
任
に
は
「
連
 
 

（
1
）
 
 

帯
」
関
係
が
な
い
。
そ
こ
で
、
⊥
人
に
つ
き
生
じ
た
事
由
の
効
力
を
比
較
し
 
 

（
2
）
 
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
と
な
る
。
 
 

（
備
考
）
○
印
＝
及
ぶ
。
×
印
＝
及
ば
な
い
。
 
 
 



右
の
よ
う
に
、
、
連
帯
納
税
義
務
者
に
対
す
る
請
求
の
効
力
が
他
の
者
に
及
 
 

ぶ
と
い
う
点
で
、
連
帯
納
税
義
務
の
方
が
、
債
権
の
効
力
を
強
め
て
い
る
 
 

が
、
こ
の
点
を
除
い
て
は
全
く
差
異
が
な
い
。
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
志
場
富
徳
郎
編
「
前
掲
書
±
五
三
、
一
五
四
頁
。
な
お
、
租
税
法
研
究
会
 
 

「
粗
鋭
敏
収
制
度
答
申
と
国
税
徴
収
法
の
改
正
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
七
五
 
 

号
、
昭
三
四
 
五
八
東
の
書
国
発
言
は
「
他
の
相
続
人
の
租
税
債
務
を
納
 
 

付
す
る
責
任
を
有
す
る
と
い
う
よ
う
な
表
現
で
連
帯
納
税
義
務
と
い
う
形
 
 

に
従
っ
て
解
釈
上
の
疑
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
こ
う
。
」
と
い
わ
れ
て
お
 
 

り
、
こ
の
こ
と
か
ら
み
る
と
、
法
律
上
「
連
帯
」
と
い
う
表
現
は
な
い
 
 

が
、
実
質
的
に
は
、
「
連
帯
納
税
義
務
」
と
み
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
 
 

思
わ
れ
る
。
 
 

（
2
）
 
志
場
善
徳
郎
編
「
前
掲
書
」
一
六
一
、
一
六
八
－
一
七
〇
頁
参
照
。
な
お
、
 
 

相
続
人
等
の
承
継
し
た
租
税
債
務
と
納
付
責
任
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
 
 

て
い
る
も
の
は
な
い
が
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
 
 

か
ろ
う
か
。
納
付
糞
任
は
、
「
他
の
相
続
人
が
承
継
す
る
国
税
」
に
つ
い
て
 
 

負
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
承
継
す
る
国
税
の
存
在
を
前
提
と
し
、
そ
 
 

の
国
税
を
履
行
す
る
目
的
の
た
め
に
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
附
従
性
 
 

が
認
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
相
続
人
の
承
継
し
 
 

た
租
税
債
務
に
つ
い
て
生
じ
た
消
滅
事
由
は
、
附
従
性
か
ら
納
付
責
任
に
 
 

も
効
力
を
及
ぼ
す
（
履
行
の
請
求
そ
の
他
時
効
の
中
断
の
効
力
が
及
ぶ
か
 
 

は
、
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
納
付
責
任
に
つ
い
て
生
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

じ
た
事
由
は
、
納
付
、
充
当
等
目
的
の
到
達
に
よ
る
消
滅
以
外
の
事
由
は
、
 
 

相
続
人
の
承
継
し
た
租
税
債
務
に
は
、
そ
の
効
力
を
及
ぼ
さ
な
い
と
考
え
 
 

ら
れ
る
。
 
 
 

6
 
統
合
は
可
能
か
 
 
 

以
上
、
考
察
し
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
相
続
に
よ
る
租
税
債
務
の
承
継
に
関
 
 

す
る
義
務
で
あ
る
点
で
共
通
性
を
有
し
て
い
る
が
、
現
行
法
に
お
い
て
は
、
 
 

義
務
者
の
範
囲
お
よ
び
黄
任
範
囲
に
差
異
が
あ
る
。
し
か
し
、
特
定
受
遺
著
 
 

の
負
担
す
る
連
帯
納
税
義
務
は
、
責
任
が
納
付
責
任
に
此
絞
し
て
過
重
さ
れ
 
 

て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
効
果
は
、
第
二
次
納
税
義
務
に
よ
っ
 
 

て
も
期
待
で
き
る
し
、
効
力
の
点
で
、
連
帯
納
税
義
務
の
方
が
、
請
求
の
効
力
 
 

が
他
の
者
に
も
及
ぶ
と
い
う
面
で
債
権
を
強
化
し
て
い
る
が
、
請
求
は
全
員
 
 

に
対
し
て
行
な
う
必
要
が
あ
る
か
ら
、
執
行
上
は
、
こ
の
よ
シ
な
債
権
の
強
 
 

化
が
絶
対
的
に
要
請
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
納
付
責
任
の
方
が
責
 
 

任
範
囲
が
広
い
が
、
そ
れ
は
、
連
帯
納
税
義
務
の
責
任
範
囲
が
軽
減
さ
れ
過
 
 

ぎ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
義
務
を
納
付
責
任
に
吸
収
し
 
 

た
と
し
て
も
、
義
務
者
の
負
担
が
他
の
国
税
の
承
継
の
場
合
に
比
校
し
て
加
 
 

重
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
租
税
債
務
の
承
継
に
 
 

伴
う
責
任
の
ア
ソ
パ
テ
ソ
ス
が
解
消
さ
れ
る
と
と
も
に
、
徴
収
手
続
が
統
一
 
 

三
一
一
 
 
 



第
三
 
相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
（
相
法
三
四
③
）
と
第
二
次
納
税
義
務
 
 

（
徴
法
三
九
）
 
 

1
 
連
帯
納
税
義
務
と
第
二
次
納
税
義
務
と
の
概
観
 
 
 

出
 
棺
統
税
法
三
四
条
≡
項
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
 
 

課
税
価
格
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
財
産
を
贈
与
・
遺
贈
ま
た
は
寄
附
行
為
に
 
 

ょ
り
譲
渡
し
た
場
合
に
、
そ
の
行
為
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
者
ま
た
は
設
 
 

立
さ
れ
た
法
人
が
、
そ
の
譲
渡
行
為
を
し
た
者
の
相
続
税
・
贈
与
税
に
つ
い
 
 

て
負
う
も
の
で
あ
る
。
 
 

一
方
、
徴
収
法
三
九
条
の
第
二
次
納
税
義
務
は
、
滞
納
者
の
国
税
に
つ
き
 
 

滞
納
処
分
を
執
行
し
て
も
、
な
お
徴
収
す
べ
き
額
に
不
足
す
る
と
認
め
ら
れ
 
 

る
場
合
に
、
そ
の
不
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
、
そ
の
国
税
の
法
定
納
 
 

期
限
一
年
前
の
日
以
後
に
滞
納
者
の
財
産
に
つ
き
行
な
わ
れ
た
無
償
ま
た
ほ
 
 

著
し
く
低
い
額
の
対
価
に
よ
る
譲
渡
、
債
務
の
免
除
等
に
基
づ
く
と
認
め
ら
 
 

れ
る
と
き
に
、
こ
れ
ら
の
処
分
に
よ
り
権
利
を
取
得
し
た
者
ま
た
は
義
務
を
 
 

免
れ
た
者
が
、
滞
納
者
の
国
税
に
つ
い
て
負
う
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

佃
 
相
続
税
・
贈
与
税
の
課
税
財
産
に
つ
き
無
償
譲
渡
行
為
が
あ
っ
た
場
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

さ
れ
る
利
点
が
あ
る
の
で
、
両
者
の
統
合
は
、
「
可
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 

2
 
連
帯
納
税
義
務
と
第
二
次
納
税
義
務
と
の
法
的
保
護
の
共
通
性
 
 
 

田
 
こ
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
 
 

課
税
財
産
の
無
償
譲
渡
行
為
に
基
づ
く
執
行
可
能
財
産
の
減
少
に
よ
り
、
国
 
 

が
受
け
る
不
利
益
を
回
避
す
る
た
め
に
、
受
贈
者
に
対
し
、
「
連
帯
」
と
い
 
 

ぅ
法
形
式
を
導
入
し
て
、
受
贈
者
が
納
税
義
務
者
か
ら
受
け
た
利
益
の
一
部
 
 

を
返
還
さ
せ
、
租
税
債
権
の
満
足
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

囲
一
方
、
第
二
次
納
税
義
務
は
、
納
税
者
が
無
償
ま
た
は
著
し
い
低
額
 
 

で
財
産
を
譲
渡
し
あ
る
い
は
債
務
の
免
除
等
の
処
分
を
し
、
そ
の
た
め
に
租
 
 

税
債
権
の
満
足
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
受
益
者
に
対
し
 
 
 

三
一
二
 
 
 

合
に
ほ
、
相
続
税
・
贈
与
税
に
つ
い
て
ほ
、
相
続
税
法
三
四
条
の
裁
定
に
ょ
 
 

り
、
譲
受
人
は
連
帯
納
税
義
務
を
負
い
、
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
滞
納
国
税
が
あ
 
 

り
、
徴
収
法
三
九
条
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
譲
受
人
は
第
二
次
 
 

納
税
義
務
を
負
う
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
徴
 
 

収
手
続
が
別
個
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
納
税
者
に
と
っ
て
は
そ
 
 

の
与
え
る
精
神
的
な
影
響
が
よ
く
な
い
し
、
ま
た
、
国
に
と
っ
て
も
不
便
で
 
 

あ
る
。
そ
こ
で
、
立
法
上
の
問
題
と
し
て
、
統
合
の
可
否
に
つ
き
考
案
し
て
 
 

み
よ
う
。
 
 



「
第
二
次
納
税
義
務
」
と
い
う
法
形
式
を
導
入
し
て
、
納
税
者
か
ら
受
け
た
 
 

（
1
）
 
 

利
益
を
返
還
さ
せ
、
租
税
債
権
の
満
足
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

拗
 
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
道
帯
納
税
義
務
と
第
二
次
納
税
義
務
と
は
、
い
 
 

ず
れ
も
、
租
税
債
権
の
実
現
の
た
め
の
執
行
可
能
財
産
が
、
納
税
者
の
処
分
 
 

行
為
に
ょ
り
減
少
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
国
が
受
け
る
不
利
益
を
圃
避
し
ょ
 
 

う
と
す
る
点
で
共
通
性
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
親
定
し
て
い
る
 
 

（
2
）
 
 

納
税
者
の
処
分
行
為
は
、
詐
善
行
為
の
典
型
的
な
場
合
で
あ
り
、
い
ず
れ
 
 

も
、
詐
害
行
為
取
消
権
に
お
け
る
主
観
的
要
件
を
排
除
し
て
、
し
か
も
、
譲
 
 

渡
等
の
私
法
秩
序
を
維
持
し
な
が
ら
、
第
三
者
に
対
す
る
阻
税
債
権
の
拡
張
 
 

に
よ
っ
て
、
そ
の
満
足
を
得
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
そ
の
基
礎
を
 
 

（
3
）
∴
4
）
 
 

一
に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
書
国
二
郎
編
「
国
税
徴
収
法
精
解
」
昭
四
〇
 
四
四
九
頁
、
書
国
二
郎
 
 

「
新
国
税
徴
収
法
の
詳
解
二
」
金
融
法
務
事
情
二
〇
七
号
、
昭
≡
四
 
≡
 
 

五
〇
頁
。
 
 

（
2
）
 
書
国
二
郎
編
「
前
掲
書
」
四
四
九
頁
。
 
 

（
3
）
 
書
国
二
郎
編
「
前
掲
書
」
四
〇
八
、
四
五
二
頁
、
昭
三
三
・
l
二
「
租
 
 

税
徴
収
制
度
調
査
会
答
申
」
第
三
の
一
の
1
 
〓
二
頁
。
 
 

（
4
）
 
沿
革
か
ら
み
る
と
、
こ
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
昭
和
二
五
年
に
創
設
さ
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
町
野
二
次
納
税
義
務
ほ
、
翌
二
六
年
に
創
設
さ
れ
 
 

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
こ
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
こ
の
第
 
 

二
次
納
税
義
務
の
創
設
の
際
に
、
そ
れ
に
吸
収
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
も
 
 

の
で
あ
ろ
う
。
 
 

3
 
要
件
の
差
異
 
 
 

第
二
次
納
税
義
務
は
、
滞
納
処
分
を
執
行
し
て
も
徴
収
す
べ
き
額
に
不
足
 
 

す
る
こ
と
が
前
提
要
件
で
あ
り
、
こ
の
点
で
、
連
帯
納
税
義
務
よ
り
も
要
件
が
 
 

し
ぼ
ら
れ
て
い
る
が
、
納
税
者
の
一
般
財
産
に
つ
き
行
な
わ
れ
た
処
分
行
為
 
 

が
対
象
と
な
る
点
で
、
連
帯
納
税
義
務
よ
り
も
広
い
こ
と
に
差
異
が
あ
る
。
 
 
 

出
 
前
掟
要
件
の
差
異
 
 
 

イ
 
第
二
次
納
税
義
務
は
、
滞
納
処
分
を
執
行
し
て
も
徴
収
す
べ
き
額
に
 
 

不
足
す
る
こ
と
が
前
掟
要
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
第
二
次
納
税
義
務
 
 

の
通
則
的
要
件
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
二
次
納
税
義
務
は
、
「
補
充
 
 

（
1
、
 
性
」
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
 
 

ロ
 
連
帯
納
税
義
務
に
は
、
法
的
に
こ
の
よ
う
な
補
充
性
は
な
い
。
す
な
 
 

わ
ち
、
民
法
聖
二
二
条
の
準
用
（
通
則
法
八
条
）
に
ょ
り
、
連
帯
納
税
義
務
 
 

者
の
一
人
に
対
し
、
ま
た
は
全
員
に
対
し
、
同
時
若
し
く
は
順
次
に
請
求
が
 
 

で
き
る
。
 
 

三
l
三
 
 
 



相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
道
帯
納
税
義
務
は
、
「
相
続
税
・
贈
与
税
の
訣
税
価
格
 
 

計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
財
産
」
に
つ
き
、
贈
与
等
の
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
 
 

負
う
の
で
あ
る
か
ら
、
相
続
ま
た
は
贈
与
に
よ
る
財
産
の
取
得
が
あ
っ
た
と
 
 

き
以
後
の
譲
渡
行
為
が
対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
相
続
税
・
贈
与
 
 

税
の
確
定
後
に
、
譲
渡
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
債
 
 

務
が
履
行
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
滞
納
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
 
 

義
務
を
負
う
前
撞
と
な
る
。
こ
の
規
定
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
「
財
産
の
無
 
 

償
取
得
者
が
、
贈
与
等
の
行
為
を
し
た
者
が
先
に
そ
の
財
産
を
取
得
し
た
こ
 
 

と
に
つ
い
て
納
付
す
べ
き
相
続
税
を
納
付
し
て
い
な
い
と
き
に
、
そ
れ
に
つ
 
 

（
2
）
 
 

い
て
連
帯
納
付
の
義
務
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
 
 

と
か
ら
み
て
も
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
滞
納
が
前
波
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
 
 

よ
ち
ノ
。
 
 
 

そ
し
て
、
執
行
上
に
お
い
て
は
、
「
徴
収
す
べ
き
額
に
不
足
す
る
と
認
め
 
 

ら
れ
る
場
合
」
に
限
り
、
連
帯
納
税
義
務
者
に
対
し
て
徴
収
手
続
を
行
な
う
 
 

（
3
）
 
 

も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
第
二
次
納
税
義
務
と
差
異
は
な
い
。
 
 
 

ハ
 
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
法
的
に
連
帯
納
税
義
務
に
ほ
補
充
性
ほ
な
い
 
 

が
、
実
質
的
に
は
、
納
税
義
務
者
の
滞
納
が
前
提
と
な
り
、
二
次
的
な
責
任
 
 

に
近
い
し
、
執
行
上
に
お
い
て
は
、
第
二
次
納
税
義
務
と
の
差
異
が
な
く
な
 
 

三
一
四
 
 

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
 
 
 

出
 
処
分
行
為
の
対
象
と
な
る
財
産
の
範
囲
の
差
異
 
 
 

イ
 
連
帯
納
税
義
務
は
、
相
続
税
・
贈
与
税
の
課
税
財
産
の
処
分
行
為
に
 
 

限
ら
れ
る
の
に
対
し
、
第
二
次
納
税
義
務
は
、
納
税
者
の
一
般
財
産
の
処
分
 
 

行
為
が
対
象
と
さ
れ
る
。
 
 
 

ロ
 
相
続
税
・
贈
与
税
ほ
、
相
続
・
贈
与
に
ょ
り
取
得
し
た
財
産
か
ら
の
 
 

納
付
を
、
ま
ず
予
定
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
財
産
の
減
少
に
よ
っ
て
生
ず
る
 
 

国
の
不
利
益
を
回
避
す
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
限
定
し
た
も
の
と
い
え
 
 

る
バ
し
か
し
、
相
続
税
・
贈
与
税
と
い
え
ど
も
租
税
債
務
で
あ
る
以
上
、
納
 
 

税
義
務
者
の
一
般
財
産
も
引
き
当
て
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
逝
に
、
相
 
 

続
・
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
も
、
他
の
租
税
債
務
の
引
き
当
て
と
な
る
 
 

べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
相
続
税
・
贈
与
税
は
、
財
産
に
対
す
る
 
 

課
税
で
は
あ
る
が
、
納
税
者
の
財
産
の
詐
善
行
為
的
な
処
分
行
為
に
対
す
る
 
 

租
税
債
権
の
保
護
の
点
か
ら
は
、
異
な
る
取
扱
い
を
す
る
理
由
ほ
な
い
と
考
 
 

え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
相
続
税
・
贈
与
税
を
、
そ
の
課
税
財
産
の
物
的
負
 
 

（
4
）
 
 

担
だ
と
し
、
そ
の
財
産
に
、
そ
れ
ら
の
債
務
が
付
着
す
る
と
い
う
構
成
を
と
 
 

れ
ば
別
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
構
成
は
現
行
制
度
上
と
ら
れ
て
い
な
い
。
 
 
 

刷
 
処
分
行
為
の
範
囲
の
差
異
 
 
 



こ
の
よ
う
に
、
第
二
次
納
税
義
務
の
方
が
範
囲
が
広
い
が
、
こ
こ
で
は
、
 
 

第
二
次
納
税
義
務
に
お
け
る
無
償
譲
渡
行
為
に
限
定
し
て
考
案
し
て
み
ょ
 
 

ち
ノ
○
 
 

ロ
 
第
二
次
納
税
義
務
に
お
け
る
「
譲
渡
」
と
は
、
「
贈
与
、
特
定
遺
贈
 
 

…
出
資
等
に
よ
る
財
産
権
の
移
転
」
を
い
㌍
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
寄
附
 
 

行
為
は
財
団
法
人
の
設
立
行
為
で
あ
っ
て
、
無
償
で
財
産
を
出
指
す
る
行
為
 
 

（
7
）
 
 

（
6
）
 
 

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
譲
渡
」
に
含
ま
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
 
 

て
、
連
帯
納
税
義
務
に
お
け
る
贈
与
・
遺
贈
の
う
ち
の
特
定
遺
贈
お
よ
が
寄
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

イ
 
財
産
の
処
分
行
為
を
比
較
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

附
行
為
は
、
第
二
次
納
税
義
務
と
共
通
し
て
い
る
。
 
 
 

ハ
 
第
二
次
納
税
義
務
に
つ
い
て
は
、
公
共
法
人
に
対
す
る
処
分
行
為
が
 
 

除
か
れ
る
の
に
対
し
、
連
帯
納
税
義
務
は
、
法
的
に
は
公
共
法
人
に
対
す
る
 
 

処
分
行
為
が
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
公
共
法
人
に
対
す
る
贈
与
・
遺
贈
は
通
 
 

常
生
じ
な
い
だ
ろ
ぅ
し
、
公
共
法
人
に
対
し
て
は
、
法
人
税
が
非
課
税
で
あ
 
 

る
（
法
人
税
法
四
条
三
号
）
こ
と
か
ら
も
、
立
法
論
と
し
て
は
、
第
二
次
納
 
 

税
義
務
と
同
様
に
、
義
務
を
免
わ
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
 
 

ニ
包
括
遺
贈
に
つ
い
て
は
、
相
続
税
法
三
四
条
三
項
は
、
「
遺
贈
」
と
 
 

規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
文
言
か
ら
は
含
ま
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
 
 

し
、
「
…
財
産
に
つ
き
、
遺
贈
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
 
 

こ
の
規
定
は
、
特
定
さ
れ
七
財
産
の
遺
贈
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
 
 

て
、
包
括
遺
贈
に
ま
る
場
合
は
、
権
利
義
務
の
一
般
承
継
と
し
て
、
通
則
法
 
 

五
条
お
よ
び
相
続
税
法
三
四
条
二
項
の
適
用
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

ホ
 
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
財
産
の
処
分
行
為
は
、
第
二
次
納
税
義
務
の
 
 

方
が
、
法
的
に
は
そ
の
範
囲
は
広
く
、
し
か
も
、
連
帯
納
税
義
務
に
お
け
る
 

処
分
行
為
の
範
囲
は
、
第
二
次
納
税
義
務
の
そ
れ
に
実
質
的
に
共
通
し
て
い
 
 

る
こ
と
か
ら
、
第
二
次
納
税
義
務
の
方
に
包
含
さ
れ
る
べ
き
が
妥
当
で
あ
ろ
 
 

三
一
五
 
 
 



4
 
責
任
範
囲
の
差
異
 
 
 

旧
 
道
帯
納
税
義
務
の
責
任
範
囲
は
、
「
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
当
す
 
 

る
金
額
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
責
任
を
負
う
の
は
、
納
税
義
務
者
の
 
 

相
続
税
ま
た
は
贈
与
税
の
全
額
で
は
な
く
て
、
そ
の
財
産
の
価
額
が
相
続
税
 
 

ま
た
は
贈
与
税
の
課
税
価
格
の
う
ち
に
占
め
る
割
合
に
ょ
り
あ
ん
分
し
た
額
 
 

と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

ち
ノ
○
 
 （

注
）
 
 

（
1
）
 
書
国
二
郎
晶
「
前
掲
書
」
四
〇
八
頁
。
 
 

（
2
）
 
泉
美
之
松
「
相
続
税
・
富
裕
税
の
実
務
」
昭
t
宍
一
八
五
頁
以
下
。
 
 

（
3
）
 
「
徴
収
法
基
本
通
達
」
三
〇
条
関
係
〓
ニ
の
2
。
 
 

（
4
）
 
「
シ
ャ
」
プ
税
制
調
査
団
第
三
次
報
告
書
」
附
録
「
地
方
税
に
関
す
る
 
封
㌣
・
 
 
 

問
題
」
八
一
頁
は
、
固
定
資
産
税
に
つ
き
、
「
対
物
的
納
税
義
務
」
と
す
 
 

る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
た
。
 
 

（
5
）
 
「
改
正
徴
収
法
基
本
通
達
」
三
九
条
関
係
4
。
 
 

（
6
）
 
我
妻
栄
「
民
法
総
則
」
昭
四
一
一
四
九
頁
。
 
 

（
7
）
 
中
田
淳
一
「
破
産
苧
和
議
法
」
昭
三
四
 
〓
ハ
四
貢
（
無
償
否
認
に
 
 
 

お
け
る
無
償
行
為
に
は
「
寄
附
行
為
」
を
含
む
と
さ
れ
て
い
る
。
）
。
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

二
〓
六
 
 
 

こ
れ
に
対
し
、
第
二
次
納
税
義
務
の
責
任
範
囲
は
、
「
受
け
た
利
益
が
現
 
 

に
存
す
る
限
度
」
 
（
滞
納
者
の
親
族
そ
の
他
の
特
殊
関
係
者
に
か
か
る
も
の
 
 

に
あ
っ
て
は
、
「
受
け
た
利
益
の
限
度
」
）
で
あ
り
、
そ
し
て
、
責
任
を
負
 
 

ぅ
の
は
滞
納
者
の
滞
納
額
の
全
額
で
あ
る
。
 
 
 

佃
 
贈
与
・
遺
贈
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
無
償
 
 

行
為
の
相
手
方
は
、
親
族
そ
の
他
の
特
殊
関
係
者
が
大
部
分
で
あ
る
と
い
え
 
 

よ
う
ご
の
こ
と
ほ
、
T
局
0
署
に
お
け
る
贈
与
税
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
で
 
 

（
1
）
 
 

は
、
親
族
関
係
者
に
対
す
る
贈
与
が
、
九
二
・
二
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
 
 

み
て
も
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
実
質
的
に
ほ
、
そ
の
責
任
の
 
 

範
囲
は
同
一
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

㈱
 
責
任
を
負
う
税
額
の
範
囲
は
、
連
帯
納
税
義
務
は
、
相
続
税
・
贈
与
 
 

税
の
一
部
の
額
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
連
帯
納
税
義
務
に
よ
っ
て
 
 

も
、
徴
収
が
不
能
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
第
二
次
納
税
義
務
を
課
す
こ
と
に
な
 
 

ろ
う
か
ら
、
結
局
、
税
額
の
全
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
結
 
 

果
に
お
い
て
は
、
第
二
次
納
税
義
務
と
同
一
に
な
ろ
う
。
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
T
局
0
署
の
調
査
結
果
（
昭
四
〇
年
贈
与
税
）
 
 

総
数
一
五
四
件
・
う
ち
贈
与
者
と
受
贈
者
の
関
係
が
親
族
関
係
者
で
 
 
 



5
 
効
力
（
一
人
に
つ
き
生
じ
た
事
由
の
効
力
）
の
差
異
 
 
 

連
帯
納
税
義
務
と
第
二
次
納
税
義
務
と
の
、
一
人
に
つ
き
生
じ
た
事
由
の
 
 

（
1
）
 
 

効
力
を
比
改
し
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
と
な
る
。
 
 
 

（
備
考
）
○
印
＝
及
ぶ
。
×
印
＝
及
ば
な
い
。
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

あ
る
も
の
一
五
一
件
・
割
合
九
二
・
二
％
 
 

（
総
数
に
は
、
贈
与
者
と
受
贈
者
と
の
関
係
が
不
明
の
も
の
を
除
い
た
。
）
 
 

．
6
 
統
合
は
可
能
か
。
 
 
 

以
上
、
考
案
し
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
、
納
税
者
の
財
産
処
分
行
為
に
ょ
 
 

っ
て
国
が
受
け
る
不
利
益
を
回
避
し
ょ
う
と
す
る
点
で
、
共
通
性
を
有
し
て
 
 

い
る
。
現
行
法
に
お
い
て
は
、
要
件
、
安
住
範
囲
に
差
異
が
あ
る
が
、
連
帯
 
 

納
税
義
務
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
効
果
は
、
第
二
次
納
税
義
務
に
ょ
っ
て
も
 
 

期
待
で
き
る
。
た
だ
、
効
力
の
点
で
、
第
二
次
納
税
義
務
の
方
が
、
債
権
の
 
 

効
力
を
強
化
し
て
い
る
面
が
あ
る
が
、
第
二
次
納
税
義
務
は
法
的
要
件
が
せ
 
 

三
一
七
 
 
 

右
の
よ
う
に
、
∴
遷
帯
納
税
義
務
者
に
対
す
る
請
求
の
効
力
は
、
納
税
義
務
 
 

者
に
対
し
て
も
及
ぶ
と
い
う
点
で
、
連
帯
納
税
義
務
の
方
が
債
権
の
効
力
を
 
 

強
め
て
い
る
が
、
反
面
、
主
た
る
納
税
者
に
対
す
る
請
求
以
外
の
原
因
に
ょ
 
 

る
時
効
中
断
の
効
力
は
、
第
二
次
納
税
義
務
者
に
対
し
て
及
ぶ
と
い
う
点
 
 

で
、
第
二
次
納
税
義
務
の
方
が
債
権
の
効
力
を
強
め
て
い
る
。
 
 

（
注
）
 
 

（
1
）
 
書
国
二
郎
霜
「
前
掲
書
」
周
〇
九
1
四
二
頁
、
志
場
善
徳
郎
編
「
前
 
 

掲
蕃
」
 
〓
ハ
八
－
一
七
〇
頁
。
 
 

（
2
）
 
書
国
二
郎
編
「
前
掲
書
」
四
一
一
、
四
一
二
頁
参
照
。
 
 



以
上
、
連
帯
納
税
義
務
の
う
ち
相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
を
中
心
と
し
 
 

て
、
考
察
し
て
み
た
。
 
 
 

こ
の
義
務
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
研
究
な
り
、
議
論
さ
れ
た
 
 

文
献
が
少
な
い
の
で
、
連
帯
債
務
等
と
の
比
較
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
法
的
 
 

性
質
お
よ
び
効
力
に
つ
い
て
、
考
案
を
し
、
あ
わ
せ
て
、
こ
の
義
務
に
つ
い
 
 

て
の
執
行
お
よ
び
適
用
上
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
あ
く
 
 

ま
で
も
、
一
つ
の
考
え
方
を
示
す
に
と
ど
ま
り
、
批
判
さ
る
べ
き
点
も
多
々
 
 

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 
 

ば
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
差
異
も
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
 
 

か
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
連
帯
納
税
義
務
を
第
二
次
納
税
義
務
に
吸
収
し
た
 
 

と
し
て
も
、
義
務
者
の
負
担
が
過
重
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
 
 

し
、
む
し
ろ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
徴
収
手
続
が
統
一
さ
れ
る
利
点
が
あ
る
の
 
 

で
、
両
者
の
統
合
は
、
「
可
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 

第
六
章
 
む
 
す
 
び
 
 

三
一
八
 
 

1
 
相
続
税
お
よ
び
贈
与
税
の
連
帯
納
税
義
務
は
、
「
納
付
の
責
」
と
規
 
 

定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
行
通
則
法
の
う
え
か
ら
み
て
、
納
付
義
務
（
債
務
）
 
 

と
解
す
る
の
が
よ
り
妥
当
す
る
。
 
 
 

こ
の
義
務
は
、
保
証
の
実
質
を
有
t
、
ま
た
、
義
務
額
が
制
限
さ
れ
て
お
 
 

り
、
特
殊
な
形
態
の
連
帯
納
税
義
務
で
あ
る
が
、
保
証
の
実
質
を
有
す
る
連
 
 

帯
債
務
と
い
う
も
の
も
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
債
務
額
を
異
に
す
る
連
帯
債
務
と
 
 

い
う
も
の
も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
連
帯
債
務
と
法
的
性
質
を
共
通
に
 
 

し
、
租
税
債
務
に
お
け
る
連
帯
関
係
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
 
 

た
が
っ
て
、
通
則
法
八
条
の
規
定
が
適
用
と
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
が
、
そ
の
 
 

適
用
は
、
連
帯
納
税
義
務
の
形
態
に
応
じ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

2
 
相
続
税
法
≡
四
条
一
項
の
相
続
人
等
（
納
税
義
務
者
）
相
互
間
に
お
 
 

け
る
連
帯
納
税
義
務
は
、
相
続
税
の
実
質
的
な
公
平
の
維
持
、
す
な
わ
ち
、
 
 

同
一
条
件
の
被
相
続
人
か
ら
財
産
を
取
得
し
た
共
同
相
続
人
群
間
の
公
平
の
 
 

確
保
お
よ
び
相
続
の
実
態
か
ら
、
そ
の
存
在
の
合
理
的
根
拠
が
あ
り
、
今
後
 
 

も
存
続
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
義
務
の
形
態
は
、
他
の
相
続
人
等
の
相
続
税
に
つ
い
て
は
、
自
己
が
 
 

「
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
」
を
限
度
と
し
て
連
帯
し
、
自
己
 
 

の
相
続
税
に
つ
い
て
は
、
他
の
相
続
人
等
が
「
受
け
た
利
益
の
価
額
に
相
当
 
 
 



す
る
金
額
」
を
限
度
と
し
て
連
帯
す
る
と
い
う
、
複
数
の
債
務
の
交
錯
し
た
 
 

形
態
の
連
帯
義
務
で
あ
る
と
い
え
る
。
 
 
 

そ
し
て
、
「
受
け
た
利
益
の
価
額
」
と
い
ぅ
の
は
、
義
務
額
の
限
度
と
し
 
 

て
み
る
場
合
、
相
続
に
よ
る
現
実
の
財
産
と
、
相
続
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
存
 
 

し
た
で
あ
ろ
う
非
現
実
の
財
産
と
の
差
額
に
求
め
ら
れ
る
か
ら
、
相
続
に
よ
 
 

り
取
得
し
た
痍
極
財
産
か
ら
消
極
財
産
お
よ
び
自
己
の
相
続
税
額
を
控
除
し
 
 

た
価
額
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
義
務
の
確
定
手
続
は
、
申
告
に
よ
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
 
 

明
確
さ
を
欠
く
か
ら
、
共
同
申
告
を
原
則
と
す
る
等
の
措
置
を
立
法
上
に
お
 
 

い
て
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
 
 
 

3
 
相
続
税
法
三
四
条
二
項
の
相
続
に
よ
り
承
継
し
た
相
続
税
・
贈
与
税
 
 

に
か
か
る
相
続
人
等
相
互
間
に
お
け
る
連
帯
納
税
義
務
は
、
租
税
債
務
の
承
 
 

継
に
関
す
る
も
の
で
、
相
続
税
・
贈
与
税
だ
け
を
別
異
に
す
る
理
由
に
乏
し
 
 

い
か
ら
、
立
法
論
と
し
て
は
、
通
則
法
五
条
三
項
の
納
付
責
任
に
統
合
す
べ
 
 

き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

統
合
し
た
と
し
て
も
、
現
行
よ
り
も
国
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
に
は
 
 

な
ら
な
い
し
、
納
税
智
に
も
特
望
見
任
が
過
重
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
 
 

相
続
税
の
連
帯
納
税
義
務
に
関
す
る
一
考
察
 
 

ら
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
租
税
債
務
の
承
継
に
伴
う
責
任
の
ア
 
 

ン
バ
ラ
ソ
ス
が
解
消
さ
れ
る
と
と
も
に
、
徴
収
手
続
が
一
元
化
さ
れ
る
こ
と
 
 

と
な
ろ
う
。
 
 

4
 
相
続
税
法
三
四
条
三
項
の
相
続
税
・
贈
与
税
の
課
税
財
産
を
譲
り
受
 
 

け
た
者
の
連
帯
納
税
義
務
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